
湖北と息づく
ながしんのあゆみ

長浜信用金庫１００周年記念誌



 発刊にあたって

長浜信用金庫 創立100周年記念ロゴマーク

。ども長浜信用金庫は、2023（令和5）年10月11日に創立100周年を迎えることができましたࢲ

1923（大正12）年、第一次世界大戦後の深刻な不گに加え、関東大椁ࡂの大混乱で、中小綺細企

業や金融機関が破たんの淵に立たされていたなか、地元の生活と産業をकるため設立されました。

当金庫の100年のあゆみは、会員をはじめとする地域の皆様とのឺ、関係各位のご指導やご助

言、先ഐ役職員のたゆみない努力が紡いだي楪であります。この大きな節目に輝かしい歴史を受

け継ぐにあたり、改めて多くの方々のԹかいご理解とごް情に奅心より感謝棲し上げるとともに、

ॾ先ഐの棾労とޭ績に対しܟ意を表する次第であります。

このたび、100周年を記念して当金庫をҭんでこられた先人のࢥ考と努力のาみを記緪にとどめ、

新たな第2世紀への一าを俎み出す礎とするため『長浜信用金庫100周年記念誌』を刊行いたしま

した。

振り返りますと、昭和金融߄ڪ、高度成長時代、バブル経済の崩壊、リーマン・ショックなど、と

めどなくԡし寄せる経済のߥ偍を地域の皆様と寄り侃いながら、共に乗りӽえてまいりました。現

在は少子高齢化や人口減少、事業所減少など、とりわけ地域経済においては一槉ݫしさが増すこ

とが予想されます。

このようなঢ়گのなか、ࠓ後もお客様や地域が๊える課題解決に尽力し、幸せづくりと地域社

会全体の成長に貢献することを目指して努力していく所存でございます。

皆様におかれましては、本誌をご高覧ࣀり、当金庫へのご理解を深めていただくとともに、ࠓ後と

も一槉のご支援、ごѪ顧をࣀりますようおئい棲し上げます。

	2024（令和6）年6月13日

会 長　田ᬑ 　ޭ
理事長　池野 弘和

正方形は、地域と地域の人々、金庫と金庫の職員を表し、4辺の
強い結びつきを表現しています。
〈ながしん〉のコーポレートΧラーである、ながしんブルーとなが
しんライトブルーを用いて表す2৭は、偀い৭をաڈの〈ながしん〉、
夎い৭は未来の〈ながしん〉を示し、100年の歴史とこれからの当
金庫が楱り重なりᬏ進していく様をシンボライズしています。
中央には、〈ながしん〉同様にѪされ親しみやすいポップなフΥン

トで、100UI（100周年）を大きく置しインパクトあるロΰマークとし
ています。
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歴史を語る	
「ながしん１００年のあゆみ」

オリジナルキャラクター 
「ながたん」について
　長浜信用金庫では創立90
周年を記念し、ひょうたんの6
人兄弟「ながたん」をオリジナ
ルキャラクターとして発表しま
した。本誌では序章を除く各
章のタイトル周りに登場しま
す。ぜひご覧ください。
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豊
か
な
歴
史
に
彩
ら
れ
た
長
浜
の
地
で

太閤秀吉が築いた楽市楽座の城下町

長浜信用金庫が営業基盤とする滋賀県湖北地域は、倓文時代の遺

物が点在するように、古代から人々が住まい、暮らしをҭんできた歴史

豊かな土地ฑである。

戦国時代後期には、後に侀下人となる豊臣秀吉（当時は羽ࣲ秀吉）が初

めて自らの城を築いた地となった。ࠓ浜と呼れた当地は「長浜」に改

められ、商人が自由に商いのできるָ市ָ座の町づくりが進められ、近

世城下町の模範ともされた。後に長浜城は廃城になったが、1983（昭和

58）年、長浜市民の倳意が集まり再建される。

先進の気風あふれ発展した長浜

明治維新を迎えると、地元の強い働きかけによって鉄道がෑ設され、

長浜駅が開業（1882年）。鉄道連絜榖の運ߤと合わせ、関西と東ւ・関

東、北陸を結Ϳ交通の要িとして大いににぎわった。また学制公に先

け滋賀県下初の小学校が設立され（1871年）、その3年後には寄付金をۦ

もとに木造3֊建ての開知学校が開設された。1877（明治10）年には地元

の有力商人が発起人となり、県下で最初の国立銀行（第二े一国立銀行）

も開業した。

長浜においてこうした先進的な取組みを可能としたഎܠには、県下椤

一をތった経済力があった。江ށ時代から絋ࢋが盛んな湖北地方で

つくられた生ࢳやちりめんが長浜に集まり、繊維工業が発展。大規模

な製ࢳ会社（近江製ࢳ）がՔ働し、高ݜڃ織物である浜ちりめんや織物の

一種のビロード（ϕルϕット）などの織物業も発展した。

先取の気෩が満ちたこの地で、1923（大正12）年、長浜信用金庫が誕生

することとなる。

序章 事業の源流をたどる�

長浜は浜ちりめんの産地として大いに繁栄した（写真は
大正末期の工場の様子）

滋賀県下で最初に設立された開知学校。現在も保存活用される

市民の熱意で再興された長浜城

旧長浜駅舎

JR長浜駅前に設置されている「秀吉公と石田三成公出逢いの像」。長浜は豊臣秀吉と
関係が深い石田三成の出生地でもある
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序章 事業の源流をたどる序章 事業の源流をたどる

信
用
金
庫
の
原
点
は
相
互
扶
助
の
精
神

二宮尊徳につらなる精神を礎に

日本において発展した信用金庫のݯ流には、江ށ後期の経世家とし

て知られる二宮墲낫먜が組織した報낫먜社があるとされる。度重なるٌ
ㆌ
ᰳ
ㆌ㇓

でർฐした農村社会にあって、二宮墲낫먜は経済と道낫먜が調和する協同

精神に基づく報낫먜主義を提唱。1843（侀保14）年に最初の小田原報낫먜社

を設立すると、各地で同様の組織が次 と々結成された。博Ѫ家や富߽

が資金をڌ出、これを産業振ڵの貸し付けやශ民ٹ済に用いる結社で

あり、信用組合や協同組合、信用金庫の原型となった。

信用金庫の源流となる信用組合が誕生

明治維新を経て急速に近代化が進んだ日本では、՟ฎ経済がඈ躍

的に発展したものの、中小商工業者や農民の資金需要に応える金融機

関は少なかった。この解決のため、近代的な協同組合の設立を求める動

きが起こった。モデルとなったのは、ドイツの産業組合制度であり、報낫먜

社などを基盤に次 と々組合が設立された。しかし多くは資金不足でे分

な事業を行えず、法絴上も認められた存在ではなかった。

1900（明治33）年になると、ようやく農民ٹ済を主目的とした産業組合

法が制定され、信用組合が設立された。この後、ز度かの法改正を経て、

戦後の1951（昭和26）年、信用金庫法が制定され現在へ至る信用金庫と

なった。

このような経Ңで誕生した信用金庫は、地域に住む方々が会員・利用

者となり、相ޓැ助を目的とした協同組織の金融機関であることを大き

な特長とする。利益第一主義ではなく、会員すなわち地域社会の利益

が優先され、資金は地域の発展に生かされる。

長浜信用金庫も、こうした使命のもとで生まれ、地域とともにあゆんで

いく。

長浜とドイツ・アウグスブルク市

日本に信用金庫が誕生する際にモデルとしたド
イツと長浜には、実は深い関係がある。ドイツ倕
部に位置するアウグスブルク市と1959（昭和34）
年に姉妹都市提携を結び、60年を超える友好
関係を築いてきたからである。
同市は人口約29万人、2000年の歴史をތる古
都であり、繊維産業などが盛んな商工業都市で
もある。16世紀初俓、金融業を営んだ富߽フッ
ガー家によって世界最古の社会福祉施設である
「フッήライ」が創設された地として、また音ָ家
モーツΝルトやࢻ人ブレώトゆかりの地としても
知られている。

二宮尊徳の教えをまとめた「報徳訓」。道徳と経済活動を一致させ、富国安民をはかろ
うとする教えであった

姉妹都市提携を結んだ際の歓迎レセプション（1959年）

世界最古の社会福祉施設「フッゲライ」（ドイツ・アウグスブルク市）

二宮尊徳の教えを伝える大日本報徳社の正門（経済門と道徳門：静岡県掛川市）

二宮尊徳の幼少（金次郎）像。貧しい暮らしにあっても、薪を背負
いながら学問に励んだ姿が模範とされ、かつては各地の小学校
に設置された

明
治
期
に
創
設
さ
れ
た
信
用
組
合
を
前
身
と
す
る
信
用
金
庫
は
、 

地
域
に
住
む
人
々
が
互
い
に
助
け
合
う
協
同
の
精
神
を
基
盤
と
し
、 

地
域
の
発
展
に
尽
く
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
誕
生
し
た
。
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ながたんブルー
（琵琶湖）
母なる湖「琵琶湖」の
青を纏い未来にいい
風を送る長男

吉田町長が各戸に配布し加入を呼びかけた書面

大
正
時
代
の
後
期
、第
一
次
世
界
大
戦
後
の
反
動
不
況
と  

関
東
大
震
災
の
混
乱
で
揺
れ
た
日
本
。 

苦
境
に
あ
え
ぐ
地
域
で
、独
自
の
金
融
機
関
を
つ
く
る
動
き
が
始
ま
っ
た
。 

有
限
責
任
長
浜
信
用
組
合
の
創
立

第１章 〈ながしん〉の誕生と事業の形成�
� 1923～1950年（大正12～昭和25年）

地域の窮地を救うため町民に呼びかけ創立

日本が近代化を椠げた明治後期から大正期にかけ、長浜では本格的

な製ࢳ会社がՔ働するとともに、浜ちりめんに代表される多くの織物工

場が誕生し地域の経済は活発化した。

しかし第一次世界大戦後、輸出の不振から余生産物が大量に発

生、1920（大正9）年には株価が大絝し、銀行の取り付け騒ぎが起き、ٳ

業に好い込まれる銀行もあった（戦後߄ڪ）。生ࢳ相場は半値以下に

絝、製ࢳ工場は槑業夑縮を余ّなくされた。

地域経済が大きな混乱に見舞われたこの時期、長浜町の吉田࡞平町

長は「町民が一ؙとなって、地域を支える金融機関をつくろう」と、産業

組合法※に基づく信用組合の設立を決意した。

町議会は満場一夭でࢍ成、設立४備員のもと組合の人事・組織など

を۩体化し、町から500円の設立助成金を受け、1923年8月21日、知事

から「有限責任長浜信用組合」として設立が認可された。

1,454人の熱意で誕生、吉田作平町長が組合長に

県への棲楔手続きの一方、吉田町長は「信用組合にब
ㆤㆂ
て」とした書面

を町内各ށに、町民に加入するよう協力を呼びかけた。

業務開始へ向けた४備が進んだ1923（大正12）年9月1日、関東大椁ࡂ

が起こった。次第にඃの深刻さが明らかになり、日本社会に不安感

が広がったが、組合への期壌は高く、加入した1,454人の組合員により

22万2,400円の出資金が集まった。

9月28日には設立総会を開催、10月11日から長浜町64ۋ番地（現・長浜

市大宮町7番14号）で業務を開始した。初代組合長には吉田町長がब任、

専務理事には組合設立にຉ槧した町会議員の西島ঙ五郎が指名され、

経営実務を担う体制とした。

※産業組合法
1900（明治33）年公布。農民や中小商工業者の保護・
救済を目的とした法令。所管は当時の農商務省。組合員
への貯金・貸付を行う信用事業等を可能としたが、組合
員以外からの預金が認められないなど制約も多く、都
市部の商工業者や勤労者に応じた金融機関へ向け改
正や単独法の制定が行われた。

初代組合長・長浜町長 吉田作平

1863（文낫먜3）年、長浜に生まれる。教科書をൢ売
する書店や新ฉൢ売店を経営。1909（明治42）年
に長浜町長となり、長浜城楪の公Ԃ化、町立実
科高等女学校の創立などを進めた。長浜信用組
合設立後は組合長を務め、1925（大正14）年楕
。ڈ

長浜信用組合事業案内

出資証券

長浜信用組合の設立総会を開催した勧業館。現在の豊
ほう

公園内に明治末期に建設された建物であった

長浜信用組合看板

創立当初の店舗（1923年ごろ）
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日比久太郎組合長の就任、手弁当での業務遂行

創立から1年半余りを経た1925（大正14）年4月、吉田࡞平組合長が楕

した。第2代組合長には長浜町の初代町長を務めた日比낫먜太郎※1がڈ

ब任、専務理事は引き続き西島ঙ五郎が務めた。

同年9月、当組合に市街地信用組合制度が併用され、組合員以外の

貯夵も取り扱える金融機関として業務を拡大した。

時代が昭和へ移ると、1927（昭和2）年に金融2※߄ڪが起こり、多くの銀

行がٳ業、大手銀行の破たんも相次いだ。当組合と密楯な取引関係に

あった関西有数の近江銀行※3（本店・大ࡕ）も経営破たんに好い込まれた。

当組合は同行に総預金ֹの半分強（37万円余）を預け入れていた。同行

解ࢄにより払込出資金にඖ佱する11万円余の預け金切ࣺてをඃ
㆓ㆄ㇀
り、6万

7,000円の赤ࣈを計上することになった。

連破たんを໔れない事態のなかで、組合長、専務理事は手ห当・無

報ुで再建にຉ槧。大半の取引先から支援を得て、また相ޓැ助精神

の発شにより組合員数は減少することなく経営を維持した。

本店移転と出張所開設、必死の努力で黒字転換

経営危機打開に向けた施策の一が、利便性を高める店舗移転と拡

充であった。1928（昭和3）年5月、長浜町西本町4番地（現・長浜市元浜町2番

9号）に本店事務所を移転、翌年10月には同町大ࣈ三ツ矢245番地（現・

長浜市三ツ矢元町7番10号）に三ツ矢出張所を開設した。この積極策がޭを

槆し預金量は増加に転じ、ࣈࠇ経営へ転換していく。1929年には米国

の株価絝に端を発し世界߄ڪが発生、日本でも昭和߄ڪが起こるが、

当組合の預金量が減少することはなかった。

1933年にܽ墳金の補てんを完了、余金を計上し当を復活させた。

復までの7年間、組合長、専務理事は無報ुを؏いた。

※１ 日比久太郎
長浜信用組合創立以来の理事。長浜町会議員、長浜町
初代町長、滋賀県最初の県会議員、長浜銀行専務取締
役などを歴任。
※２ 金融恐慌
関東大震災後に発行された震災手形が不良債権化。東
京渡辺銀行の支払い停止を機に預金などを引き出す取

り付け騒ぎが広がり、全国の銀行が休業したほか、破た
んした銀行も少なくなかった。
※３ 近江銀行
明治中期に滋賀県の有力者が大阪を本店として設立。
長浜銀行、大津銀行などを合併、関東へも営業基盤を
広げ、大正期には関西有数の銀行に成長。金融恐慌に
よる取り付け不安で破たんし買収された。

第2代組合長　日比久太郎

昭和初期の長浜駅前

昭和初期の役職員

専務理事（後に第3代組合長） 
西島庄五郎

近江銀行休業による影響をまとめた報告書（1927年）

国内有数の銀行であった近江銀行の長浜支店（金融危機で経営破たん）
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第3代組合長に西島庄五郎就任

1936（昭和11）年3月、日比組合長は経営再建を見俶けて楕ڈし、第3代

組合長に専務理事の西島ঙ五郎がब任した。以降40年以上にわたり

経営トップを務めることになる（西島ঙ五郎の足楪は84ทに詳細）。

世界߄ڪ後、軍部が実権を握る挙国一夭内ֳが発足した日本では、

1937年7月のᚯڮߔ事件を機に日中戦争へ俴入。同年9月には綤時資

金調整法が施行され、軍需産業などへ優先的に融資する緳組みがつく

られた。また翌年には国家総動員法が公されるなか、当組合も戦時経

済体制に組み込まれていった。

軍事費調達のため貯夵の増強がڣれたこの時期、当組合において

も預金量は増加し1936年末の157万円余が1940年末には320万円を超

える規模となった。

活発な営業活動で事業基盤を再構築

日本は1941（昭和16）年12月に太平紽戦争に俴入すると、ますます戦時

体制を強めていった。金融機関は軍需融資と国民貯夵の網が最大

の任務とされ、国策に従い活発な活動を展開した。当組合においても、

全国市街地信用組合における貯夵強調活動の一として、貯夵運動を

実施した。また1942年には金融団体俆制令が施行され、業態別・地۠

別など4本立ての俆制団体が組織されるなど金融俆制は一槉強まった。

このような時代のなか、当組合の預金量は1942年に400万円を俴破し

た。当期利益も1万7,000円となり、1927年の金融߄ڪによる近江銀行

破たん以降のआ入金を全ֹ返済し、再建をՌたした。

長浜曳山祭長刀組の太刀渡り行列（長浜八幡宮・昭和初期）

昭和初期ごろと推測される長浜市街（豊公園内勧業館の屋根から望む）

経営再建を果たした後の本店にて（1940年）

戦時下での貯蓄運動ポスター（1942年） 豊国神社の「えびす講」（十日戎）の大売り出しでにぎわう通り（昭和初期）

戦前の小口貯金通帳
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市街地金融機関として総代制を採用

1943（昭和18）年4月、市街地信用組合法※1が施行され、当組合も同年

8月、同法に基づく信用組合に改組、有限責任を外し「長浜信用組合」に

名称を変更した。農村中心の産業組合体系から分離され、中小商工業

者や庶民の金融機関として法整備されたのである。この時、総会制に代

わり総代制の採用が決議され、45人の総代を選出した。

長浜市の誕生と創立20周年

長浜町は周辺6力村と深い結びつきがあり、域内産業の交流拡大とと

もに町村合併の機運が高まった。政治経済の激動期にあって実現は

困難を極めたが、1943（昭和18）年4月、全国203番目となる市制が施行さ

れ、長浜市※2が誕生した。

当組合は、この年に創立20周年を迎えた。これを記念し、国民学校児

童への教科書提供や寄付行為を行った。戦争激化に伴い学徒に勤労

動員が促され、地方銀行では合併が盛んな時期であった。

国策への協力を求められた戦時下の経営

1944（昭和19）年11月、東京が初めて米軍による空襲を受け、以降、全

国の都市部で繰り返されることとなった。同年には戦時非常金融対策

要綱が発表された。金融機関は軍需以外の融資は不要とされ、貯金獲

得による公債や軍需・国策会社の社債買入れが求められた。召集や徴

用により職員が不足し、当組合でも1944年に初めて女子職員を採用し

た。

終戦直前の1945年8月6日には、長浜市にも戦闘機が襲来、湖畔の鐘

淵紡績（後に鐘紡）長浜工場に小型爆弾が投下された。その9日後の8月15

日、長きに及んだ戦争が終結した。

※１ 市街地信用組合法 
信用組合は中小生産者の保護・救済を目的に制定され
た産業組合法に基づき創立された。同法は農村主体で
あったことから市街地の信用組合は制約を受け、産業
組合体系から分離する単独法の制定が要望されてき
た。

※２ 長浜市
1889（明治22）年の町村制施行で誕生した長浜町は、
周辺の神照、六荘、南郷里、北郷里、西黒田、神田の6力
村と深い結びつきがあった。1943（昭和18）年4月の町
村合併により発足した長浜市の人口は4万1,655人で
あった。 戦時中、空襲に備え行われた消火訓練

国民学校における戦時下の授業風景 軍事産業への資金投入を目的とした貯蓄報国債券の募集案内

長浜信用組合創立20周年記念式にて（1943年）

長浜信用組合報国団旗第1回長浜市議会（慶雲館にて・1943年）
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混沌とする経済施策、金融機関の存続危機

戦後日本では、物不足から極端に物価が上昇した。通՟価値は下絝、

国民は預金を引き出し食綕や生活必需品などに換えた。インフレ絍制の

ため1946（昭和21）年2月、政府は預金෧と新円切壐という非常措置を

講じ、当組合も事態に対応した。

この措置を終えた7月、軍需補ঈの全面打ち切りが発表されると、戦

時国債や国策会社の社債を数多く保有した金融機関は存続の危機に

立たされた。当組合も預金量の64%を社債等の消化にあてていたこと

から、評価墳は多ֹに上った。

経営危機を回ආするため、当組合は1947年8月11日をもって出資金

をچ勘定とし、以降の組合員の加入は新勘定とすることとした。そして多

大な墳ࣦを補うため、預金（大口法人および一口3,000円以上の個人）の払戻し

を停ࢭ、出資金全ֹを補てんにあてた。それでも墳ࣦの全ֹには至らず、

不足分は新勘定からआり受け、好って受ける政府補ঈでห済することと

した。この一連の処理により1948年3月末をもってֹڊの墳ࣦ処理を完

了、4月から新چ両勘定を合併し再出発を図った。

新たな出資を募り再出発

1948（昭和23）年4月の再出発時、当組合の出資金は実質的に皆無であ

り、新たな出資が必要であった。そのため総代の協力を得ながら従前よ

り30円多い一口50円の出資加入運動を展開、1949年度末までにچ組

合員の半数にあたる690人の加入を得て再出発した。

一方、1949年に施行された中小企業等協同組合法※1にともない、当

組合は1950年3月に定を変更※2、大蔵大臣の໔ڐを受けて4月1日か

ら同法に基づく信用組合に改組した。

※１ 中小企業等協同組合法
一般経済事業を主体とする商工協同組合と、金融機関
である市街地信用組合、準市街地信用組合を大蔵省監
督のもと一本化する法律。

※２ 定款変更
新定款で総代選挙規程を定め、長浜市を全5区に分
割、各区の組合員数に応じて選出する体制とした。また
経営陣の充実を図るため、河路精一を非常勤の専務理
事に、北村常三を常務理事に選任した。

戦後になり行われた長浜曳山祭夕渡りの行事（長浜信用金庫店舗前にて）

1940年代の長浜駅前通り

第1回長信割増定期貯金抽選会

当庫名義で発行した産業組合中央金庫（現・農林中央金庫）の通帳。
中面には通帳繰越を行った昭和18年3月14日との記載がある。政府
は当時、産業組合中央金庫を通じて各地の信用金庫へ融資などを行
い、経済恐慌から農村部を守る施策を取っていた。

特別当座貯金通帳（左）
普通貯金通帳（右）
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第２章 戦後の再出発、湖北の代表的金融機関へ�
� 1951～1972年（昭和26～47年）

ながたんグリーン
（伊吹山）
日本百名山「伊吹山」
の緑を愛し湖北の自
然を守る次男

待ち望まれた「信用金庫」の誕生

戦後の困難な時代をあゆんだ日本は、1950（昭和25）年にຄ発した奟

榠戦争による特需ܠ気を機に復ڵが加速、資金需要は活発になった。

しかし市街地信用組合には制約も多く、中小企業者や商工業者を中心

に、国民の期壌に応える協同組織による金融機関の設立を求める声が

高まった。そして1951年6月、信用金庫法が公・施行され、市街地信用

組合に代わる金融機関としてl信用金庫zが誕生した。

組織変更※が可能となった同年10月20日、当組合も「長浜信用金庫」

として新たなスタートを切った。法改正にともない、組合長は理事長に、

組合員は会員に呼称が変更された。

改組時（1952年3月期）の組織は、西島ঙ五郎理事長のもと役職員21人、

会員数1,149人、預金量は1億円強であった。

木之本支店開設、湖北1市3郡へ営業地区を拡大

信用金庫は、認可を受けた営業地۠に住所や事業所を有する会員を

対象として預金や融資業務が営まれた。このため当金庫には、対象外で

あった地۠から拡大をむ声が数多く寄せられた。

1952（昭和27）年6月における営業地۠は、当時の長浜市、坂田܊（米

原町、坂田村など）、伊߳܊（木值本町、余ޖ村など）および東浅井܊であり、坂

田・伊߳の両܊に関しては全域を網絔したものではなかった。このため、

1953年6月に杉野村などを加えた伊߳܊全域、1954年7月には伊吹村

や楖井村を加えた坂田܊全域へと拡大し、湖北1市3܊を営業地۠とし

た。

また1952年8月、地元の要を受け、2番目の支店として伊߳܊内に木

值本支店（伊߳܊木值本町大ࣈ木值本966番地）を開設した。

「信用金庫」の名称の由来

　信用組合に代わる新たな組織名称としては、「信用銀行」
や「庶民銀行」などさまざまな案がݕ俋されたが、「銀行」の
名称は用いないこととなった。一方、当時の政府系金融機
関には「庶民金庫」「復ڵ金融金庫」などがあり、非営利の
金融機関の名称として金

˔ ˔
庫が認知されていた。こうしたഎ

。から、「信用金庫」の名称にいたったܠ

※組織変更
信用金庫法成立時の信用組合数は653。信用金庫への
組織変更が可能となった1951（昭和26）年10月20日
に改組したのは226金庫であった。

信用金庫への組織変更をお知らせする案内状（1951年）

木之本支店（1952年）にて。信用金庫への改組翌年、伊香郡木之本町に開設。
地元の要望を受け、初めて長浜市外に開設した支店であった

会員を募り善光寺へ参拝（1954年）

戦後復興は朝鮮戦争による特需景気で加速した。鐘紡長浜工場
でも生産に追われた（1950年ごろ）

滋賀県信用金庫大会にて（近江神宮・1954年）
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3番目の支店として七条支店開設	

当金庫は1953（昭和28）年に創立30周年を迎えた。その後佣なく神武

気が始まり、高度経済成長時代がນを開ける。経済ന書に「もはやܠ

戦後ではない」と記されたのもこの時期であった。

当金庫の営業地۠でも繊維産業が活گを体し、長浜市東部の七条

町では紡績大手の近江ݜើ紡績が槑業し周辺地域はにぎわった。1955

年8月、当金庫は3番目の支店として七条支店（長浜市七条町690番地）を開

設、綦楯する坂田܊山東町方面からの利便性向上にも寄与した。

経営基盤の近代化と強化のため、本店を移転

当金庫は、経済成長のもとで営業地۠を広げ業紵を拡大していった。

1955（昭和30）年には預金量が3億円を俴破、信用金庫への改組からわず

か3年余りで3倍以上に৳長したことになる。

成長に応じた庫内体制を整備するため、職員の採用を進める一方、手

業銀行長浜ק俋した。ちょうどこの時期、日本ݕとなった本店移転をڱ

支店が俆合により廃ࢭされることになった。同行と取引関係にあった当

金庫はこの建物を購入、一部を改槦して本店とし、1956年12月、長浜市

東本町9番地（現・元浜町3番3号）に移転した。改造した民家を本店として

から約30年、当金庫はようやく金融業務にふさわしいڥを整えること

ができた。

翌1957年、全国信用金庫協会※では、「経営基盤の確立、近代経営体

制の確立、中小企業金融機関としての機能発ش」という3点を࣠とした

3ヵ年計画を策定した。当金庫も計画にԊって出資金増加や預金獲得

に取り組んだ。その結Ռ、1959年3月末の出資金は3,700万円と前年同

期の2倍相当となり、預金量は8億円近くに達した。

全国組織・中央金融機関の形成 

信用金庫の全国組織として、一ൠ社団法人全国
信用金庫協会（絹称：全信協）がある。1945（昭和
20）年の創立以降、信用金庫の健全な発展と社
会的使命をՌたすことを目的に、金融政策・行政
に対する意見۩棲、信用金庫業界の長期経営計
画の策定、経営・金融資料のऩ集・提供などに取

り組んだ。
信用金庫の中央金融機関としては、信金中央金
庫（絹称：信金中金）がある。19 5 0年に創立し、
2000（平成12）年に現名称に変更された。金融商
品・サービスの提供とともに、全国の信用金庫か
ら預け入れられた資金を運用する。加えて業界
独自のセーフティネットを運営するなど、信用金
庫の夷序維持を図る機関でもある。

※全国信用金庫協会
信用金庫を会員とする全国組織。信用金庫業界の長期
経営計画を策定するなどの活動に取り組む。詳細は右頁

「全国組織・中央金融機関の形成」参照。

移 転した本 店（ 1 9 5 6
年）。事業規模の拡大に
伴い現在地に移転。日本
勧業銀行長浜支店の建
物を改装したもので、大
正後期に建設されドーム
型の尖塔がユニークな建
物であった

新設した七条市店（1955年）。繊維産業が活況を呈するなか、紡績大手が操
業した長浜市七条町に開設。坂田郡山東町方面の会員の利便性も向上した

1950年代中ごろの長浜駅前

移転した本店での営業風景（1956年ごろ）

第1次拡張が完成した長浜駅前通り（1950年代中ごろ）
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米原へ支店網を拡大し、木之本支店を新築移転

坂田܊の中核都市である米原町に米原支店（坂田܊米原町米原544番地）

を開設したのは1959（昭和34）年3月であった。ほどなく手ڱになり、1962

年6月に米原町549番地に移転した。米原支店は広い営業地۠をΧ

バーしたため、これを補完するڌ点として、1964年3月、楖井出張所（坂田

米原町楖井）を開設した。なお米原支店開設の前年、1958年9月には木܊

值本支店を伊߳܊木值本町大ࣈ木值本924番地に新築移転している。

この時期の日本は岩ܠށ気にき、とりわけ家電や自動車などの分野

が目覚ましく発展、各企業では設備投資が盛んに行われた。家庭では

1959年のߖ太子さま（現・上ߖต下）ご成ࠗを機にനࠇテレビがඈ躍的に

普及し、電気綱蔵庫、洗壭機と共に「三種の神ث」として庶民の俛れの

家電となった。

各金融機関では個人を対象としたさまざまな金融商品が出現、クレ

ジットやローンも開発された。また公共料金の口座振壐や給与の口座振

込が普及し、金融機関の利用機会は大幅に増大した。

創立40周年に預金量30億円を突破	

当金庫は1963（昭和38）年10月、創立40周年を迎え、長浜商工会議所

で記念式典を挙行した。また、「創立40周年記念定期積金」キャンペー

ンを展開し、積金をしながら綆行をָしめる観光預金として支持を集め

た。預金量は1963年12月に30億円を俴破。地域金融機関として、幅広

く棰俐、認知された結Ռであった。

翌1964年にはアジア初となる東京オリンピックが開催され、東ւ道新

割増金付定期ࢍ榑が開業した。信用金庫業界では、オリンピック協װ

預金を開発。割増金とオリンピック入場券引換券が当たるイϕント性か

ら、大いに評を呼んだ。

新しい金融商品の提供

信用金庫業界では、定期預金と定期積金※を組み合
わせたオートメーション預金（1959年）、日本信ൢ株式
会社と業務提携したチェーン・クレジット（1961年）、マ
イΧーローン（1963年）などの金融商品を開発した。業
界初の俆一商品としては、信用金庫のマスコット名を
用いた「信ちΌん預金」（進学ローン的預金）があり、
1963（昭和38）年から提供した。

※定期積金
信用金庫や信用組合等が取扱
う金融商品。毎月一定額を積み
立て、満期日に決まった給付金
が受け取れる。一方、定期預金
は一定のまとまった額を預け入
れる預金。

創立40周年記念式典にて（1963年）

新築移転した木之本支店（1958年）

本店屋上にて職員の記念撮影（1960年ごろ）

アジア初の東京オリンピックで全国を走っ
た聖火リレー（長浜市にて：1964年）

創立40周年記念式典で挨拶する西島庄五郎理事長（1963年）

全国の信用金庫のマスコットとし
て登場した「信ちゃん」（1959年）
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預金100億円突破、躍進5ヵ年計画推進	

1960年代の日本経済はॾ外国に綰をみない急速な成長を椠げた。

国民総生産（GNP）は1968（昭和43）年に世界第2位となり、国民所得は向

上した。金融ڥも変化し、1968年6月に金融2法※1が公施行される

と、信用金庫には中小企業金融機関としての役割が期壌される一方、経

営基盤の強化が求められることとなった。

全国信用金庫協会では、1968年10月、全国大会を開催するとともに、

信用金庫ビジョンの確立などを掲げた躍進5ヵ年計画を策定した。

当金庫でもこの計画にԊい、全ށ加入・取引の推進、営業地 ・۠店舗

の拡張といった積極経営策とともに、事務機ց化促進などから成る長

期事業計画を策定、業務部を新設し計画を推進した。

当金庫の預金量は高度経済成長とともに৳長、1966年9月末に50億

円に達したが、その3年後の1969年12月31日、県下信用金庫では初めて

100億円の大台を俴破した。

社会福祉への貢献、北村常三理事長の就任	

当金庫は地域の社会福祉に継続的に貢献するため、1965（昭和40）年

12月、滋賀湖北福祉奉仕会（現・ながしん福祉奉仕会）を設立、管内の福祉事

業への寄付活動を開始した。

奉仕会の会則は、西島ঙ五郎理事長自らが起案したものであった。し

かし2年後の1967年8月、西島は病に侦れ楕ڈした。80歳であった。後

任の第4代理事長には専務理事の北村常三※2がब任した。

この時期、手ڱとなった支店の移転拡充も行った。まず1968年11月、

三ツ矢支店を現在地の三ツ矢元町8番26号に新築移転した。楖井出

張所は貸付や為壐の扱いを開始し、1969年3月に移転（坂田܊米原町楖井

612番地7）、1972年9月に支店に昇格した。

信用金庫ビジョン

金融機関における信用金庫の存在意義が問わ
れるなか、1968（昭和43）年10月、全国信用金庫
協会は全国大会を開催し「ࠓ後の信用金庫のあ
り方」として次のビジョンが採壪された。
「信用金庫は協同組織の長所を生かしつつ、地

域内の対象企業および国民大ऺのすての産
業経済の発展に寄与する専門地域金融機関で
ある」。
このビジョンは「中小企業の健全な発展」「豊か
な国民生活の実現」�地域社会繁栄への奉仕�と
して؆ܿにまとめられ、すての信用金庫におけ
る経営指針となった。

※１ 金融２法
中小企業金融制度を改正した2つの金融法。1つは「中
小企業金融制度の整備改善のための相互銀行法、信
用金庫法等の一部を改正する法律」。相互銀行、信用
金庫、信用組合を中小企業専門金融機関として位置付
け、経営体質の強化が求められた。もう1つは「金融機関
の合併及び転換に関する法律」。異種金融機関相互の

合併・転換についても規定され、中小金融機関の合併や
転換、業界の再編が進んだ。
※２ 北村常三
信用組合を監督する滋賀県庁の産業組合係を経て
1931（昭和6）年、当時の長浜信用組合に入組。職務
上、当組合が再建途上にあることは承知の上で、西島務
専務理事に誘われての入組であった。

創立45周年を迎えて。45周年を告知する本店と同時
期の本店内部。手狭となり、吹き抜け部分に天井を設
け事務室に改造するなどして営業を続けた

高度経済成長と国民生活
年平均10％を超える急速な経済成長を遂げた1960年代の日本。それは
技術革新と工業化、輸出主導の経済によってもたらされた。国民所得は向
上しカラーテレビやクーラーが普及、マイカー時代が訪れ、スーパーマー
ケットが登場した。1970年には高度成長期を象徴する大阪万博が開催さ
れ、6,400万人を超える人々が押し寄せた。湖北地域においても浜ちりめ
んなどの繊維産業がピーク期を迎え、商店街も賑わいを見せた。

新築移転した三ツ矢支店本店（1968年）。現在地（三ツ矢元町
8番26号）に移転、敷地面積は628㎡、鉄筋コンクリート造2階
建てとした

醒井出張所を1969年に改築移転。
1972年に支店に昇格した

第4代理事長に就任した北村常三（右から2人目・1967年）
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営業地区の拡大と事務電算化スタート	

当金庫が長期事業計画に掲げた営業地۠の拡張は、拡大する地域

経済への対応でもあった。当金庫は、湖西榑開通を控え発展が見込ま

れる高島܊を1970（昭和45）年10月に、経済ݍとして関係が深い彦根市と

。を1971年7月に、それͧれ営業地۠に加えた܊上ݘ

重要課題とした事務機ց化について、当金庫では1960年代初俓か

ら部分的な機ց化※を進めていたが、1969年に大型コンピュータシステ

ムの導入を決定した。そして、1971年8月に業務部に事務管理課を新設、

コンピュータࣨを設け導入४備を進め、1972年2月に始動式を行った。

支店には端末機を置し、同年12月までにほとんどの業務で、オフライ

ンシステム（各端末機のデータを集めて処理する方式）による勘定処理が可能に

なった。

地域協調しんきん運動を推進	

1971（昭和46）年8月のドルショックにより、円は1ドル360円のݻ定相場

から変動相場に移行した。輸出産業を基࣠に成長した日本経済にとっ

て大きな転換点であり、中小企業経営にも多大な影響が生じることから、

全国信用金庫協会では1972年4月、地域密着を強化する「地域協調し

んきん運動」を提唱した。

当金庫もこれに連動して営業地۠内の全ށ๚問を実施し、さまざまな

相談に応じる取組みを進めた。また地۠ごとの総代࠙談会の開催、地域

公共団体や商工団体との連携強化を推進した。女優の北林谷栄を起

用した「お買い物は地元で」のポスターを࡞成し、商店街振ڵに寄与し

たのもこの時期であった。このほか、湖北地域のスクールκーン700ヵ所

に標ࣝ൘「こどもに注意」を設置、地域に根ざした交通事ނ防ࢭの取組

みも行った。

高度経済成長と日本社会の変化

高度経済成長は日本の社会を大きく変えた。戦
後間もない1950（昭和25）年の日本では、働く人
の半数が1次産業（農業・林業・ړ業）にबき、総人
口の半数以上が農村で暮らした。20年を経た
1970年には1次産業ब業者は2割を切り、雇用
者（会社勤め）が6割以上となった。

これは工業化で働き手を求めた都市部の製造
業などへ、農村から多数の新規学墬者が移動し
た結Ռであった。農村では伝俆的に3世代が同
居していたが、都市部へ移ったए者は単身世帯
となり、核家族世帯を構え、世帯数は大幅に増加
した。これにともない住まいの形や生活スタイル
のみならず家長的価値観なども大きく変わっ
た。

高度経済成長とは、日本の歴史上かつてなかっ
た農村から都市への人口移動と農村部のա榳
化を進めたものでもあった。

※機械化
当金庫は1962（昭和37）年から単機能会計機やテラー
ズマシン（紙幣計算機）、プルーフマシン（小切手分類照
合機）を導入、こうした部分的な機械化のほか記帳・集
計・検印事務の合理化を進めていた。

コンピュータ始動（1972年）。ほとんどの業務でオフラ
インシステムによる勘定科目処理が可能となった

1970年代に前後して業務のコンピュータ化を推進。本
店移転を前に三ツ矢支店にコンピュータ室を設置

拡張工事が行われる前の長浜駅前（1970年ごろ）1970年ごろの本店周辺。建物のドームはよく目立ち、近隣の目印となった

営業に出動する渉外担当者（1970年ごろ）

毎月17日を感謝の日と定めプレゼントを実施（1970年ごろ）
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第３章 地域経済の転換、さらに身近な〈ながしん〉へ
1973～1992年（昭和48～平成4年）

ながたんύʔϓル
ʢྺ࢙ʣ
連綿とܨがる湖北の

「歴史」から学び明
日をߟえる三男

ຊళをۙ代的Ϗルに新ங

当金庫は1973（昭和48）年に創立50周年という大きな節目を迎えるにあ

たり、本店の新築を構想した。大正末期に建設された銀行支店を引き

継いだ建物は緢ٺ化していた上に、業務量の大幅増大から営業ࣨや事

務ࣨが手ڱとなり、新本店の建設は急務であった。このため1972年に۩

体的構想をまとめ、倉庫にしていたچ本店をԾ店舗とし、同年8月に起工

式を挙行した。

新本店は5֊建て（一部地下1֊）とし、実用性を重んじた設計とした。1֊

を営業ࣨ、2֊以上を事務ࣨや会議ࣨ、電ࢉ機ࣨなどとし、集会ࣨや食

俙なども備えた。

ܾҙ新たにܴえた創立�0周年

新本店の定礎式は1973（昭和48）年10月25日に開催され、併せて竣工

記念式典を挙行した。式には長浜市長はじめ近ـ財務ہ、滋賀県など

から来ෂをটき、総代など総勢220人の出楝を得たほか、後日、役職員

家族や壘職者をট壌した࠙親会も実施した。また記念事業の一とし

て、湖北地域の13市町へ社会福祉事業資金（計500万円）を寄贈した。

新本店は11月5日に営業を開始し、3日間にわたり「本店新築ごѪ顧

感謝デー」を実施した。Ԇ7,500人におよͿ会員や取引先が来店され、

この時の預金ֹは10億円を超えた。ロビーは来店客であふれ、職員は連

日、応対に好われた。北村常三理事長以下役職員一同は、当金庫への

期壌の高さを実感し、使命の重みを改めて自覚することとなった。

創立50周年時（1974年3月期）の組織は、会員5,279人、役職員220人で、

預金量は251億円であった。40周年時と比ると会員数・役職員数とも

約2倍、預金量は8倍強に達した。

大ن業Ϗルのオʔϓン 

長浜駅前や長浜市の中心商店街に大型商業施設がオー
プンしたのは、1970（昭和45）年前後であった。長浜駅前に
は「長浜ショッパーズスクエア」（1969年）が開店した。総合
スーパーの平和俙が開設したもので3号店にあたった。中
心商店街では「パウワース」（1970年）がオープン。地元の
60商店が出資して設立された共同店舗であった。

庫内報「雄飛」創刊（1972年）。創立50周年に向けて創
刊。1年間で7号を発刊したが、記念事業をऴえていった
ん休刊。1977年に復刊し、以降、継続的に発行して庫内
情報の発信と共有に努めている新本店の完成イメージ

ॡ工した新本店全景（1973年）

創立50周年記念披露パーティ（1973年）

創立50周年および新本店ॡ工記念式典（1973年）
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高度経済成長の終わりと新産業育成への貢献	

1973（昭和48）年10月、第1次オイル・ショックが起こった。当金庫が創

立50周年事業を進めていた、まさに最中の出来事である。経済は大きく

混乱し、翌年度の日本経済は戦後初のマイナス成長となり、高度経済成

長は終わりを迎えた。

湖北地域に関係の深い繊維産業も、製造コストの増大と消費の減少

に加え、輸入自由化により大量の繊維製品が流入し始めたことから大き

な打撃を受けた。当金庫はオイル・ショックで苦しむ企業への支援と並

行し、行政と連携した金融支援に積極的に取り組み、地域の金融機関と

しての役割を担った。

なお当金庫は1973年12月、県内信用金庫としては初めて日本銀行と

当座取引を開始、翌年には歳入代理店の指定も受けた。

量的拡大から質的充実の追求へ	

オイル・ショック後の日本の産業構造は、鉄鋼などエネルギー多消費

型から、自動車やエレクトロニクス産業などへシフトしていった。一方、

発展途上国の成長を受け、繊維など労働集約的な産業の優位性が低

下した。経済構造が転換し雇用情勢が悪化するなかで、全国信用金庫

協会では1976（昭和51）年度に安定成長3ヵ年計画を策定、「地域金融機

関に徹する」とした。

当金庫もこの計画に基づき、「地縁・人縁の輪を広げよう」をテーマに

掲げ、特別預金増強運動を展開するなど地域に密着した営業活動で、

身近なニーズにマッチするサービスの提供に努めた。併せて、地域ネッ

トワークの強化やコスト削減などを推進した。こうした取組みにより地域

の皆様からの信頼を集め、当金庫の預金量は400億円（1978年3月期）を超

えた。

オイル・ショックと買いだめ騒ぎ

第4次中東戦争を機にOPEC（石油輸出国機構）が
石油の供給を制限、輸出価格を大幅に引き上げ
たことから第1次オイル・ショックが起こった。原
油価格は3ヵ月で約4倍にも高騰した。
世界経済は大きく混乱した。とりわけエネルギー

の大部分を輸入原油に頼った日本への影響は
大きく、ガソリンなど石油関連製品の値上げによ
り物価は上昇、急激なインフレとなった。
また、一部企業が原材料の買い占めや商品の売
り惜しみ、便乗値上げを行ったため、国民の間に
パニックを引き起こし、トイレットペーパーや洗
剤などの買いだめ騒ぎも発生した。

滋賀県で全国植樹祭が行われた際、天皇皇后両陛下が長浜をご訪問（写真上）。街は奉迎
ムードであふれた（写真下、ともに1975年）

営業を開始した新本店1階（1973年）

高砂積金（1973年）。第1次預金増強運動として、「高砂積金」の取扱いを開始。飛騨
高山の特産品（一刀彫の高砂人形）をシリーズでプレゼントする定期積金で、縁起物
の人形とともに人気を集めた
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南支店・神照支店を開設、８店舗体制へ

1970年代に入り金融行政は、いわゆる護送榖団方式※による保護・規

制から競争を促す方向へ転じた。店舗についても、きめ細やかな整備

が認められるようになった。

当金庫は1980年代初俓にかけて長浜市内に2支店を開設。8店舗体

制にするとともに、3支店を新築移転した。

新設では、1978（昭和53）年12月に倕支店（長浜市平方町892番地の3）、

1981年9月に神照支店（長浜市神照町696番地の3）を開設した。いずれも店

舗や壨地の開発が進む地域であった。

木值本1557ࣈ木值本町大܊存支店では、1978年5月に木值本支店（伊߳ط

番地）、1979年12月に楖井支店（坂田܊米原町楖井560番地）、1980年10月に

七条支店（長浜市七条町447番地）を新築移転した。

オンライン化の開始、CD／ATMの設置開始	

信用金庫業界では1970年代から各地۠に信金共同事務センターを

設立し、オンラインシステムの導入を進めた。システム開発に必要な大

な投資と人材を共同化したものであった。

当金庫では1977（昭和52）年10月、同センターに加ໍして普通・納税預

金のオンライン処理を開始し、対象分野を拡大していった。

この時期、金融機関では現金自動支払機（CD）の設置が進んだ。当

金庫では1979年11月の本店設置をൽ切りに、各支店および長浜市民

病院など店外にも設置を開始した。入金や振込なども可能な現金自動

預払機（ATM）は、1981年10月、長浜市役所への設置が最初となり、商業

施設などでの設置を進めた。

オンラインシステムの発展　　　　

金融機関業務に密楯に関わるオンラインシステ
ムは、第1次から第3次の3夠֊にかけて構築さ
れた。
第1次では普通預金や融資など単科目のオンラ
イン化を中心とした勘定系（基װ）システムを構
築。本店と支店をオンラインで結び、ATM等で

の預入れ・引出し、振込みなどが可能になった。
第2次ではෳ数科目を同時に処理する総合オン
ラインシステムとして構築。CD�ATMが相ޓ利
用できる金融機関相ޓネットワークの構築もこ
の時期から始まった。
第3次では金融商品の開発や情報技術の革新
に対応し、システムをൈ本的に見直しつつ、ॊ倗
性や拡張性を備えた新たなシステムとして構築

された。
これにより当金庫では1985（昭和60）年に勘定系
全科目のオンライン一元化をՌたし、1988年に
第3次オンラインシステムをՔ働させた。

※護送船団方式
金融機関の保護政策のこと。戦前は金融恐慌により金
融機関の破たん・淘汰が相次ぎ混乱を招いた。そのため
戦後の金融行政は安定化を第一として、過度の競争を
避けるため他産業と比べ多くの行政指導や監督がなさ
れた。この一例が金融分野の調整、店舗や新商品の規
制、一律の貸出・預金利率などであった。

新築移転した醒井支店（1979年）

新設した神照支店（1981年）。国道8号線バイパス（後に国道8号に指定）沿いに開
設。農村地帯であったが、道路整備ととともに宅地・商業開発が進み、市内でも際
立った活況を呈した

北村常三理事長叙勲（1977年）。秋の叙勲において中小企業金融功労者として勲五等瑞宝章
を受章。全国および近畿地区信用金庫協会理事、滋賀県信用金庫協会会長ならびに長浜商
工会議所副会頭などとして、業界・地域の振興に尽力したことが受章理由であった。当金庫で
は叙勲祝賀会を催し、これを祝した

新設した南支店（1978年）。国道8号線（後に県道に変更）沿いに開設。周辺地域には多くの事
業所や住宅があった

新築移転した木之本支店とロビー（1978年）

新築移転した七条支店（1980年）

新規開店した南支店営業フロア（1978年）
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商品と業務を多様化、高月・宮司支店を開設	

1979（昭和54）年、第2次オイル・ショックが起こった。第1次に比影

響はܰඍであったが、この時期から金融システムは本格的な自由化・国

際化・証券化※1へと進んでいった。金融行政も自由化・弾力化が図られ、

信用金庫でも提供可能な商品が広がった。

当金庫では1981年に期日指定定期預金を発売したほか、業界独自の

「しんきん7ISAΧード」の取扱いを開始した。翌年以降、金地金の売

買業務、外՟両壐業務、国債の槜口ൢ売なども開始した。

店舗面では1984年4月、高月・湖北町を営業エリアとする高月支店（伊

高月598番地）を開設。同年10月には宮司支店（長浜市宮司町ࣈ高月町大܊߳

913番地の1）を開設し10店舗体制とした。

全国信用金庫協会は、1982年度から独自性発3شヵ年計画を推進し

た。当金庫も地域密着を重視した長期計画に基づき事業推進ҕ員会

を設置。経営ޮ率、地域密着など4ҕ員会を設置して取り組んだ。

森忠雄理事長就任、千成運動で預金量1,000億円達成

1985（昭和60）年4月、北村常三理事長が相談役となり、森夿雄専務理事

が第5代理事長にब任した。この年、ドル高を是正するプラザ合意※2によ

り円高が急速に進むなか、大口定期性預金から金利の自由化が始まった。

全国信用金庫協会では1985年度から2期6年に及Ϳ金融自由化対応3ヵ

年計画を実施、業界の意ࣝৢ成とڥ変化への対応を促した。

当金庫でも同計画に呼応した事業計画の細目を策定。金庫存続の

ボーμーラインとされた預金量1,000億円の達成に向けた「楼成運動」

を1986年から展開、役職員一ؙとなった取組みによって1987年3月31日

にこれを達成した。なお1986年11月、緢ٺ化した米原支店を新築移転
（坂田܊米原町下多良一奐目100番地）した。

※１ 証券化
大手企業などの資金調達が、銀行借り入れから、有価
証券発行による市場からの調達へシフトすること。銀行
離れが進み、都市・地方銀行は中小企業金融や個人向
け住宅金融を積極化させ、競争が激化した。
※２ プラザ合意
1985（昭和60）年9月、ドル高是正を目的とした先進
5ヵ国の合意事項。合意前は1ドル240円前後であった
が、翌年に170円を切り、1987年には120円近くまで
円高が進んだ。

長浜城の再興

豊臣秀吉が築いた長浜城は江ށ時代前期に廃
城となり、楪地には石垣と井ށだけが残された。
明治末期、当金庫の創設者でもある長浜町の吉
田࡞平町長の提案によって一帯が買ऩされ、大
正期に「豊公Ԃ」として整備されていった。
昭和後期、長浜市制40周年記念事業として資

料館建設構想がු上。これに付椤して長浜城再
の機運が盛り上がり、市民から多くの寄付金ڵ
が寄せられた。築城時の࢟を知る手がかりはな
かったことから、安土桃山時代の城ֲを想定し、
1983（昭和58）年、昭和の長浜城として再ڵさ
れ、内部は長浜城歴史博物館となった。当金庫
もこの時、1,000万円を寄贈した。
再ڵを記念して開催された「長浜出世まつり」に

は10日間でԆ52万人が集まり、市民のތりと
自信を高めた。

森忠雄理事長就任披露（1985年）

新築移転した米原支店（1986年）

創立60周年（1983年）。この年の10月、本店5階大ホールで記念式典を挙行した。これに先立ち1月には
創立60周年躍進総決起大会を開催した。金融機関ではこの年の8月から第2土曜日が一斉に休みとなっ
た。完全週休2日制となるのは1989年2月からであった

新設した宮司支店（1984年）。長浜市街地東部で形成された商業集積地
の近くに開設。営業エリアには県の総合庁舎などがあり、住宅開発も進ん
でいた

新設した高月支店（1984年）。高月町内で初の支店として開設。製造業が
多く集積する高月町と湖北町を営業地区とした

1,000億円必達総決起大会（1986年）

湖北地域では、1972年、暫定2車線で国
道8号バイパス（1987年に国道8号線）が
開通。4車線化が進むにつれ、ロードサイド
店や大規模商業施設が開設された。特に
1988年にオープンした長浜楽市は、ドライ
ブインシアターや洋蘭園などを備えたショッ
ピングセンターであり、地元商店による協同
組合と西友との共同開発であったことも高
い関心を集めた（写真は1980年に開通し
た北陸自動車道長浜インターチェンジ）
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金利自由化時代の到来	

内需拡大を目的とした超低金利政策から偎生したա資金は、土地

や株への投機に向かった。1980年代後半に株価や地価は高騰※、これ

に支えられる形で他産業へ偍及しܠ気は拡大した。しかしこの好ܠ気は、

実体経済からかけ離れたバブル（๐）ܠ気でもあった。

昭和から平成へ改元された1989（平成元）年6月、信用金庫業界にも大

きく関係する小口MMC（市場金利連動型定期預金。最低預入金ֹ300万円）が

創設され、自由金利預金の取扱いが本格化した。また顧客から資産・資

金運用に対する情報提供が求められるため、当金庫でも相談に併切に

対応できる情報・知ࣝのレϕルアップに努めた。金融機関にとっては、

自らの責任によるリスク管理が求められる時代の俇来でもあった。

びわ支店・やわた中山支店を開設、12店舗体制へ

バブルܠ気によって活گを体す国内経済であったが、一方で円高を

受け製造業を中心にւ外進出が始まった。国内工場の空保化は雇用

の悪化をはじめとして地方経済に大きな影響を与えていく。

経済ڥが変化するなかで全国信用金庫協会は、1990（平成2）年、「し

んきんHOP21〜変革と創造の3ヵ年計画」を示した。

当金庫も1991年度から3ヵ年計画「ながしんHOP21」を推進した。計

画の大きな目標は、地方都市の金融機関が生存できる最低ラインの目

安となった預金量2,000億円の達成であった。

この時期、当金庫は2支店を新設した。1991年3月にびわ支店（東浅井܊

びわ町大ࣈ榮根1284番地の1）、翌1992年3月にやわた中山支店（長浜市ീ഼中

山町146番地）を開設し、湖北一帯で12店舗体制とした。

ハンディ・ターミナルの運用

1990年代はIT（情報技術）が急速に進展し、後半
からはパソコンやインターネット、携帯電話が企
業や家庭に普及し始めた。
当金庫では1992（平成4）年、ব外活動のޮ率化

とサービス向上を図るため、ハンディ・ターミナル
（携帯端末）によるব外支援システムをՔ働させ
た。集金Χードや๚問ථなどで対処してきた業
務を一新するものであり、各種取引データの正
確な把握に加え、満期情報などの椌速な提供が
可能になった。

※株価や地価は高騰
日経平均株価をみると、1983（昭和58）年の平均
8,800円が1989（平成元）年12月末に3万8,918円と
4倍以上に上昇。地価も首都圏住宅地の公示地価が
1986年からの2年間で2倍以上、東京都区部では3倍
近く上昇し、大阪圏・名古屋圏に波及した。

「スーパーウイングクラブ」の発足（1990年）。預金者への
サービス充実のため会員制の「スーパーウイングクラブ」
を発足させた。総合口座や積金等の複合取引を条件に、
コンサートの優待、地元取引先を中心とした加盟店での
割引、情報誌の発刊などのサービスが受けられる組織で
あり、各方面から注目された。コンサートには森高千里や
シャ乱Qなどを招き、当金庫のイメージを大きく変えた（写
真左は発足案内、右はメンバーズプレス創刊号）

新設したびわ支店（1991年）。東浅井郡初の店舗として
国道8号線沿いに開設。この時期、びわ町では大規模な
工業団地の造成が進んでいた（写真右は開店当日の様
子）

新設したやわた中山支店（1992年）。狭いエリア
で高密度取引を推進するとの新たな位置付けで
開設。ロードサイド型ビジネスが集積する地域で
あった（写真左はロビー）

西島庄五郎元理事長の胸像建立（1989年）。当金庫創立65周年記念事業の一環として
役職員から浄財を募り、西島庄五郎元理事長の胸像を制作し除幕式を行った。作者は長
浜市出身の著名な造形作家・土田隆生氏（京都女子大学教授）。長浜市民会館や駅前通
りなどにも氏の作品が展示されていた（写真右は作者へ感謝状を渡す北村相談役）
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第4章 地域に尽くすコミュニティバンクづくり�
� 1993～2008年（平成5～20年）

新たな地域貢献活動を展開	

実体経済からかけ離れて高騰した地価・株価は、1990年代に入り

絝、バブル経済は崩壊※1した。不良債権の処理問題が長引き、日本経

済は長期低にؕる。個人消費は縮小し、中小企業は取引先からの値

下げ要楔、ւ外移転による国内産業の空保化等のॾ問題に直面した。

信用金庫ではバブル崩壊の直楯的な影響は小さかったが、金融機関

全体では銀行再編を促すܖ機となり、信用金庫でも合併等※2が進んだ。

こうした時代にあって、当金庫は1993（平成5）年に創立70周年を迎えた。

この年、地域経済の振ڵおよび貸しौり問題※3などに対応するため、預

金量1,700億円、貸出金970億円を目指すとした計画を推進した。また70

周年を記念したキャンペーンや各種行事を展開したが、寄付にとどまら

ない貢献活動に積極的に取り組み始めたことは特徴的であった。

記念事業の実施、浅井支店の開設

1993（平成5）年11月、当金庫は創立70周年記念式典を挙行した。この

楝で森理事長は、「なおѪされ、親しまれ、信頼される信用金庫となる懸

命の努力と、݂ の通った取引を進めなけれなりません」とѫࡰした。

当金庫では70周年時から、地域の多様な催しへの支援や協ࢍを開始

し、これを継続した。初開催されたびわ湖長浜ツーデーマーチへの協

、ٿはその一綰であり、職員40人が大会運営に携わった。また少年野ࢍ

चࢉ҉・ࢉ、ήートボール、後にバレーボールの各大会を協ࢍ事業として

支援し、児童から主 ・්高齢者槉に広がる多࠼な活動を応援した。

70周年を終えた1994年3月期の当金庫は、預金量1,639億円、貸出金

958億円となり、計画をほ΅達成した。また1993年4月、13番目の店舗と

して浅井支店（東浅井܊浅井町大ࣈ内保732番地1）を開設した。

※１　バブル経済は崩壊
不動産融資の総量規制などを契機として、株価や地価
の下落が続いた結果、企業の再編・法的整理が増加し、
金融機関には多額の不良債権が発生した。
※２　信用金庫の合併等
信用金庫数は1990（平成2）年3月末の454金庫から、
1997年3月末に410金庫となった。1992年の信用金
庫法改正により、普通銀行への転換や異業態間合併が
可能になったことも背景にある。

※３　貸し渋り問題
不良債権を抱えた金融機関では自らの経営安定を優先
し、必要以上に融資を控え社会の批判を集めた。

黒壁スクエアの開業

平成の時代に入り、長浜の街づくりの象徴とも
なった「ࠇนスクエア」が開業した。中心市街地
にあった明治後期竣工の建物（࣫ࠇ

㆗ㆣㆎㆂ
ᷰであったこと

から通称・ࠇน銀行）を保存活用するため、第3セク
ターの株式会社ࠇนが設立され、1989（平成元）

年7月、ࠇนガラス館などとしてオープンしたので
ある。
当金庫も参画したこのプロジェクトは点から面へ
と広がり、開業から10年ほどで年間200万人も
が๚れる観光地に生まれ変わった。（詳細は使命を
語る「まちのあゆみ」〈86ページ〉に掲ࡌ。写真は2009年撮

影）

1993年から始まったびわ湖長浜ツーデーマーチに協賛するとともに運営にもボ
ランティア参加（写真は2009年開催時）

70周年の感謝をお伝えするチラシ

当金庫70周年に際し、社会福祉事業資金と
して滋賀湖北福祉奉仕会を通じ、1市12町
に2,000万円を超える額を寄贈
市制50周年を迎えた長浜市では、新築移転
される市立長浜病院のモニュメント制作費
に充当。追加費用も寄贈し、1996年に完成
した新病院の正面玄関に、作品（深田充夫
氏作「無辺の愛」）が設置された

創立70周年記念式典（1993年）

新設した浅井支店。浅井町役場に隣接して開設、周囲の景観に配慮しライトグリーンの建物とした
（1993年）

70周年を迎え記念特別講演会を開催。5月に経済学者の加藤寛氏、
10月にジャーナリストの櫻井よしこ氏を講師に招いた（1993年）

ながたんレッド 
（活気）
多くの人が行き交う

「活気」ある湖北を
応援する熱血漢の四
男
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金融制度改革と経営計画の推進

バブル経済崩壊の後遺症として不良債権問題が深刻化し、金融機関

の破たん※1が顕在化するとともに金融システムは不安定化した。1996（平

成8）年11月、政府は日本版金融ビッグバン※2構想を打ち出し、金融制度

は大幅な改革の時代に入った。この目的は競争を柱とする金融システム

へ移行し、国際金融市場に再生することにあった。各種規制は撤廃・

緩和される一方、経営の自己責任が強く問われる時代を迎えた。

当金庫では1994年度から「ながしんSTEP21」、1997年度から「しんき

んJUMP21」の各計画を推進した。いずれの計画も、金融機関の垣根が

取り払われようとするなか、地域金融の担い手である信用金庫の使命と

役割を再確認し、実践することをテーマとした。そのためにも経営基盤の

強化が必要であり、自己資本の充実、リスク管理の徹底などを推進する

一方、経営情報の開示にも取り組み始めた。

会員の組織化とウイングクラブの拡大	

日本社会では核家族化が加速し単身世帯も増加した。取引形態も

世帯単位から個人へと変化するなか、顧客の組織化が課題であった。

当金庫では1990（平成2）年に「スーパーウイングクラブ」を、1992年に

「ザ・ウイングクラブ」という世代別の会員組織を発足させた。さらに、

1995年に「グランドウイング年金サークル」を発足させた。ウイング会員に

は各種特典を付し好評を博した。県内3金庫からはウイングクラブを自

金庫へ導入したいとの声が上がり、1999年からは県下全域へ広がった。

一方、金利自由化の流れのなかで、1995年には懸賞金付き定期預金

やグルメプレゼン卜付き定期積金を発売し完売した。店舗面では1996

年5月、市立長浜病院出張所（長浜市大戌亥町313番地）を開設し、本店営業

部の所属とした。

※１ 金融機関の破たん
1997（平成9）年に北海道拓殖銀行、翌年に日本長期信
用銀行、日本債券信用銀行の大手が経営破たん。大手
証券会社（三洋証券、山一證券）も1997年に経営破た
んした。一方、銀行救済のため公的資金が注入された。
※２ 日本版金融ビッグバン
英国の金融自由化政策（金融ビッグバン）に由来。「フ
リー、フェア、グローバル」が理念とされ、銀行・証券・保
険といった垣根規制が解かれていった。

大河ドラマと「北近江秀吉博」 

豊臣秀吉の出世城（長浜城）、合戦の地（姉川、小谷
城、賤ヶ岳）など、戦国の歴史と深く関わる湖北地
方は、数々のドラマや映画の舞台となってきた。
1996（平成8）年に放送されたNHK大河ドラマ
「秀吉」では、これと連動した地元初の「北近江秀
吉博覧会」が開催され、7ヵ月ほどの会期で80万

人を超える来場者を集めた。映画館と商家を改
造した中央会場、大通寺、長浜城歴史博物館の
3会場で開催されたこの博覧会では、会場の案
内係としてシルバーコンパニオンが活躍したほか、
「秀吉青春大学」という講座も開催された。当金
庫では懸賞金付き定期預金「秀吉」を発売し好
評を得た。（写真は人気を博した定期預金「秀吉」チラシ）

各地のグルメをプレゼントするなどの特典付き商品を発売（1995年）

世代別会員組織「ウイング」を紹介するリーフレットウイングクラブ会員証

開設した市立長浜病院出張所。市立長浜病院移転にともない1996年5月、当金庫の出張所を1
階ロビーに開設。加熱殺菌機能を施したATMも設置した。移転前は窓口業務に職員2人を派遣し
ていた

ウイングクラブが県下4信用金庫の共通商品となったことをお知らせするチラシ（1999年）。加盟
店は1,400店へ広がった
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金融ビッグバンの到来	

1998（平成10）年12月、金融システム改革法が施行された。金融市場

改革（日本版金融ビッグバン）を۩体的に進める上でのแׅ的な法絴であり、

銀行・証券・保ݥ業の相ޓ参入や新規参入が促進された。この一方で

金融機関の再編※1も進んだ。また金融行政も事前指導型から事後監視

型へ大きく変わり、この年、金融監督庁（2000年に金融庁※2）が発足した。

信用金庫業界も経営の自己責任を強く求められ、経営体質の一槉の

強化がഭられた。すなわちガバナンス（組織俆治）およびコンプライアンス
（法令९क）態勢の確立、経営内紵のディスクロージャー（情報開示）、自己資

本の充実であった。

第6代理事長に西島喜紹就任、近江支店の開設

金融業界が新たな時代に入った1998（平成10）年6月、森夿雄理事長

が理事相談役となり、第6代理事長に西島喜紹専務理事がब任した。

西島理事長はब任൸緕式で、「自己責任経営の徹底と利用者の利便向

上、21世紀を担う地元中小企業のお手伝い、地域活性化への支援と社

会貢献活動の推進」の3点を経営の柱に椭えるとѫࡰした。

この年は当金庫創立75周年にあたり、これを記念し本支店では9月に

各種イϕントを開催した。また10月には近江支店（坂田܊近江町大ࣈ宇賀野

21番地14）を開設した。当金庫15番目の店舗であり、湖北一円を網絔す

る現在の店舗網はこの年に整った。

一方、金融自由化時代にあって、当金庫における商品・サービスの提

供もさらに多様化した。本店営業部では投資信託※3の取扱いを、各支

店ではๅくじの取扱いを開始した。やわた中山支店では、日紺日に相談

コーナー「サンデープラザ」を開設した。

※１ 金融機関の再編
1970～1980年代に「都銀13行」「大手20行」などと
呼ばれた銀行業界では、1990年代後半から段階的な
合併が繰り返され、2006（平成18）年に3大メガバンク

（三菱UFJ銀行、みずほ銀行、三井住友銀行）に集約さ
れた。

※２ 金融庁
2001（平成13）年1月、中央省庁が再編され、1府22省
庁から1府12省庁へ移行。大蔵省は財務省となり、金
融行政は金融庁が担う体制となった。
※３ 投資信託
投資家から資金を集め、専門家が株式や債券などで運
用して成果を分配する商品。当金庫では投資におけるメ
リットとデメリットの十分な説明を果たすため、当初は
本店営業部のみの扱いとした。

「ほのぼのロダン」の登場

当金庫のイメージキャラクターとして、1996（平成8）
年10月から「ほの΅のロμン」が登場した。妅公彦
ࣂで人気のあった「܅ほの΅の」ອ画ࡌの新ฉ連ࢯ
いݘ（ロμン）を起用したものであった。この時期、競
争激化を映し、各金融機関ではスψーピーやディ
ズニーなどのキャラクター採用が始まった。

創立75周年を記念し、本支店では9月に、抽選会や地元企業物産展、チャリティバザーなど趣向を凝らしたイベントを19日間開
催した（1998年）写真はその一例。上：本店営業部（抽選会）、右上：三ツ矢支店（職員作成壁画の展示）、右中：米原支店（似顔絵
展）、右下：南支店（クラフト教室）

西島喜紹理事長就任披露（1998年）

1998年10月に新設した近江支店。
時計を組み込んだ外観、ユニバーサ
ルデザインの採用、当金庫初のドラ
イブスルー式ATMの設置など、新た
な時代に対応した店舗とした
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「地域・金庫・未来」をシンボライズ	

21世紀を間近に控えた1999（平成11）年4月、当金庫はCI（コーポレー卜・ア

イデンティティ）を導入、理念体系を整理するとともにシンボルマークをはじ

め視覚的デザインを一新した。

CI導入の目的は、当金庫が培ってきた理念や理想を役職員一同が改

めて共有し、会員の皆様にもお伝えすることにあった。この趣旨から理念

体系を整理し、「地域と地域の人 と々の共感と信頼を大切に」などの文

言からなる基本理念、健全経営に徹するなど3項からなる経営理念とし

て明文化し、繰り返し確認することとした。

財務体質の健全性を証明

金融自由化のもとで増大したリスクを事前に把握し対応するため、

1998（平成10）年、金融機関に早期是正措置が導入された。経営の健全

性を示す指標として、国内で業務を行う金融機関は自己資本比率※1	4％

以上が求められ、これを満たさない場合は監督官庁から是正措置が発

動されることになったのである。

当金庫では資本増強に努め、1999年度における自己資本比率を

14.75%まで高め、財務体質が健全であることを証明した。

他方、企業や家庭へのパソコンの普及にともない、1990年代後半から

金融情報通信革命とも言える時代を迎えた。インターネット（情報通信網）

を通じて利用可能な各種システムが構築され、2000年代にかけて店舗

へ行かなくても取引可能なサービスが広がった。

当金庫では、このインターネットバンキングを1999年7月から開始した。

口座残高や入出金明細の照会、振込み等について、個人や企業のパソ

コンから行える仕組みを構築したものであった。続いて9月からは、携帯

電話※2でも同様のモバイルバンキングサービスをスタートさせた。

※１ 自己資本比率
自己資本（出資金や積立金等）を分子、リスク・アセット

（損失が発生する可能性のあるリスク資産）を分母に算
出。指標が高いほど財務体質の健全性・安全性を示す。
※２ 携帯電話
1993（平成5）年は普及率3％台であったが、2003年
に90％超まで急増。スマートフォンの普及は2010年代
からとなる。

曳
ひきやま

山博物館の開館　

安土桃山時代に始まり、長きにわたり継承されて
きた長浜曳山祭を紹介する博物館として、2000
（平成12）年、「曳山博物館」が開館した。祭りが重
要無形民俗文化財に指定された1979（昭和54）
年ごろから博物館建設に向けた議論が重ねら
れ、「創造し発展する地域博物館」をコンセプト

に建設されたものであった。
博物館では本物の曳山の展示や企画展などを
通じ、長浜曳山祭の魅力とともに、祭りを護

まも
り、伝

えていく大切さも発信している。
博物館建設にあたり当金庫から500万円、当金
庫が主宰する滋賀湖北福祉奉仕会を通じ
1,000万円を長浜市へ寄贈した。（写真は2023年
撮影）

2000年代に入るとモバ
イルサービスを拡大。ウイ
ングクラブ加盟店も携帯
電話で検索可能とした

新たに制作したシンボルマークは、「地域・金庫・
未来」を表す3つの楕円（だえん）で構成、ＮＡＧＡ
ＳＨＩＮのＮをシンボライズした。中央の白抜き箇
所は当金庫のスローガン「未来にいい風」を表し、
地域に吹く風をフォローしたいとの願いを込めた

（1999年）

ホームページを開設（1999年）。当金庫ではこの時期、インターネットバンキングやモ
バイルバンキングサービスを開始した

コンビニATMを案内する当金庫の看板（2000年）。金融IT化の一環として、
2000年7月、2つのコンビニ店にマルチメディアキオスク（情報端末機）を設
置、以後、コンビニATMの利用を拡大した。セブン-イレブン（セブン銀行）との
ATM提携は2006年から。信用金庫間のCD/ATMの手数料を、2000年12月
から無料化（ゼロネットサービス）した
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地域貢献活動の一環としてさまざまなスポーツ・文化イベントに協
賛（写真左から長浜信用金庫理事長杯争奪少年野球大会、湖北
地区親善ゲートボール大会、湖北珠算暗算競技大会、湖北ママさ
んバレーボール大会。いずれも2003年開催時）
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合併が進む信金業界で預金量2,000億円を突破	

不良債権問題などを巡り金融システムの不安定化が続くなか、1998
（平成10）年に金融再生関連法が成立した。これにより、破たんした金融

機関の処理方法（一時国有化など）が定められるとともに、破たんを未然に

防ぐ公的資金の注入が可能になり、金融業界の再編が進んだ。

信用金庫業界でも合併や事業譲渡などが急速に進み、1997年3月末

の410金庫が2001年3月末には371金庫※1となった。再編の目的は事業

規模拡大による経営安定化にあり、預金量が2,000億円未満では単独

での存続が難しいとの見方もあった。当金庫は2001年3月期に預金量

を2,033億円とするとともに、自己資本比率を高め経営基盤を強化した。

他方、経営の健全性を確保するため監査体制の充実が求められるな

か、当金庫は1997年に常勤監事と員外監事を選任するとともに外部監

査制を導入し、2000年3月期から監査法人トーマツによる監査を受ける

体制とした。	

創立80周年、地域の皆様の負託に応える	

次節で詳述するように、2003（平成15）年は地域金融機関にとって大き

な変化が始まった年となった。当金庫は3ヵ年計画「ながしんチャレン

ジ21※2」をスタートさせ、新たな信用金庫像を創生する取組みを進めた。

この年、当金庫は創立80周年を迎え、4月、西島理事長は役職員を前

に「創立の精神に立脚し地域の皆様の負託に応えよう」と訓示した。特

別な記念行事は行わず、記念誌『地域と共に80年』を発刊したほか、寄

付行為や地域貢献活動を実施した。80周年時（2004年3月期）の組織は、会

員1万3,287人、役職員260人で、預金量は2,121億円であった。

※１ 37１金庫
この後も再編は進み、2005（平成17）年3月末には
298金庫となった。滋賀県下では2004年7月、彦根信
用金庫と近江八幡信用金庫が合併し、滋賀中央信用金
庫が誕生した。これにより県下では同金庫と湖東信用
金庫ならびに当金庫の3金庫となった。
※２ ながしんチャレンジ２１
地域社会の再生・活性化に向け当金庫がリード役とな
るために、強い信用金庫の構築を目指すとした。

80周年を記念し福祉車両15台をながしん福祉奉仕会を通じ長浜市および12町に寄贈（2003年）。ま
た、交通事故・犯罪被害者遺児育英基金「ほうこう会」へ、当金庫から100万円、信友会から50万円を寄
付した。信友会は職員相互の親睦融和や福利厚生、地域貢献活動等を主な事業内容とする当金庫の従
業員組織である。なお、2003（平成15）年7月、滋賀湖北福祉奉仕会を「ながしん福祉奉仕会」に名称変
更した

1999年度から経営計画や
事業概要、各種開示情報な
どをまとめたディスクロー
ジャー誌を毎年発行。当金
庫の現 状をお伝えする取
組みを充実させた（写真は
2000年版のミニディスク
ロージャ誌）

80周年を迎え記念誌『地域と共に80年』を刊行

80周年を記念し、2003年5月に元三和総合研究所理
事長・原田和明氏による経済講演会、同年10月に服飾
評論家・市田ひろみ氏による文化講演会を開催
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地域密着型金融の新たな展開

2003（平成15）年度以降、当金庫をはじめ地域金融機関にとって大きな

変革の時代となった。リレーションシップバンキング（地域密着型金融）を強

化し、資金ニーズだけにとどまらない経営ニーズに対応した取組みを広

げたからである。

「ࣦわれた10年」と言われ低した国内経済は、2002年から回復※1し

始めたが、デフレ（物価の継続的下絝）ঢ়態をൈけ出せないままܠ気回復の

実感はرബであった。2003年3月、地域金融機関に対して、金融庁から

「アクションプログラム」が公表※2された。地域金融機関の機能（地域密

着型金融）強化によって、地域企業の再生と地域経済の活性化を図り、同

時に不良債権問題を解決しようとするものであった。

2003年度からの2年間が集中改善期間※3とされ、各金融機関には地

域特性を俎まえた機能強化計画の提出と進ḿ報ࠂが求められた。

「三方よし」の好循環経営の実践

当金庫では、2006（平成18）年度から3ヵ年計画「ながしんルネッサンス

2006」を推進した。人口減少社会※4の俇来など、これまでのԆ長榑上

ではない外部ڥの変化を俎まえ、信用金庫の原点である人間墲重の

経営を実践し、当金庫とお取引先、地域社会がޓいに資ݯを出し合い、

地域ならではの価値を創り出すl協創zを目指すものであった。すなわち

「お取引先よし、地域社会よし、ながしんよし」（三方よし）という好॥経

営の実践であり、真の意ຯでの共存共栄の好求であった。当金庫では

課題解決型金融の機能を強化する一方、安定的なऩ益確保に努めた。

なおこの時期、ペイオフ※5解ېに対応した取組みを進めたほか、2006

年には営業エリアを滋賀県全域に拡張した。また2008年1月に「ながし

ん経営क़」を開क़した。

※１ 回復
この時期、政府では「聖域なき構造改革」が進められ、
2007（平成19）年10月、郵政3事業（郵便、郵便貯金、
簡易生命保険）は日本郵政グループ5社に分社化され
た。また2004年3月の改正労働者派遣法の施行により
非正規社員の比率が上昇、雇用形態は多様化した。
※２ 公表
大手銀行に対しては、2002（平成14）年10月、金融庁
から「金融再生プログラム」が公表され、不良債権問題
の抜本的解決が進められた。

※３ 集中改善期間
これに続いて2005（平成17）年3月には新たな2年間の
アクションプログラムが公表され、2007年度以降は地
域密着型金融の推進は恒常的取組みへ移行した。
※４ 人口減少社会
日本の総人口は2005（平成17）年に戦後初めて減少。
2008年（1億2,808万人）をピークに、継続して人口が
減少する社会を迎えた。

※５ ペイオフ
預金等が全額保護から定額保護に移行すること。日本
では預金の全額保護が維持されてきたが、2002（平成
14）年4月に定期性預金、2005年4月に普通預金につ
いてペイオフが解禁された。金融機関が破たんした場
合、保護（払い戻し）される金額は、1金融機関につき
預金者1人あたり元金1,000万円とその利息が上限と
なった。

地域密着型金融の新たな実践

地域密着型金融とは、顧客との長期継続的な取
引関係に基づく金融サービスを意ຯし、当金庫
でも長年にわたり実践してきた。すなわち๚問活
動をϕースにしたフェイス・トΡ・フェイスの取組
みであり、資金ニーズに重きが置かれた。
新たに求められたことは、営業支援や企業再生

のノウハウをϕースに、経営ニーズにまで対応し
た機能の強化であった。この一綰が創業や経営
改善への支援、商店街活性化への協力などであ
る。
当金庫では専門機関との提携、経営サポートセ
ンターの設置、人材ҭ成などを進め、経営相談
や経営支援機能の強化に継続的に取り組んだ。

当金庫の取引先である若手経営
者を主な対象として、2008年度
から「ながしん経営塾」を開塾し
た。各種研修や視察を通じた経
営知見の拡大に加え異業種交流
の場としても活用された（写真は
2008年度および2009年度）

この時期、新商品として住宅ローン契約者向け長期火災保険（2001
年）、個人年金保険（2002年）などの取扱い、個人向け国債の募集

（2003年）などを開始した。2008年4月からは、当金庫独自の創業支援
サポートローン「近江翔

しょうにん

人」を発売した

この時期、各店舗では社会保険労務
士による年金相談会を開催したほか、
やわた中山支店では各種ローンのご
相談会（ながしんプラザ）を開催。また
インターネットの普及に対応して、法
人インターネットバンキングサービス

（2003年）、24時間ローン仮審査申
込受付サービス（2005年）などを開始
していた

2005年から地域イベント「灯りの森」が豊公園で開催
され、当金庫職員もサポーターとして参加した（写真は
2009年開催時）

JR長浜駅が改築され橋上駅舎としてオープン。当金庫はながしん福祉奉仕会を通じて大型液晶ディスプレイを寄
贈、改札口付近に設置され、観光・イベント情報の発信に活用されている（2006年、写真左・右上）。なお1882年
開業の旧長浜駅舎は長浜鉄道スクエアとして保存され、現存する最古の駅舎とされる（写真右下、2023年撮影）

西島喜紹理事長が
2013年秋の叙勲で
旭日双光章を受章
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金融危機のもと「つなぐ力」の発揮へ	

2008（平成20）年9月のリーマン・ショック※1を引き金に、「100年に一度」

と言われた金融危機が起こり、実態経済に偍及し世界同時不گと呼Ϳ

き事態となった。日本経済も大きなμメージを受け、とりわけ中小企

業の業績が悪化したことから、地域経済の停滞は深刻化した。

政府は積極的な財政政策を展開し、日本銀行も前綰のない金融緩和

政策を進めた。矢継ぎ早に金融対策※2も打ち出され、中小企業金融円

滑化法※3などの下、当金庫も地域の金融円滑化に積極的に取り組んだ。

こうした経済ڥのなか、当金庫は2009年度から経営計画「ながしん

『つなぐ力』発2009ش」を推進した。地域の多様な主体を結びつけ、新

たな価値を生み出す当金庫の「つなぐ力」をさらに進化させ、地域の持

続的な発展を目指す趣旨であった。

この取組みの渦中、2011年3月に東日本大椁ࡂが発生。椈大なඃ

に対し、信用金庫業界を挙げて支援に取り組んだ。

地域との結びつきを深耕する	

当金庫は地域密着型金融を事業活動の根װと墢え、۩体的計画を

策定し活動を展開した。信用金庫業界全体でも、初の俆一事業「商店

街応援キャンペーン」を2008（平成20）年に実施。当金庫も地域との強い

ឺを生かし、商店街振ڵ組合などと連携したイϕントを推進した。

長浜市では2009年、市街地の活性化を目的として長浜まちづくり株

式会社が設立され、当金庫も発起人として参画し出資した。同年12月

に開催された地域密着型金融に関するシンポジウム（近ـ財務ہ大她財務

事務所主催）では、上記計画への参画が顕জされた。

なおコラムで記すように、この時期、平成の大合併により新米原市、新

長浜市が発足し、当金庫の関係支店も所在地住所を変更した。

第5章 人と地域をつなぐ存在へ�
� 2009～2022年（平成21～令和4年）

ながたんピンク 
（優しさ）
自然や人への「優し
さ」を大切にし持続
可能な社会を目指す
末娘

※１ リーマン・ショック
米国の大手証券・投資銀行リーマン・ブラザーズの経営
破たん。住宅ローンを証券化した商品が住宅バブル崩
壊により不良債権化、信用不安が世界中に拡大した。米
国は深刻な消費減退に陥り、対米輸出不振から日本経
済は大きな影響を受けた。

※２ 金融対策
緊急保証付き融資の有利な取扱い、金融機能強化法に
よる地域金融機関への資本注入、金融検査マニュアル
の改訂など。
※３ 中小企業金融円滑化法
中小企業や住宅ローンの借り手が返済猶予や軽減を求
めた場合、金融機関は融資条件変更に努めることが明
記された。

東日本大震災への支援、地域の災害対策強化にも貢献

国内観墤史上最大規模となった東日本大椁ࡂでは、ආ難者への払戻し
や企業をؚむඃࡂ者へのआ入金返済素予、いわゆるつなぎ資金への対
応、ඃࡂ地など信用金庫間の相ޓ支援規定の制定などを椌速に進める
とともに、ӈ記7件について寄付を行った。
また2013年4月末までに、本店営業部市立長浜病院出張所を除く全14
支店で「LPガスバルクシステム」を設置。これはڥ綅型の綱夞シ
ステムだが、壉椁性や安全性に優れ、ࡂ時には夞だけでなく非常用
発電機の電ݯ、椛出しでのガス利用ができるようになっており、地域のࡂ
。でも報じられたࢴ対策強化にも貢献する取組みとして業界

厳しい経済環境を受
けて開催された地域
密着型金融に関する
シンポジウムにおい
て、当金庫の取組み
が顕彰され、事例を
発表した（2009年）

「経営改善とキャッシュフロー経営を目指して」と題して開催した経営革新 
セミナー（2009年）

経営コンサル会社（船井総研）から講師を招き実施した経営塾（2009年）

中小企業金融円滑化法に基づき相談機能を強化（写真は2010年の本店）

休日に各種ローン等の
相談会を定期的に開催

（2009年）

金利優遇定期預金「お江」を発売
（2011年）

寄付金名 寄付日 金額
被災信用金庫支援見舞金 2011年3月 2,000,000円

東北地方太平洋沖地震 義援金 2011年3月 長浜信用金庫5,000,000円 
信友会500,000円

被災信用金庫に対する支援物資 2011年3月30日 110,880円（相当）

東日本大震災義援金 2011年3月31日 6,575,616円

東北地方太平洋沖地震二千円募金 2011年4月25日 役職員586,000円
信友会500,000円

募金箱での義援金 2011年9月30日 269,138円
東北復興支援カタログ 2011年10月31日 318,565円
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超低金利時代に突入、創立90周年を迎える	

当金庫は2013（平成25）年、創立90周年を迎えた。この年、デフレ壼٫を

目指す経済政策（アϕノミクス※1）が開始され、金融面では従来とは次元を

ҟにする金融緩和策が推進された。超低金利策も継続され、各金融機

関は従来型の経営モデル※2のあり方が問われる時代ともなった。

当金庫は2013年4月に創立90周年決起大会を開催し、100周年へ向

けた一統妁とした。特別な記念行事は実施しなかったものの、90周年

事業の一として寄付や寄贈※3を行ったほか、金利優۰定期預金「ຍ

梅」などを発売した。90周年を終えた時点（2014年3月末）の当金庫は、預金

量2,583億円、会員数1万2,613人、役職員226人であった。

横田幸造理事長の就任、独自性を発揮し地域を支援	

2014（平成26）年6月、西島理事長が会長となり、横田幸造専務理事が

第7代理事長にब任した。横田理事長はब任にあたり「信用金庫の原

型とされ、報낫먜ࢥ想を唱えた二宮墲낫먜ԧのl報Ը感謝zの精神を大切に、

lҭてるz金融を実践していく」と๊負を語った。当金庫の方針として「ҭ

てる金融」との言組が登場するのは、この時期からであった。

2015年度からは新経営計画「ながしんスクラム強化3ヵ年計画」を推

進した。独自性を発شし地域社会に必要とされる金融機関であり続け

るため、当金庫は課題解決型金融の取組みを一槉、推進するとともに、

地域の文化的・社会的活動にも積極的に取り組んでいった。

この時期、日本銀行はマイナス金利政策を導入した。金融機関が日

銀に預ける当座預金の金利をマイナスにする（資金を預けたままだと金利を支

払う）ことで、金融機関が企業等への貸出や投資に資金を回すことを促す

ものであった。経済活性化とデフレ壼٫を目指した施策であったが、金

融機関のऩ益ڥはさらにݫしさを増した。

※１ アベノミクス
2012（平成24）年末に発足した安倍晋三内閣における
経済政策の通称（造語）。物価上昇率目標（2％）を設定
した量的金融緩和、大規模な公共投資（国土強靭化計
画）、各種規制緩和など。
※２ 経営モデル
各金融機関は集めた預金を企業などへ貸し出すことで
得られる「利ざや」を収益の柱としてきたが、低金利にな
ると貸出金利が縮小し経営基盤に大きな影響を与えた。

※３ 寄付や寄贈
新築移転された長浜市役所に黒壁製時計寄贈、米原
市に福祉車両購入資金の寄付、育英資金（交通遺児な
ど）の寄付。

長浜曳山祭、ユネスコ無形文化遺産に登録

ຖ年4月に開催される長浜曳山祭は、地元の
方々により400年以上、຺ 々と受け継がれてき
た。動く美術館と呼れる曳山で、子どもՎ舞ب
が൸緕されるك有な祭りである。
長浜曳山祭は2016（平成28）年12月、Ϣネスコ無
形文化遺産に登緪された。人々が祭りを護り、伝

えてきたことが高く評価されたもので、長浜曳山
祭の伝俆と美が世界に認められた証ともなっ
た。2017年には、登緪を記念し曳山13基が勢
ἧいして൸緕された。
当金庫でも2016年に登緪応援定期預金「曳山
〜湖北から世界へ〜」を発売、ื 集金ֹの一部
を寄付したほか、2017年の祭りには総勢44人
がボランティア参加した。

第90回通常総代会（2013年） 90周年記念事業として米原市へ福祉車両購入資金を寄付（2013年）

90周年記念事業として、長浜市の新庁舎に株式会社黒壁制作のガラス大時計「輪」を寄贈［贈呈式（写真中：2013年）と、新庁舎並びに設置された時計（写真左・右：2014年）］

三日月大造滋賀県知事が当金庫を訪問され、納税顕功法人の感謝状
が贈呈されるとともに、対談会が行われた（2015年）

横田幸造理事長就任（2014年）

ユネスコ無形文化遺産登録記念式典（2016年）

長浜曳山文化協会へ当金庫から寄付（2016年）
創立90周記念定期預金を発売

（2013年）

オリジナルキャラクター 
「ながたん」誕生（2013年）
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田邊功理事長の就任、預金量3,000億円達成	

日本経済は回復基調をたどり、2017（平成29）年9月にはいざなぎܠ気

を超える戦後2番目のܠ気回復期間（58ヵ月）を記緪した。要Ҽの一つに

๚日観光客の増加が挙げられたが、地域経済の担い手である中小企業

は依然としてݫしい経営ڥが続き、ܠ気回復の実感はしかった。

金融機関ではऩ益ڥがݫしさを増す一方、求められる課題も多ذ

にわたる時代となった。人口減少・高齢化や地域経済の縮小を見椭え

た持続可能なビジネスモデルの構築、金融サービスと情報技術への対

応、サイバーセキュリティ対策の強化、金融൜ࡑ防ࢭなど課題は山積み

であった。地方の金融機関では俆合や再編※も進んだ。

難しさが増す時代にあって、2018年6月、横田理事長が会長に、田ᬑ

ޭ専務理事が第8代理事長にब任した。田ᬑ理事長はब任にあたり、

「地域との共存共栄を第一に、lҭてるz金融の継続発展により中小綺

細企業支援強化を図る」と๊負を述た。すなわち「つなげる金融」の推

進であった。当金庫はこの年の8月、預金量3,000億円を達成した。役

職員一同は、これを地域の皆様からの信頼の証として受けࢭめ、協同組

織金融機関としての使命を再確認した。

“共創力発揮”へ経営計画推進	

2018（平成30）年度から当金庫は、新たな経営計画「〈ながしん〉『共創

力』発3شヵ年計画」を推進した。共創とは「お客様と共に豊かな地域の

未来を創り上げていくこと」を意ຯし、ݫしさを増す事業ڥであるもの

の、地域に信頼され必要とされる協同組織金融機関として、持続可能な

ビジネスモデルの構築を目指すものであった。

この計画では地域密着型金融を推し進める一方、同時に支店機能や

営業体制の見直しをؚむ経営の合理化、ޮ 率化の強化が不可ܽとした。

※統合や再編
滋賀県下でも2010（平成22）年、びわこ銀行が解散し
関西アーバン銀行（現・関西みらい銀行）となった。

環境先進県・滋賀にて

日本一の面積と貯水量を有するඐഀ湖は、
ᶸMPUIFS	 LBLF⾊とも呼れ県民に親しまれて
きた。また早くから水質保全や生態系維持に関
する取組みが展開され、滋賀県はڥ先進県※1

と言われてきた。ڥ産業の総合見本市「びわ
湖ڥビジネスメッセ」も、長浜市の県立長浜
ドームを会場に20年以上にわたり開催され、全
国から多くの来場者が๚れた。
滋賀県に基盤を置く金融機関として、当金庫は

2004（平成16）年、ڥマネジメントシステム「エ
コアクション21」を認証取得し、ڥ負ՙの低減
に取り組んできた。2007年には信用金庫業界
全体でڥ自主行動計画も策定された。2009
年には滋賀県と経済界が協働で、低夐榸社会の
実現へ向け「しが夐榸基金※2」が創設され、当金
庫もこれに参加した。
※１ �環境先進県＝1980（昭和55）年、全国に先駆け湖の

富栄養化を防止する琵琶湖条例が施行され、1984
年には初の世界湖沼会議が開催されるなどしてきた。

※２ �しが炭素基金＝企業が拠出した基金によって、経済
効果と温室効果ガス削減の同時達成を目指す。県単
位の炭素基金の実施は国内初。

創業助成金制度を創設（2017年）米原ドリーム創業塾に参加（2017年）ながはまこほく創業塾スピンオフ会に参加（2017年）

田邊功理事長就任（2018年）

外交ジャーナリスト・作家の手嶋龍一氏を講師に迎えながしん講演会
を開催（2017年）

三ツ矢支店が開設50周年を迎え関連イベントを実施（2018年）

若手経営者の会（2017年）

びわ湖環境ビジネス
メッセ（写真は2010年）

2018年から放送したテレビCM

しが炭素基金 参加証
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曾有の事態に立ち向かう	

2019（令和元）年5月、平成が終わり令和の時代が始まった。この年の

秋、ラグビーW杯日本大会が開催され大きな関心を集めたが、平時の様

相は2020年になると一変した。新型コロナウイルス感染症が世界中に

拡大、3年余りにわたり大きな混乱※をもたらしたからである。日本では

2023年春に至り平時に戻りつつあるが、終息には至っていない。

この間、世界経済は戦後最悪の危機（コロナショック）に直面した。危機

の本質は対面での活動制限にあり、世界各国で人やモノの動き、経済

活動が強く規制され、生産や物流が停滞した。とりわけ観光や宿泊、飲

食などの業界では極端に需要が縮小し、雇用面で大きな影響を与えた。

国は財政・金融・税制を総動員する大規模な緊急経済対策を実施、

全国民に一時金が給付され持続化給付金も創設された。実質無利

子・無担保で企業に融資する制度（ゼロゼロ融資）も実施された。

当金庫では対面営業の自粛など感染予防に留意しながら、緊急融資

に積極的に対応したほか経営相談を行うなど、資金面と事業面の両面

から地域経済の支援に全力を挙げて取り組んだ。当金庫で扱った実

質無利子・無担保融資は1,100件（2020年度）を超えた。

支援力のさらなる強化を目指して	

コロナ禍の渦中にあって当金庫は、2021（令和3）年度から「ながしん

『支援力の強化と変革への挑戦』3ヵ年計画」を開始した。この計画の

ねらいは、課題解決に向けた価値ある提案や円滑な資金供給を通じた

地域経済の回復支援にあった。当金庫では外部専門機関や業界ネッ

トワークを活用しながら計画推進に全力を尽くした。

同時に継続的な業務運営が可能な筋肉質の組織とするため、当金庫

始まって以来とも言える業務改革に取り組んだ。

※大きな混乱
多くの国で都市封鎖や外出制限が行われ、日本では4
度にわたり全国規模で緊急事態宣言が発出された。新
型コロナウイルスの累計感染者は世界で6億7,000万
人を超え、死者は688万人に達したとされる。（2023年
3月時点、米ジョンズ・ホプキンス大学集計）

ながしんSDGs宣言

2021（令和3）年3月、当金庫は国連が提唱する
「持続可能な開発目標」（SDGs）に呼応し「ながし
んSDGs宣言」を行った。
事業性を鑑み、当金庫では地域（魅力ある地域づく
り）、信頼（地域を大切にする）、繁栄（人を大切にする）の
3点を重要テーマに抽出し、地域の持続的発展
に寄与する方針を改めて宣言した。

2020年3月から「新型コロナウイルス感染症対策資金」を取扱うとともに全店舗に相談窓口を設置。休日相談も実施した（やわた中山支店・2020年）

新型コロナウイルス感染症対策のため長浜市と米原市に寄付（当金庫および信友会・2020年）

2020年秋の叙勲において、前理事長の横田幸造理事相談役が旭日双光章を受章（コロナ禍のため当金庫にて叙勲伝達式を実施）

当金庫でのSDGs研修（2020年）
コロナ禍において、当金庫の駐車場も長浜曳山祭の会場に

（2021年）
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コンサルティング機能の発揮1…事業承継支援

当金庫は2013（平成25）年、国が認定する「経営革新等支援機関」の資

格を取得、以降もコンサルティング機能を高め、さまざまな機関と連携を

図ることで支援体制の強化に努めてきた。

日本企業の大部分を占める中小企業は、雇用や技術の担い手として日

本社会を支えてきた。しかし高齢化等による事業承継※1が大きな課題と

される。当金庫では親族・従業員等による承継支援とともに、第三者に

よる承継（M＆A）にも積極的に取り組んできた。2019年には信金キャピタ

ル株式会社※2と提携、専門機関のノウハウを活用する仕組みを整えた。

M＆A（合併や株式取得・事業譲渡など）について、当金庫は地域経済の維

持・発展を第一として地域内での完了を大原則とする。また相談・紹介

等をフィービジネス化するのではなく一切の手数料を無料化してきた。

2021（令和3）年11月には滋賀県と県内3信用金庫が事業承継を促進する

協定を提携、相談会の共催や人材交流を進め連携を強化した。

コンサルティング機能の発揮2…創業支援

創業分野では2013（平成25）年に日本政策金融公庫と連携を開始、各

種制度を活用した創業計画の策定、協調融資等を通じ支援を強化して

きた。また創業支援サポートローン「近江翔人」を商品化したほか、農業

者に対する支援資金「農業応援ローン」の取扱いも開始した。2021（令和

3）年には事業者の将来性に着目した支援策として、無担保資金供給を

円滑化するCLO融資（貸付債権担保証券）の取扱いも開始した。

こうした地域支援を行うにあたり、当金庫に不足する機能は他機関と

の連携で補い支援メニューを増やしてきたほか、地域の金融機関が連

携して支援にあたる独自の体制も整えてきた。また2017年に「ながしん創

業助成金制度」を創設、2022年度までに計70件を超える助成を行った。

※１ 事業承継
経営権や資産だけでなく、経営者の想いや経営理念、企
業文化なども引き継ぐこと。これに対し事業継承

3 3

は、身
分や権利、義務、財産などを引き継ぐこととされる。
※２ 信金キャピタル株式会社
信用金庫業界の中央金融機関である信金中央金庫の
100％子会社。事業承継M＆Aなどに関する専門的な
業務を行う。

地域の面的再生への参画・支援

当金庫が営業エリアとする湖北地方は、全国の
地方都市と同様、人口減少が大きな課題とされ
てきた。当金庫では長浜市や米原市と連携し、
長年にわたり地域活性化計画の策定に参画す
るとともに、情報やノウハウ、人材の提供等を通
じ活性化を支援してきた。

2021（令和3）年には、長浜市の移住・定住事業
「MONDEKONSEながはまプロジェクト」につ
いて、信金中央金庫の「SCBふるさと応援団」対
象事業として推薦、同市に1,000万円が寄付さ
れた。信金中金の事業は企業版ふるさと納税制
度を活用し、自治体の地方創成の取組みに対し
寄付するもので、全国で選定された103事業の
1つであった。なお長浜市のプロジェクトは、体

験型観光や田舎暮らし体験などを通じ、移住や
定住、交流人口の増加を目指す取組みである。
このほか当金庫では、移住者への支援や、「長
浜町家応援ローン」などの取扱いも開始した。

2017年度から創業助成金制度を設け、さまざまな業種の
創業を支援（写真は一例。左上から時計回りにクリニック、
製缶業、土産物店、観光農園、木材伐出業）

弁護士でタレントのケント・ギルバート氏を講師に迎えたながしん講演会（2018年）

「長浜市の次世代を担う人材育成講演会」に協賛。市出身で免疫学の世界的権威である
大阪大学栄誉教授・坂口志文氏の講演会が開催された（2020年）

2020年度の若手経営者の会

長浜市にSCBふるさと応援団寄付金を贈呈（2021年）
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2021年度までに全支店をローカウンター型店舗に改装。お話いただきやすい店舗環境について議
論を重ねて実現した。複数のお客様と対面できるベンチ式の椅子も導入（写真は上から本店、2段
目七条支店、神照支店、3段目南支店、4段目高月支店、浅井支店、5段目びわ支店）
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時代の要請に応える新商品・新サービスの提供	

日本社会が大きく変紵するなかで、当金庫は時代に対応したさまざま

な商品を提供した。この一綰として2018（平成30）年、後見人制度の支援

を受ける方の財産を安全・併切に管理できる「後見支援預金」の取扱い

を開始した。相続や贈与に関するニーズに対しては、2017年からしんき

ん相続信託「こころのバトン」などの取扱いを開始した。

所有不動産の活用にあたっては、2015年から「資産活用応援ローン」

の取扱いを始めた。また地方では導入が難しいとされたリバースモー

ήージローン※1についても、県内3信金と共同することで2020（令和2）年か

ら「おうみのくらし」の取扱いを開始した。

こうした一方、特घٗなど金融൜ࡑの増加に対しては、70歳以上の

お客様のATMでの振込み制限※2を2017年から開始したほか、ܯと連

携したキャンペーン等も積極的に展開している。

利便性の向上に向けて	

スマートフΥンを使った送金が日常化するなど、金融サービスは情報

通信技術との融合（フィンテック）により日進月าで革新されてきた。一方

では、情報の侹難といった൜ࡑも増加し、サイバーセキュリティ対策の強

化が必要とされる時代となった。当金庫では2014（平成26）年にスマート

フΥン専用ϗームページを開設、2019（令和元）年にLINE公式アΧウント

を開設するなど、モバイル機ثの普及に対応してきた。またスマートフΥ

ン等が強い࣓力を発し通奖に影響を与えることから、2020年にはこれに

対応したH
㈑
J�C

ㇵ
P通奖の取扱いを開始した。

フィンテックの進展に対応しては、信用金庫業界のネットワークシステ

ムの活用を図り、来店不要で手続き可能なWEB完結型ローンの取扱い

を2019年から開始した。

※１ リバースモーゲージローン
自宅を担保にした資金調達方法。取扱いは大都市圏が
多かったが、サポートの仕組みを構築することで導入を
実現した。
※２ 振込み制限
過去1年以上、キャッシュカードでATM振込の利用がな
い方を対象に、1日あたり振込限度額を10万円に引き
下げ。

キャッシュレス社会の進展

՟の現金通՟を使用せずとも日常の支ߗฎやࢴ
払いができる社会（キャッシュレス社会）が、急速に
広がってきた。
日本では交通系ICΧードによる支払いが先行し
ていたが、スマートフΥンを活用した決済にも広
がりを見せる。当金庫で2000（平成12）年から開

始したデビットΧードサービスも、キャッシュΧー
ドで支払いが可能で、口座に直結した金融機関
ならではのサービスである。
また当金庫は、キャッシュレス決済の導入を支援
するため、2018年、「OS J HBN J 	 PBZ（オリガミペ
イ）」と業務提携し加ໍ店をื集するなど普及に
努めた。同サービスは2020（令和2）年、メルイ
に移行した。

2013年には県内金融機関でサイバー犯罪に対する共同対処協定を調印

警察と連携し特殊詐欺（振り込め詐欺等）防止の啓発活動を定期的に実
施。ソフトバンクロボティクスのPepperを活用し当金庫が独自に実施した

（2017年） ※「Pepper」はソフトバンクロボティクスの登録商標です

各士業との無料相談会は現在も継続して開催している

年金相談会を定期的に開催（三ツ矢支店・2020年）

ライン公式アカウントを開設（2020年）

ながしん後見支援預金
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持続可能なビジネスモデルの構築へ	

当金庫はコロナ禍にあって取り組んだ経営計画の重点課題の一つと

して業務改革を掲げ、100年の歴史においても分ذ点となる大外な改革

を推進した。すなわち各支店で取り扱ってきた融資業務の本部集中化

であり、対話型店舗への大きな転換であった。

創立以来、原則としてきた体制変更にあたっては、2年余りをかけて४

備し、2023（令和5）年4月から実行に移した。いかなる困難が生じても地

域経済を支援するため、当金庫内で議論を重ねた末の決夝であった。

改革実施にあたって2023年4月、業務本部を改編し3本部制とした。

営業俆ׅ部と事務部を俆合、事務集中センターやアシストセンターを設

置したものである。これは支店事務の本部集中化とともに支店業務のޮ

率化と機能向上を図るため、支店の支援や指導にあたる組織を新設し

たものであった。一連の改革によって、支店におけるお客様との対話機

会を増やし、対話から生まれる相談・支援業務に注力する体制を整えた。

働き方改革のもとで人材力を強化	

少子高齢化による労働力不足をഎܠに、2010年代半から政府主導

で働き方改革が推進され、多様でॊ倗な働き方の実現へ向けた取組み

が活発化し女性活躍推進法も制定された。

当金庫では2018（平成30）年に滋賀県・滋賀労働ہと「働き方改革推進

のためのแׅ連携協定」を佤結した。女性活躍の推進に関しては、前

項で記した融資事務の本部集中化もこの一であり、並行して営業活

動を担う女性ব外リーμー※のҭ成にも取り組んだ。

職員のҭ成面でも、2023（令和5）年度から新入職員のオペレーション

ݚमをアシストセンターが行う体制をスタートさせたほか、実践型のݚ

मを活発化させるなど、従来とはҟなるࢼみにチャレンジしている。

※女性渉外リーダー
ブロックごとに配置し、地域の皆様の相談相手としての
役割を担う。管理職を任命。

地域と一体となった貢献活動 

当金庫では地域貢献活動を重要な取組みと位
置付け、寄付活動を継続する一方、地域イϕント
などにも積極的に参加してきた。近年では、以下
のような動きがあった。
初開催以来、支援を続けてきたびわ湖長浜ツー
デーマーチについては、2017（平成29）年の第25

回記念式典で長浜市より感謝ঢ়がत与された。
2021（令和3）年には、全国信用金庫協会による
第24回信用金庫社会貢献賞（個人賞）を受賞し
た。当金庫職員（田川豊）が長年にわたり少年ॊ道
の指導に携わってきた活動が認められたもので
あった。
また2021年の米原市役所新庁舎竣工にあたっ
ては、木奚「石ڮのࢰ子」を寄贈した。

入庫式（2020年）

職員向けに認知症サポーター養成講座を開催（2019年）当金庫における大規模地震を想定した初動対応訓練を実施（2019年）

上司が部下のワーク・ライフ・バランスを応援する事業所として「イクボス宣言」（2016年） 2023年2月、ストライプのスカーフとグレーの制服に更新。
数々のアイテムを用意し、自由な組み合わせを可能とした

当金庫職員が信用金庫社会貢献賞（個人賞）を受賞
（2021年）

びわ湖長浜ツーデー
マーチへの貢献に対し
て感謝状が授与される

（2017年）
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� 2023年（令和５年）

地域とともに〜感謝をこめて、これからも

当金庫は2023（令和5）年10月11日、100周年の節目を迎えた。この日、

田ᬑ理事長は役職員に向け、次のようなメッセージを発した。

「当金庫は地域の金融支援にかかる強いئいのなか誕生した。その

負託に応えようと、先人達はز多の困難を乗りӽえ使命を連໖と引き継

いでこられた。これよりは当金庫の良き伝俆と精神を大切に、当地にあり

続ける存在意義をより高め、皆さんと共に変革への挑戦を続けていきた

い」。

1923（大正12）年、1,454人の会員とともに発足した当金庫は、100年目

の2023年度末時点で、会員数1万1,676人、預金量3,968億円の金融機

関へと成長した。これもภ
ㆲㆨㆆ
に、地域の皆様のご支援のࣀであった。

地域の方々をお招きし記念講演会を開催

当金庫は2023（令和5）年11月22日、400人にの΅る地域の皆様などを

お迎えし「ながしん講ԋ会」を開催した。コロナ禍を経て5年Ϳりの開催

であった。

この俓、ѫࡰに立った田ᬑ理事長は、100年への感謝とともに「当地

の発展と皆様のお役にたてる金融機関であり続けるために、ݎ実な経営

を継続し、役職員全員が精網と尽力を重ねてまいります」と決意を述

た。

講ԋ会の講ࢣには、国際ジャーナリストでタレントのモーリー・ロバー

トソンࢯを迎え、メディアでは報道されない世界・国内情勢に関する話

題が展開された。なお終了後、総代࠙談会を開催した。

当
金
庫
は
２
０
２
３
年
10
月
、

創
立
か
ら
数
え
１
０
０
周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
た
。

こ
の
１
年
間
を
通
じ
、地
域
と
お
客
様
へ
の
感
謝
を
込
め
た
記
念
事
業
を
展
開
し
た
。

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る

ながたんオレンジ
（温かさ）
湖 北に住む人々の

「温かさ」に包まれて
地域のつながりを大
切にする長女

●ながしん講演会

●総代懇談会

歓談する総代の皆様

たくさんの祝花が贈られた会場入口

挨拶する田邊理事長と役員ならびに部店長

熱弁をふるうモーリー・ロバートソン氏 閉会後には寄贈の花々を参加者へプレゼント

講演に聞き入る参加者
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地域の皆様への恩返し

当金庫は支えていただいた地域の皆様への感謝の心を表すく、100

周年記念事業を実施した。

●100周年記念マークの作成

お客様に感謝のࢥいを伝えるため記念マークを࡞成。ワッペンを全職

員がڳに付けるとともに様々な広報物を通じたࠂ知で活用した。「地域と

ともに〜感謝をこめて　これからも」とのスローガンは職員から公ืした。

●木製ベンチの製作と寄贈

地域の皆様に直楯、感謝をお伝えしたいとの目的のもと、県内の間െ

材を使用した木製ϕンチを製࡞し、長浜市・米原市の計530自治会に寄

贈。豊かなඐഀ湖をҭんできた森林を大切にしたいとのئいを込めた

事業でもあった。

●地域への寄付活動

創立100周年記念事業の一として、市立長浜病院におけるがんҩ

綒向上、図書館充実など地域の発展をئった各種の寄付を下表のよう

に行った。当金庫による寄付総ֹは600万円となり、他にながしん福祉

奉仕会から計100万円、信友会から計100万円を寄付した。

寄付先 寄付日 寄付額

西田天香生誕150年・ 
杉本哲郎生誕123年記念事業 2022年9月 長浜信用金庫1,000,000円

市立長浜病院放射線治療装置更新事業 2022年12月 長浜信用金庫1,000,000円
信友会500,000円

長浜曳山祭全山出場 2023年2月 長浜信用金庫1,000,000円

公益財団法人江北図書館修繕事業 2023年2月 長浜信用金庫1,000,000円

交通事故犯罪被害遺児育英基金ほうこう会 2023年6月 ながしん福祉奉仕会1,000,000円
信友会500,000円

長浜開町四百五十年祭奉賛事業 2023年8月 長浜信用金庫1,000,000円

長浜市6図書館 2023年9月 長浜信用金庫700,000円
信友会300,000円寄付

米原市2図書館 2023年9月 長浜信用金庫300,000円
信友会200,000円

●長浜曳山祭など地域行事へのボランティア参加

2023年4月に開催の長浜曳山祭には、本店がある地۠の春日山の曳

き手として40人を超える職員が参加。また同年11月開催のAIN（アート・イ

ン・ナガハマ）など地域行事にもボランティア参加し、地域貢献を行った。

●記念商品の発売

プレゼント付定期積金「感謝」（2023年4月〜2024年3月）、金利優۰定期預

金「あゆみ」（2023年）を発売した。

100周年を記念した商品

100周年記念ロゴマーク

AIN（アート・イン・ナガハマ）の様子

100周年を記念して作成したボールペン

令和5年度長浜曳山祭では協賛寄付も実施

交通事故犯罪被害遺児育英基金ほうこう会への寄付 公益財団法人江北図書館への寄付

市立長浜病院への寄付 長浜市図書館への寄付

100周年記念ＣＭ 「次の100年へ」篇

県産の間伐材を使用したベンチを各自治体へ寄贈
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100年の歴史から教わってきた 
堅実経営の実践

田邊：改めて当金庫の歴史を振り返りますと、長浜町
長の吉田࡞平ࢯが地域のための金融機関が必要だ

として、1923（大正12）年に創立されたのが当金庫です。

この地域では繊維産業が中心でしたが、輸出品が売

れなくなりݫしい事態となり、ޓいに助け合って乗り

ӽえようと当金庫が誕生したのです。

　戦争に向かう時代でもありました。金融業界にも偍

乱が起こり、大銀行であった近江銀行の破たんにより

当金庫も存続を危Ϳまれるほどの影響を受け、後に

理事長となる西島ঙ五郎専務理事らは、ࢲ財を投げ

打ってでも事業を存続させるという強い気持ちを持ち、

7年間無報ुで金庫存続に尽力いただきました。ま

た戦後の混乱期にも深刻な事態に直面しましたので、

当金庫は2度にわたり経営危機を経験したことになり

ます。

たちはこのような話を先ഐからฉいてҭち、とりࢲ　

わけ金融機関としての責務を全うするには、経営基盤

を確かにすることが倦Կに大事であるかを教わってき

ました。

　ॾ先ഐが営 と々築いてこられた基盤を引き継いで

の100年です。大変な努力の積み重ねがありࠓがある

ことをれてはならないとࢥっています。同時に当金

庫がࠓも存続していることは、地域の皆様のご信頼の

証であり深く感謝している次第です。

池野：地域があってࢲたちがあるということは先ഐか
ら徹底的に教え込まれました。ࢲが入庫後の四े数

年で、当金庫の支店数は倍近くになり、預金量も4倍

ほどになった一方、地域の経済も大きく変わりました。

しかし変わらないものは、お客様と'BDF	 UP	 'BDFで

相対する࢟勢です。

は先ൠ、理事長職をഈ命した次第ですが、歴代ࢲ

の役職員の皆さんが苦労してバトンを渡してくださり

。っていますࢥがあることをれてはならないとࠓ

田邊：信用金庫には全国信用金庫協会や信金中央
金庫という中央組織・機関があり、俆一した考え方や

行動をとってきたからこそ存在感を高めてきた增面が

あります。

　その上で、都市部と地方では経済の仕組みや規模

がҟなり、当金庫なりのݎ実な経営に徹してきました。

この一綰がա大なご融資はしない、無理に支店数を

増やさず、業紵拡大のみを是としないといったことで

あり、内部的には経営基盤の充実を重視するというこ

とです。

池野：ݎ実経営という観点で言え、新型コロナ禍で
の経済対策としてゼロゼロ融資（実質無利子・無担保での

融資）がありました。預金・貸出金が一時的に৳びます

から他金融機関では積極的に対応されましたが、「ご

利用者にա大な負担を強いる融資はしない」という࢟

勢に努めたことは、当金庫の根底にある経営精神を

現す一綰であり、またお客様に寄り侃うことを積み重

ねてきたからこそ、可能だったとࢥいます。

地域の未来に貢献し続ける 
金融機関であるために

田邊：ࢲたちが営業エリアとする湖北地方は、少子高
齢化によって人口が減少し、地域を支える産業も縮

小する時代を迎えているとࢥいます。

　こうした時代にあって、ࢲたちはどのような道をあゆ

むきかを考えた時、「手間Ջかける経営」という言

組に出会いました。ある信用金庫のスローガンですが、

「もっとお客様に近づきその実態の理解を深めつつ、

お役に立てることはԿかを徹底的に考えよう」という

趣旨です。

もこの考え方に共感し職員にも紹介しているのࢲ　

ですが、これはԿも目新しい考え方ではなく、当金庫

のこれまでの実践を言い換えたものだとも言えます。

多少お節介と言われようとも、お客様に親身に寄り侃

い行動することが信用金庫の存在意義です。ޮ 率の

悪いやり方ですが、手間Ջかける経営こそ、これから

の時代でもお客様とのコミュニέーションを深める大

切な指針だとࢥいます。

池野：ࢲたちは地域と共にあり、この地域を離れない
わけですが、地域の生産人口が減るこれからの時代

は、ࠓまでの100年とはҟなるステージに立つことに

なります。2023（令和5）年度は融資業務の一元化等の

組織改革も実施しましたが、人的戦絹や店舗戦絹と

いった面をさらに考える必要もあるかもしれません。

　しかしࢲたちの営業活動の基本が'BDF	 UP	 'BDF

の対面活動にあることは間ҧいありません。地域に

もっと根を張り、地域を深۷りしていくことにしか進む

き道はないと考えています。

田邊：地域に貢献できる金融機関であるために最も
大事なことは、多少のことがあっても経営危機にؕら

〉〉〉 トップインタビュー 〈〈〈

100周年に感謝し、	
さらに強固な〈ながしん〉を目指します
長浜信用金庫は2023（令和5）年10月、創立から100周年の記念すべき節目を迎えた。

101年目への道のりを歩み始めた当金庫において、
新たに経営トップに就任した田邊功会長、池野弘和理事長が、

１世紀への感謝と向かうべき未来への道筋を語る。

会長　田邊 功 理事長　池野 弘和
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使命を語る	
「まちとのあゆみ」

第６章 誇りを胸に第２世紀へ

ないだけの経営体質を築くこと、すなわち自己資本の

充実です。

当金庫の中長期的な指標としては、自己資本500億

円の達成および地域の皆様からの信頼の証である預

金量5,000億円の達成があります。これまでの経営࢟

勢を続けることができれ、そうԕくない時期に達成

できると考えています。

池野：他の金融機関はお客様のもとへ集金にうこ
とをやめていますが、当金庫では職員を再置して地

域の皆様とのឺを深めていこうとしています。その結

Ռ、お預かりする預金量も৳びているのだとࢥいます

が、一方で責任も大きくなっているわけですから、経

営の安定、自己資本の充実はࢲも重要な課題と墢え

ています。

が経営のバトンをお預かりする時間は長い歴史ࢲ　

の中では夑い期間です。しかし「経営の健全性を高め、

地域と共に生きる」という使命に象徴されるバトンを、

次の世代にしっかり渡すことが101年目からのࢲの仕

事だとࢥっています。

　地域の皆様、お取引先の皆様には、改めてご支援

ご佃Ꭺをおئい棲し上げます。

82 歴史を語る「ながしん100年のあゆみ」 	 	
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無私の精神で金庫経営を支えて

に導いた手腕とともに長く語り継がれ、当金庫が100
周年を迎えるにあたり特に記憶される所

ゆ え ん
以である。

創立間もなく迎えた経営危機
　「西島庄五郎翁は背が高く、長きにわたり和服姿を通
し、夏でも絽

ろ
の羽織を着ておられた」。これは36年もの

間、庄五郎翁に接した北村常三第４代理事長の回顧談※

であるが、一度も怒られた記憶はなく、極めて公正な判
断をし、羲理固く忍耐強く、公私の別をはっきりする人
柄であったと記されている。このことは、戦後の動乱期
に推されて、公安委員長を務めて、当地の治安維持に
尽力し市民の暮らしを守られたことにも現れている。
　庄五郎翁は37歳で当組合の専務理事となったが、
その４年後の1927（昭和2）年に金融恐慌が起こった。
当組合と密接な取引関係にあった近江銀行が休業し
たことから、当組合でも同年4月、預金などを引き出す
取り付け騒ぎが起こった。総預金額の半分強を資金
運用のため同行に預け入れており、連鎖破たんが懸
念されたからであった。当組合で支払うことができる
現金もわずかになり、「決してご迷惑をかけないから、
しばらく待ってほしいと預金者にお願いした」とは庄
五郎翁の回想である。
　近江銀行は1928年に解散に追い込まれ、当組合
は払込出資金に匹敵する額の預金切捨を被

こうむ
り、大き

な赤字を計上した。また多額の預金引き出しを受け、
経営存続が危ぶまれる事態となった。厳しい言葉で言

西島庄五郎翁の生涯
　1886（明治19）年11月、西島庄五郎は現在の長浜
市元浜町で生まれた。生家は素封家として知られ、
1917（大正6）年には、32歳の若さで長浜町の議員と
なった。
　1923年、当金庫が有限責任長浜信用組合として
創立された当初から専務理事を務め、1936（昭和11）

年に第３代組合長に就任。戦後の信用金庫への改組
後も一貫して経営の重責を担い、1967年に逝去する
まで理事長の要職にあった。
　在職期間は44年に及び、この間、30年以上にわた
り理事長（組合長）を務めた。とりわけ昭和初期の金融
恐慌時、当金庫が経営危機に瀕した際は献身的に経
営にあたり再生を成し遂げた。この業績は戦後の発展

えば、破産に等しい状態であった。

経営危機を無私の精神で乗り越える
　先行きが見えないなか、専務理事だった庄五郎翁
は日比久太郎第２代組合長ともども、資金運用を誤り
組合に損失をかけたとして私財の提供を申し出た。翁
の子息は母から「奉公に行くようになるかもわからな
いから、その覚悟をしなさい」と言い渡されたとの逸話
も残ることから、庄五郎翁は私財の全てを提供する心
づもりであった。
　申し出を受けた役員会では1929（昭和4）年1月に総
会を開き、組合員から委員を選出して協議した。この
結果、熱誠（ひたむきな真心）なる申し出は深謝するもの
の辞退し、引き続きの尽力を要請した。近江銀行の預
金切捨で損失を被った滋賀県下の組合は80余にのぼ
り、「私財補てんが先例となれば収拾のつかない事態
となっただけに、極めて賢明な判断であった」と北村
元理事長も述べている。

長浜信用金庫の発足時、初代理事長（当時は組合長）には吉田作平長浜町長が就いたが、
実質的に経営の舵取りを担ったのは専務理事の西島庄五郎であった。

庄五郎翁は大正から昭和にかけ44年の長きにわたり当金庫の経営を担い、
その生き様と精神は、役職員の範となり語り継がれている。

※回顧談 ： 『温故知新～創立50周年をむかえて～』（長浜信用金庫 1976年）より
　「近江銀行の休業と後日譚」（北村常三）

第 3 代組合長・理事長 西島庄五郎

　金融危機の収拾にあたっては、役員全員による連帯
保証のもと政府から資金が融通された。当組合の借
入資金は次第に増え40万円余にも達したが、庄五郎
翁はこれを貸付に回し、また有利な債権を買い入れ補
てんにあてるなど経営手腕を発揮し、当組合は経営再
建を果たすことができた。
　再建までは7年の期間を要した。この間、組合長、専
務理事は手弁当・無報酬を貫き、無配当であったもの
の払込出資金を切捨てることはなかった。庄五郎翁の
無私の精神が当金庫の危機を救ったのであった。

地域への貢献、その想いを継承する
　当組合は1943（昭和18）年、創立20周年記念事業と
して長浜国民学校の児童に教科書を寄贈した。発案
者は庄五郎翁であった。金融危機で組合員に多大な
迷惑をかけたことにお報

むく
いしたいとの考えからであり、

この報恩感謝の思いは1965年の滋賀湖北福祉奉仕
会設立も同じ考えに基づくものであった。
　庄五郎翁は当金庫の理事長を務めたばかりでなく、
長浜市議会議長や業界団体の長、多数の公職を歴任
した。こうした功績から緑綬褒章や藍綬褒章、勲五等双
光旭日章などを受章し、長浜市功労者にも選ばれた。
　晩年まで意気軒昂であったが、1967年8月逝去。
享年80歳であった。葬儀は当金庫と長浜市の合同葬
として大通寺（東本願寺別院）で執り行われた。
　当金庫では創立65周年記念事業の一環として庄五郎
翁の胸像を製作し、1989（平成元）年3月、本店で除幕式を
行った。全て役職員の浄財により製作したものであった。
　「地域の皆様にお報いしたい」との庄五郎翁の精
神は、当金庫経営の柱として生き続けている。

〈ながしん〉の原点

「先人から受け継ぐ心」

100年の歴史に仰ぐ
西島庄五郎精神

	 〈ながしん〉の原点「先人から受け継ぐ心」	

大通寺における長浜市との合同葬（1967年） 胸像除幕式に列席した関係者（1989年）緑綬褒章受章祝賀会（前列右から3人目：1952年）
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本誌でも触れているように、“町衆”と呼ぶにふさわしい

市民が中心となった活動がベースとなり黒壁スクエア

が生まれたのである。

信頼関係から生まれる地域づくり
　「中心市街地でのハード・ソフト両面にわたる幅広い

事業展開は、地元企業の資金支援、人的な協力関係が

あってこそ成り立つものである。その中で地元の金融機

関としての長浜信用金庫にはさまざまな支援を受けてき

た」。長浜商工会議所の理事を務めた吉井茂人氏は、当

金庫の80周年記念誌への寄稿でこのように記された。

　当金庫は長浜の街づくりにおいて、長浜市の各種委

員会に企画段階から参画してきた。また新長浜駅舎の

建設や駅前整備事業における資金支援や出資・運営協

力、商店街ファサード整備や個店への協力などに見ら

れるように、街づくりの一翼を担ってきた。先述の吉井

氏も「長浜信用金庫は企画段階からの参加が多く、そ

れだけ、地元の多くの人たちとの信頼関係が構築されて

いるといえる」と評価いただいた。

　近年の中心商店街では、観光客向けの店舗は増加し

活性化したものの、居住者や地元来街者の減少といっ

た課題も鮮明となった。長浜市では2期にわたり中心市

街地活性化基本計画を推進し、当金庫も計画策定に参

画するとともに、市街地のマネジメントを推進する長浜

まちづくり株式会社に出資・参画するなどしてきた。

　街づくりは目に見えて成果が表れるものではない。当

金庫はこれからも、いつまでも、地元の皆様との信頼関係

を広げ、深めることで、街の活性化に寄与し続けていく。

伝統と新しい文化をミックスした街づくり
　JR長浜駅の近くに広がる中心商店街。人々が行き

交った通りも、1980年代に入ると商圏が郊外に移り空

洞化が進んだ。1988（昭和63）年に大型ショッピングセン

ター（長浜楽市）が幹線道路沿いにオープンすると、先行

きへの不安がさらに広がった。

　同じ頃、商店街にあった明治期建設の建物（旧第

百
ひゃくさんじゅう

三 十 銀行長浜支店。壁が黒漆喰であったことから通称「黒壁銀

行」）の解体・売却案が浮上した。街のランドマーク的存

在がなくなることは、中心商店街の衰退にもつながる。

保存を望む強い声が上がるなか、長浜市は民間8社とと

もに第三セクター（株式会社黒壁）を設立、黒壁銀行の保

存と商店街活性化を図る事業を検討した。当金庫も出

資者の1社であった。

　日曜午後でも黒壁前の人通りはわずかで事業環境は

厳しかった。しかし、商店街と競合しないガラス工芸を軸

とした事業が構想され、1989（平成元）年、黒壁銀行を改

装した黒壁ガラス館など4施設がオープンした。この後、

ギャラリーや郷土料理など多彩な店舗からなる「黒壁ス

クエア」が形成され、エリア内の空き家や空き店舗の再

生・活用へと波及した。中心市街地への来街者は黒壁

開業の翌年（1990年）は30万人弱であったが、1995年

に100万人、2001年に200万人を突破した。

　商店街でも工夫を凝らしたアーケード大改修（大手

通り商店街）など歴史や文化を活かした街並みが形成さ

れ、長浜全体も活性化していった。当金庫もこうした街

づくりを積極的に支援した。

　黒壁の展開は商店街活性化の先進事例として全国

的に注目されたが、偶然、開花したものではなかった。

スタイリッシュに改装した「黒壁スクエア」 ガラス工芸やオルゴールなどの店、カフェなどが集まり、活気ある街並みに

地域との
あゆみ 1 商店街に賑わいを

歴史的価値があるも、老朽化が進んでいた（1988年）

多くの観光客で賑わう黒壁スクエア周辺

長く地元を支えてきた商店街（1988年）

全国に名を馳せた中心市街地の活性化
滋賀県長浜市。関西の北東部に位置するこの地方都市が紹介される時、
必ずと言ってよいほど「黒壁」という言葉とともに街づくりの成功例が語られる。
曰
いわ

く「昭和の後半、シャッター通りであった商店街が、
平成の時代になり“黒壁”を軸に年間200万人もが訪れる観光地に生まれ変わった」。
全国的に注目され、また現在も継続される街づくりにおいて、
長浜信用金庫は言わば“黒子”として多様な計画に参画し支援してきた。

街づくりに挑む伴走者として

地域とのあゆみ1 商店街に借わいを　街づくりに挑む伴槧者として
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改装したホテル業を営む米
まい

田
た

真平さんは、公務員や大

手企業で旅行ビジネスを経験した移住者でもある。合

同会社を2022年に設立し、ホテルのほか湖北の地域

資源（鮒
ふな

ずしや薬草など）を活用した事業を観光庁・文化庁

支援のもとプロデュースする。長浜の魅力は“町衆”の自

治力にあると語り、伝統行事である長浜曳山祭にも町内

会の一員として参加する。長浜は奥が深く、貴重な文化

や資源・財産が残る地域だが、後継者不在で存続が難

しいものもあると話す。

　信用金庫の営業エリアは限定した地域に定められ

る。だからこそ当金庫は、この地域の皆様と顔の見える

関係を築き、その縁を深めるべく努めてきた。他の金融

機関にはない強みをもとに、これからも当金庫は湖北地

域の末永き発展のため心血を注いでいく。

※予測：中小企業庁「中小M&Aガイドライン」（2020年）では、2025年までに平均引
　退年齢の70歳を超える中小企業・小規模事業者の経営者は約245万人、うち約半数
　の127万人が後継者未定と見込まれるとした。

るなかで事業譲渡を選択された。従業員の継続雇用と

取引先の継続を絶対条件として相談を受けた当金庫で

は、あくまでも地域内での承継を追求し譲渡先の選定

に当たった。そして信用金庫業界のM＆A専門会社であ

る信金キャピタルと連携し、2023（令和５）年に事業承継

を実現させた。同社社長からは「非常に迅速に動いても

らった」との言葉もいただき、優れた技術を絶やすことな

く地域内で引き継ぐことができた。

　食品加工技術を蓄積し、世界から原料を仕入れ全

国へ販売してきたB社（本社・長浜市）の事業承継に当たっ

ては、当金庫は同時に事業の磨きあげ（経営改善）にも関

わった。高齢化による経営者の社内交代にともなうもの

であり、策定した事業承継計画書には課題・問題の抽

出、計画の基本方針、具体的戦略を盛り込み、経営・財

務体質の改善に寄与することができた。

地域での創業を支援し応援する
　地域経済の活性化に当たっては事業が円滑に引き継

がれていくとともに、新たな事業が興ることも重要であ

る。当金庫は2017（平成29）年度から創業助成金制度を

設け、飲食業や美容業、建設業、福祉業など多様な業

種の創業支援に携わってきた。その数は2022（令和４）

年度までに70件を超える。

　初めての助成金贈呈者となった伊吹典子さんは地

元出身、長浜中心街で料理店を営む。開店に当たって

の事業計画づくりでは、当金庫からの指摘もあり見通

しの甘さを痛感し、改善することができたと話す。コロナ

禍では店を閉めざるを得ず、ひたすら店内を磨き上げる

日々も経験したが、開店6年目のいま、9人のスタッフで

切り盛りする繁盛店となった。常連客によると、豊富なメ

ニューの美味しさに加え、気配りにあふれた伊吹さんの

人柄も人気の秘密だという。

　古
こ

刹
さつ

である大通寺の門前町で、伝統的町屋を保存・

事業の円滑な引き継ぎを支援する
　日本経済を支える中小企業や小規模事業者は、経営

者の高齢化により後継者が決まらず“大廃業時代”を迎

えるとも予測※される。廃業となれば雇用が失われ取引

関係が断絶し、ひいては地域経済に大きな影響を与え

る。また優良な経営資源が活用されないまま喪失するこ

とにもなるため、事業承継は大きな社会課題とされる。

　当金庫でも事業承継に関する取組みに注力してき

た。営業エリアには独自技術や蓄積した専門技術によっ

て全国区で活躍する事業所も多い。その１社であるA

社（本社・長浜市）は、異種金属を接合する技術によって先

端分野で注目を集めている。同社社長は後継者不在の

ため事業承継を模索されていたが、複数の選択肢があ 町屋ホテル「和乃リトリートひといき」（写真左、右）

地域との
あゆみ 2 課題解決に挑む

未来に向けたコンサルティング機能の発揮
「中小企業の健全な発展」「地域社会繁栄への奉仕」「豊かな国民生活の実現」。
信用金庫が50年以上にわたり脈々と受け継いできた3つのビジョンである。
地域経済の要となる中小企業や事業者が持続した発展を遂げるために、
長浜信用金庫は課題解決に向けたコンサル機能の強化に努めてきた。

地域の経済を次代へつなげる

お酒菜処「季咲」（写真左、右）

米田真平さん：「合同会社ひといき」代表社員。店舗として「和乃リトリート
ひといき」（薬草サウナ付きなどタイプが異なる町屋ホテル３棟）、発酵バル

「コナレル」などを開設。地域情報を発信するWEBマガジンも編集する。

伊吹典子さん：お酒菜処「季
き

咲
さく

」を開設。敦賀まで魚類を仕入れに
行くなど素材を活かした旬のメニューが人気。フレンチレストラン
で勤めた経験を持つ。店舗は観葉植物があふれる隠れ家的存在。

地域とのあゆみ2 課題解決に挑む　地域の経済を次代へつなげる
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郷土への誇りと愛着を胸に
　長浜の街づくりの原動力は、多様な人々が自らの得

意分野で協力し合い、それを市民の力が支えてきたこと

にあった。こうした活動が人と人を結び付け、世代をつ

なぐ新たな交流を生み出してきた。

　全国には2023年９月現在254の信用金庫がある。地

域の繁栄という同じ使命のもとで誕生した信用金庫で

はあるが、地域の歴史、風土、経済が異なるように、それ

ぞれ独自の信金文化を育んできた。

　当金庫が育んできた“ながしん文化”の背景には、地

域の皆様と培ってきた郷土への強い想いがある。信用

金庫は地域と共に存在する。長浜信用金庫はこの郷土

を誇りとし、これからも地域の皆様と共にあゆみ続ける。

の案内役などとして、多数の当金庫職員がボランティア

活動に参加した。これは一例に過ぎず、当金庫の職員は

長年にわたりさまざまな活動に携わってきた。

　当金庫職員が本格的にボランティアに取り組む契機

ともなったのが、1987（昭和62）年に始まったアート・イ

ン・ナガハマ（略称AIN：アイン）である。秋の2日間、全国か

らアーティストが集まり、市街地一帯を会場として作品

を展示し、来街者と交流する。37回目となった2023年

は130組を超えるアーティストが参加、ライブイベントな

ども実施され多くの来街者を集めた。

　AINは市民による手づくりイベントとして始まり、当初

は長浜城がある豊公園自由広場を会場として開催され

た（1993年から市街地に変更）。米国の青空芸術市をヒント

に、「秀吉公時代の楽市楽座を、芸術の視点で再興でき

ないか」といった発想から生まれたとされる。AINの別

名でもある「長浜芸術版楽市楽座」の所以である。

　この構想に関わり実現に向けて奔走したのは、街づく

り勉強会に自主的に参加した市民であった。自営業主、

商店主、市の職員、教員など、さまざまな職業を有するメ

ンバーから構成され、当金庫の職員も参加し、中心メン

バーの１人として運営に継続的に参加してきた。当金庫

も協賛者として大きな役割を担ってきた。

地域での活動を促す意識の醸成
　ＡINの大きな特徴は、官製イベントではないだけに多

くの市民が関わっていることにある。広い会場の設営、

参加アーティストとの交流会での郷土料理の提供、閉

会後の片付けや清掃など、イベント実施時には200人を

超える市民が関わるという。当金庫でも早期から多くの

職員が運営に参加してきた。近年は職員の2割に相当す

る40人ほどが参加し、受付や案内などの役割を担って

いる。

　AINの立ち上げ段階から参加し、現在も運営メン

バーとして携わる当金庫の元職員で常務理事を務めた

山﨑俊男氏は、「地域に役立つことには積極的に参加す

るようにとの理事長の奨励があったことが大きかった」

と振り返る。第1回AIN開催時は森忠雄理事長であっ

たが、地域活動への参画は歴代理事長に受け継がれる

大きな経営方針でもある。各地域における自治会活動

にも、当金庫職員は積極的に参加している。

街に賑わいを興すイベントの創出
　当金庫が100周年を迎えた2023（令和５）年、春には

長浜曳山祭の曳き手として、秋には長浜出世まつりなど

地域との
あゆみ 3 ボランティアとして

浜ちりめんのふるさとを彩る「長浜きもの大園遊会」

金融業務にとどまらない地域への貢献
長浜信用金庫は1960年代に滋賀湖北福祉奉仕会（現・ながしん福祉奉仕会）を設立、
基金を積み立て地域福祉の向上を願って寄付活動を続けてきた。
一方では、さまざまな地域活動やイベントを支援・協賛するとともに、ボランティアとしても積極的に参加してきた。
地域を元気にする活動に励む、その源には郷土への誇りと愛着がある。

私たちも郷土の一員であるからこそ

ボランティアとして様々な地域活動に関わる

運営など中心メンバーとして携わる（2012年）

AIN期間中はアーティストや観客が全国から訪れる

郷土が誇る「長浜曳山祭」では、曳き手として参加

地域とのあゆみ3 ボランティアとして　ࢲたちも郷土の一員であるからこそ



信友会の活動

主な行事と地域貢献活動

1963（昭和38）年
信友会設立

1965（昭和40）年
秋ق体ҭ大会開催
大ࡕ・中座への観ܶ綆行

1967（昭和42）年
親ກ野ٿ大会開催
大ࡕ・梅田コマܶ場へ観ܶ綆行

1969（昭和44）年
この年から「さよならパーティー（年会）」
を開催

1970（昭和45）年
ボウリング大会実施

1972（昭和47）年
宇治平等院w倇良ドリームランド綆行

1974（昭和49）年
ひらかたパーク綆行

1978（昭和53）年
設立15周年記念パーティー開催

1981（昭和56）年
おসいバラエティショー�Վ絇ショー観ܶ

1985（昭和60）年�
長年のื金活動に対し滋賀県共同ื金会
より感謝ঢ়त与
長浜市立長浜北小学校にて大運動会を
開催

1989（平成元）年
設立25周年記念パーティー開催

1989（平成元）年
北村常三元相談役より1,000万円が寄贈
され信友会特別基金設立

1993（平成5）年
設立30周年記念パーティー開催
30周年を記念し、1市3܊の交通安全協会
に対し横夝1,000ض本、横夝ضऩ納俄
100本を寄贈
ドッジボール、グランドΰルフ大会実施

1994（平成6）年
サマーフェスティバル開催

1995（平成7）年
に対して義援金のඃࡂ神・夎緔大椁ࡕ
を寄付

1996（平成8）年
手話教ࣨ開催

1997（平成9）年
豊
ㆻㆄ
公Ԃの空き؈रい活動実施

1999（平成11）年
この年から「AIN（アート・イン・ナガハマ）」にボ
ランティア参加

2001（平成13）年
滋賀県主催のඐഀ湖一楙清槎に参加
この年から「びわ湖長浜ツーデーマーチ」
にボランティア参加

2002（平成14）年
森夿雄元相談役より500万円寄贈
全店舗周辺一楙清槎
よしもとバラエティショー観ܶ

2003（平成15）年
信友会40周年記念パーティー開催
交通事ނඃ者遺児ҭ英基金「ほうこう
会」に50万円寄付
映画鑑賞会開催

2004（平成16）年
新春よしもとバラエティショー観ܶ

2006（平成18）年
びわ湖・水ルネッサンス水ڥ市民の集い
にボランティア参加
さよならパーティー開催

2008（平成20）年
豊公Ԃで開催の「侽りの森」にボランティ
ア参加（翌年も参加）

2009（平成21）年
長浜きもの大Ԃ紦会にボランティア参加

信友会は１96３（昭和３8）年、職員の総意を反映し、当金庫の健全で民主的な発展を助長し、
併せて職員相互の親睦を図るとともに人格の陶

と う

冶
や

と識見の向上を目的として設立された金庫
内組織です。２0２３（令和５）年に60周年を迎えました。

当金庫は創立以来、一貫して健全経営を旨とし、地域金融機関として地元に奉仕するととも
に顧客との信頼関係を築き伝統を育むことに努めてきました。

信友会においても明るい職場づくりに努めることは無論のこと、地域社会との連帯を強め
るため自主的な地域貢献活動を推進するほか募金活動や寄付活動を行っています。また当金
庫内の各種クラブ活動に助成金を支給し、職員の親睦を深めるとともに研鑚を図っています。

びわ湖長浜ツーデーマーチ

サマーフェスティバル

AIN（アート・イン・ナガハマ）

信友会40周年記念パーティー

さよならパーティー

ボウリング大会

手話教室 映画鑑賞会

野球部

献血ボランティア

救急救命講習
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地域を語る	
「店舗のあゆみ」
（情報は2023年10月11日現在）

琵琶湖一斉清掃

信友会の活動

2010（平成22）年
ඐഀ湖一楙清槎参加　　

2011（平成23年）年〜2014（平成26年）年
ボウリング大会および映画鑑賞券

2015（平成27）年
「木下大サーΧス」京都公ԋの前売券助
成

2016（平成28）年
「μイナランドゆりԂ」の入場無料券付

2017（平成29）年
長浜市放課後児童クラブへ本を寄贈

2018（平成30）年
新春ボウリング大会・新春食事会実施
長浜きもの大Ԃ紦会にボランティア参加

2020（令和2）年
新型コロナ禍でイϕントなど中ࢭ
地元事業者支援を݉ねて特別給付金を
支給（会員一人あたり3回計3万5,000円支給）

2021（令和3）年
特別給付金を支給（会員一人あたり3回計3万
円支給）

2022（令和4）年
市立長浜病院へ50万円、ほうこう会へ50
万円を寄付（計100万円）
長浜曳山祭にボランティア参加

2023（令和5）年
信友会設立60周年を記念し長浜市立図
書館へ30万円と図書92、米原市立図
書館へ20万円と図書76を寄付（計50万
円、図書168寄付）

図書館主催のおはなし会やイϕントスタッ
フにボランティア参加
第1回槡野川の郷ティラノサウルスレース
に参加
60周年記念ボウリング大会・食事会実施
長浜開町450周年記念長浜曳山祭
全山出場にかかり山曳きボランティア参加

2024（令和6）年
全国山台保存連合総会 長浜大会開
催にかかりボランティア参加

茶摘みボランティア

第51回近畿地区信用金庫野球大会（2022年10月
16日）出場

ながしんランナーズ

長浜きもの大園遊会

全国山鉾屋台保存連合総会

ながしん お箏クラブ
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本店営業部   店舗コード：002　開設：1923（大正12）年10月 
所在地：長浜市元浜町3番３号　TEL：0749-63-3321

市立長浜病院出張所   店舗コード：015　開設：1996（平成８）年5月 
所在地：長浜市大戌亥町313番地　TEL：0749-65-7755

エリア探訪
長浜曳山祭や黒壁スクエアが地元中

心商店街の活性化に貢献を果たし、近
年ではマンション兼用の商業施設も建
設されるなど市街地再生が図られてい
ます。

当部では長浜曳山祭にボランティア
参加するほか、町内の河川清掃活動や
交通安全指導に参加するなど、地域事
業への人材投入も積極的に実施してい
ます。

当部のあゆみ
1923.	10	● 	有限責任長浜信用組合として長浜市大

宮町にて事業開始
1927.	 5	● 	事務所を元浜町	چ西本町
に移転
1956.	12	● 	本店を現在地に移転
1973.	11	● 	本店新築
1979.	11	● 	CD一号機設置
1981.		3	● 	最初の店外CD	市立長浜病院
開設
1981.	10	● 	店外ATM	長浜市役所
開設
1996.		5	● 	市立長浜病院出張所開設
1999.	 7	● 	投資信託の取扱開始
2012.	11	● 	本店壉椁工事完了
	 	● 	マルチビジョン設置
2014.	12	● 	市役所新庁舎店外ATMオープン
2022.	̓ 	● 	ローΧウンターに改槦、ロビーをリニュー

アル
2023.	 6	● 	当部預金量800億円達成

歴代営業部長
北川勘次（1963.7〜）／森夿雄（1967.10〜）／山内一好（1969.11〜）／൧田ᢛ史雄（1972.5〜）
／岩낳뵠俊雄（1985.5〜）／清水善值（1991.4〜）／川瀬平（1997.5〜）／松村義美（1999.2d）
／安賀正男（2001.4〜）／野中孝雄（2003.6〜）／梅本哲男（2005.6〜）／髙ڮ利幸（2009.5〜）
／北川直值（2010.7〜）／藤居正一（2016.7〜）／安野重幸（2020.7〜）

歴代出張所長
福永礎（1996.3〜）／杉野榮一（1998.4〜）／児ۄՅ明（1999.2〜）／赤堀美智雄（2002.2〜）／
大音壺治郎（2004.7〜）／松田良（〜2005.6）ݑ／川部孝（2008.7〜）／池田फ弘（2009.5〜）／
낫먜保寺哲（2011.4〜）／梅原俿司（2012.7〜）／前川正行（2014.7〜）／宇治原隆（2018.7〜）
／平居孝太郎（2019.7〜）／田中৳一（2020.7〜）

地域の持続的な発展に向け、母店の使命を果たす
当部は旧市街中心部13町の事業所および約4,000世帯を

営業エリアとするとともに、地区外の数多くの事業所とも取引
しています。

当金庫の営業店15店舗（出張所含む）の母店であることを

認識し、狭域での高密度営業を展開しています。地元密着
の金融仲介機能を発揮するなど最善を尽くし、地域経済の
発展・活性化に向けた社会的使命を果たしていきます。

長浜曳山祭

本店営業部

市立長浜病院出張所
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三ツ矢支店   店舗コード：003　開設：1929（昭和4）年10月 
所在地：長浜市三ツ矢元町8番26号　TEL：0749-62-6070 木之本支店   店舗コード：004　開設：1952（昭和27）年8月 

所在地：長浜市木之本町木之本1557番地　TEL：0749-82-3424

エリア探訪
浄土真宗大谷派別院大通寺、天台宗

真盛派知善院、1000年の歴史がある長
浜八幡宮など由緒ある寺院や神社があ
り、年間を通じ多数の観光客が拝観され
ます。　

一方、湖岸道路が拡張整備されたほ
か、大手スーパーなどの新規出店や既存
スーパーの新築改装などが進み、さらな
る活性化が期待されています。　

エリア探訪
羽柴秀吉と柴田勝家が覇権を争った

戦いの戦場跡「賤ヶ岳古戦場」。羽衣
伝説や菊石姫伝説が残る神秘の湖「余
呉湖」。紅葉の名所として多くの人が散
策に訪れる「鶏足寺」。眼の仏様として
著名で大縁日には全国各地から参拝客
が訪れる「木之本地蔵院」。このように
当エリアには多くの観光スポットが集積
しています。

支店のあゆみ
1929.	10	● 	三ツ矢出張所開設
1951.	 4	● 	三ツ矢支店に昇格
1968.	11	● 	現在地に新築移転
1984.	 2	● 	店外ATMをフタバϠ長浜店に設置
2018.	 9	● 	店舗改槦
2018.	11	● 	新築移転50周年運動を実施

歴代支店長
山下俊雄（1962.10〜）／浅山๕낫먜（1963.7〜）／൧田
ᢛ史雄（1969.7〜）／浅山๕낫먜（1972.5〜）／Ԟ田孝
（1976.6〜）／清水善值（1979.7〜）／浅山๕낫먜（1981.4
〜）／川瀬平（1985.5〜）／川村義夫（1987.4〜）／中
澤正実（1991.4〜）／桂田全啓（1994.2〜）／松村義美
（1997.5〜）／安賀正男（1999.2〜）／武藤清和（2001.4
〜）／藤居伝逸（2002.7〜）／髙ڮ利幸（2003.6〜）／
竹中滋ↅ（2006.6〜）／北川直值（2009.5〜）／矢野三
知夫（2010.7〜）／下村裕彦（2013.5〜）／雨森則雄
（2015.5〜）／֯田ๆ治（2017.6〜）／井上豊治（2019.7
〜）

支店と地域のあゆみ ◯：地域事項
1952.	 8	● 	木值本支店開設
1978.	 5	● 	現在地に移転
1998.	11	◯ 	高月町に北近江リκートオープン	
2002.	 8	● 	支店開設50周年
2010.	 1	◯ 	木值本町など長浜市と合併
2014.	11	◯ 	妌坂バイパス全榑開通
2021.	 4	◯ 	木值本町に長浜伊߳ツインアリーナグラ

ンドオープン

歴代支店長
山内一好（1962.10〜）／川口陸郎（1963.7〜）／山下
俊雄（1967.7〜）／൧田ᢛ史雄（1968.2〜）／Ԟ田孝
（1969.7〜）／清水善值（1974.4〜）／岩낳뵠俊雄（1979.7
〜）／川村義夫（1984.2〜）／桂田全啓（1987.4〜）／中
澤正実（1989.4〜）／川瀬平（1991.4〜）／川村隆司
（1995.2〜）／武藤清和（1997.5〜）／青井一彦（2001.4
〜）／竹中滋ↅ（2002.2〜）／北川直值（2006.7〜）／池
野弘和（2009.5〜）／尾木雄二（2012.5〜）／藤居正一
（2014.7〜）／神谷正彦（2016.7〜）／宮川恒人（2018.7
〜）／寺脇裕幸（2021.7〜）／前田正隆（2023.4〜）

さらに地域で信頼され、必要とされる金融機関に
当店は長浜市西北部の約4,700世帯（人口12,000人弱）を対

象に営業展開しています。近年は郊外へ移転される事業所も
増え、個人を中心とした取引が増えるなか、祇園町方面では分
譲宅地開発が盛んに行われるなど住宅新築も進んでいます。

当店は信用金庫の強みである「Face to Face」の実践に
努め“信金ファン”を増やしていきます。

地域とともに、感謝をこめて、これからも
開設から70年余を経て、営業エリアは木之本町から余呉

町、西浅井町へ広がりました。近年はエリア全体で人口減
少や後継者不足などが課題とされるなか、木之本町の若
手経営者を主体に様々な地域の盛り上げイベントが企画さ

れ、また余呉町で始まった新たな活性化事業も注目されます。
当店は地域の盛り上げに職員が積極的に参画するほか、

これまで以上に地域に必要とされる金融機関を目指し全員
参加型営業を実践します。

長浜八幡宮 余呉湖
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七条支店 	  店舗コード：005　開設：1955（昭和30）年8月 
所在地：長浜市七条町字東三反田447番地の1　TEL：0749-62-7221

エリア探訪
戦国時代の知将・石田三成の生誕

地・長浜市石田町は、三成ファンの聖
地として歴史愛好家が訪れ、11月には
三成祭が営まれます。また、秀吉との出
会いの場（三献の茶）の逸話が残る大原
観音寺が米原市朝日町にあります。三
成の旗印が「大一・大万・大吉」（一人
が万民のため万民は一人のために尽く
せば天下の人々は幸福に）です。

支店と地域のあゆみ ◯：地域事項
1955.	 8	●七条支店開設
1965.	 7	◯伊吹山ドライブウェイ全面開通
1980.	 4	◯北陸自動車道長浜IC開通
1980.	10	●現在地へ新築移転
1980.	—	◯加納・西上坂工業団地の形成
1996.	—	◯ 	長浜市による東上坂工業団地竣工
2002.	 3	◯新横山トンネル開通
2016.	 3	◯新観音坂トンネル開通

歴代支店長
小林重蔵（1962.10〜）／川口陸郎（1967.7〜）／古
澤善隆（1968.10〜）／北川司羽男（1972.5〜）／古
澤善隆（1976.6〜）／国友一衛（1982.3〜）／桂田全
啓（1985.5〜）／多賀太四郎（1987.4〜）／松村義
美（1990.4〜）／	横田幸造（1994.2〜）／安賀正男
（1996.3〜）／清水重幸（1999.2〜）／大谷隆（2001.４
〜）／梅本哲男（2002.2〜）／清水孝一（2005.7〜）／
福永礎（2006.7〜）／伊吹誠（2009.5〜）／藤居正一
（2011.4〜）／大依裕治（2014.6〜）／井上豊治（2017.6
〜）／寺脇裕幸（2019.7〜）／前田正隆（2021.7〜）／赤
井靖（2023.4〜）

「大
だ い い ち

一 大
だ い ま ん

万 大
だ い き ち

吉」の精神で地域を元気に
営業エリアは、北陸自動車道より以東の長浜と米原の2市

にまたがります。長浜エリアの多くは農業振興地域ですが、
複数の工業団地が形成され新築移転も目立ちます。米原エ
リアは、伊吹山の天然資源や観光資源を活用した経済圏が
形成されています。両エリアとも人口減少が避けられないな

か、地域・業界を牽引する企業やブランド力を持つ事業所も
数多く存在します。

当店は「共存同栄」の理念のもと地域の課題と真摯に向き
合い、お客様の将来に「つなげる」営業活動に情熱を持って
取り組んでいきます。

石田三成像（石田会館）

米原支店 	  店舗コード：006　開設：1959（昭和34）年3月 
所在地：米原市下多良一丁目100番地　TEL：0749-52-3131

エリア探訪
米原市は交通都市とも言え、鉄道網

により関西・中京圏へのアクセスが良
好のほか、道路網でも国道や高速道路
が分岐し結節点の役割を果たしていま
す。米原曳山まつりも有名で、歴史・文
化・自然が共存する町です。当店は「ま
いばらノリ乗りフェス」にボランティア参
加するなど地域密着の活動を推進して
います。

支店と地域のあゆみ ◯：地域事項
1959.	 3	●米原支店開設
1986.	11	●現在地へ新築移転
2005.	 2	◯ 	米原町・山東町・伊吹町が合併して米原

市が誕生
2005.	10	◯ 	近江町が米原市と合併
2009.	 3	●支店開設50周年
2021.	 5	◯米原駅東口に米原庁舎が開庁

歴代支店長
川口陸郎（1961.5〜）／山下俊雄（1963.7〜）／小林
重蔵（1967.7〜）／川口陸郎（1968.10〜）／茂森輝
男（1970.5〜）／岩낳뵠俊雄（1974.4〜）／北川司羽男
（1976.6〜）／岩中利秀（1978.7〜）／川村義夫（1981.6
〜）／多賀太四郎（1984.2〜）／松村義美（1987.4〜）／
堤範夫（1990.4〜）／川村隆司（1991.4〜）／武藤清和
（1995.2〜）／清水重幸（1997.5〜）／藤居伝逸（1999.2
〜）／小倉伊左男（2000.4〜）／清水孝一（2003.6〜）／
杉野榮一（2004.10〜）／宮竹茂樹（2006.6〜）／小倉
伊左男（2008.9〜）／雨森則雄（2009.5〜）／大依裕治
（2011.4〜）／宇治原隆（2014.7〜）／寺脇裕幸（2017.6
〜）／田川豊（2019.7〜）／山慗琸𥔎司（2021.7〜）／東野
孝（2023.4〜）

コミュニティマネージャーとして地域に良い循環を
当店の営業エリアは旧米原町と彦根市の一部で個人取引

が主体です。米原は交通の要所であるものの駅周辺は商業
施設が少ない状況でしたが、近年は西口方面で大規模な分
譲地開発が進展中で発展が期待されます。

当店は信用金庫の独自性・特性を活かしながら、お客様
や地域の成長・発展に役立つ取組みにより存在意義を高
め、地域に必要とされるコミュニティバンクであり続けること
を目指しています。

米原曳山まつり
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七条支店 	 	店舗コード：005　開設：1955（昭和30）年8月	
所在地：長浜市七条町字東三反田447番地の1　TEL：0749-62-7221

エリア探訪
戦国時代の知将・石田三成の生誕

地・長浜市石田町は、三成ファンの聖
地として歴史愛好家が訪れ、11月には
三成祭が営まれます。また、秀吉との出
会いの場（三献の茶）の逸話が残る大原
観音寺が米原市朝日町にあります。三
成の旗印が「大一・大万・大吉」（一人
が万民のため万民は一人のために尽く
せば天下の人々は幸福に）です。

支店と地域のあゆみ ◯：地域事項
1955.	 8	●七条支店開設
1965.	 7	◯伊吹山ドライブウェイ全面開通
1980.	 4	◯北陸自動車道長浜IC開通
1980.	10	●現在地へ新築移転
1980.	—	◯加納・西上坂工業団地の形成
1996.	—	◯ 	長浜市による東上坂工業団地竣工
2002.	 3	◯新横山トンネル開通
2016.	 3	◯新観音坂トンネル開通

歴代支店長
小林重蔵（1962.10〜）／川口陸郎（1967.7〜）／古
澤善隆（1968.10〜）／北川司羽男（1972.5〜）／古
澤善隆（1976.6〜）／国友一衛（1982.3〜）／桂田全
啓（1985.5〜）／多賀太四郎（1987.4〜）／松村義
美（1990.4〜）／	横田幸造（1994.2〜）／安賀正男
（1996.3〜）／清水重幸（1999.2〜）／大谷隆（2001.４
〜）／梅本哲男（2002.2〜）／清水孝一（2005.7〜）／
福永礎（2006.7〜）／伊吹誠（2009.5〜）／藤居正一
（2011.4〜）／大依裕治（2014.6〜）／井上豊治（2017.6
〜）／寺脇裕幸（2019.7〜）／前田正隆（2021.7〜）／赤
井靖（2023.4〜）

「大
だいいち

一 大
だいまん

万 大
だいきち

吉」の精神で地域を元気に
営業エリアは、北陸自動車道より以東の長浜と米原の2市

にまたがります。長浜エリアの多くは農業振興地域ですが、
複数の工業団地が形成され新築移転も目立ちます。米原エ
リアは、伊吹山の天然資源や観光資源を活用した経済圏が
形成されています。両エリアとも人口減少が避けられないな

か、地域・業界を牽引する企業やブランド力を持つ事業所も
数多く存在します。

当店は「共存同栄」の理念のもと地域の課題と真摯に向き
合い、お客様の将来に「つなげる」営業活動に情熱を持って
取り組んでいきます。

石田三成像（石田会館）
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醒井支店 	 店舗コード：007　開設：1964（昭和39）年3月 
所在地：米原市醒井560番地　TEL：0749-54-1066

エリア探訪
醒井地区には地名の由来ともなった

「居醒の清水」を源流とする地蔵川が
流れ、「梅花藻」が有名で観光客で賑わ
います。醒井養鱒場は歴史あるマス類
の養殖施設で「渓流魚の里」として知ら
れます。

上丹生地区は「木彫りと仏壇の里」と
して知られ、伝統の技を受け継ぐ職人さ
んたちが集まり暮らす地域です。

支店と地域のあゆみ ◯：地域事項
1964.	 3	●楖井出張所として開設
1972.	 9	●支店に昇格
1979.	12	●楖ヶ井駅前から現在地へ新築移転
2005.	 2	◯ 	米原町・伊吹町・山東町が合併し米原市

が発足
2014.	11	●支店開設50周年

歴代支店長
西田利平（1969.3〜）／北川司羽男（1969.7〜）／岩脇
俊雄（1972.5〜）／吉川ኍ太郎（1974.5〜）／国友一衛
（1978.7〜）／川瀬平（1982.3〜）／中澤正実（1985.5
〜）／山崎英士（1989.4〜）／中川夿雄（1992.4〜）／中
川孫彦（1995.2〜）／野村重喜（1998.4〜）／竹中滋ↅ
（2000.4〜）／中山良雄（2002.2〜）／福田壑弘（2004.7
〜）／小倉伊左男（2008.7〜）／改田ീ郎（2009.5〜）／
宇治原隆（2011.4〜）／֯田ๆ治（2014.7〜）／낫먜保俊
文（2017.6〜）／東野孝（2019.7〜）／池野ߒ文（2020.7
〜）／髙田光規（2022.4〜）／法山照人（2023.4〜）

「ふれあい」を大切に地域と共に
醒井地域は、古くから中山道の宿場町（柏原宿や醒井宿）

として栄え、旧街道沿いには今も風情ある街並みが残りま
す。木彫りや仏壇仏具の製造、開業時は東洋一を誇った醒
井養鱒場の関連事業が栄えた土地柄で、現在は国道21号

や名神高速道路・北陸自動車道が分岐する交通の要衝です。
当店は感謝の気持ちを忘れず、より多くのお客様と接し、

地元地域の皆様と共に歩み、存在感のある店舗を目指し全
力で取り組みます。

梅花藻

南支店   店舗コード：008　開設：1978（昭和53）年12月 
所在地：長浜市平方町892番地の３　TEL：0749-63-9555

エリア探訪
長浜地方卸売市場は鮮度の高い生

鮮食品などを豊富に揃える「湖北の台
所」です。湖岸周辺では道の駅のほか
新たにグランピング施設もオープンし、
都市部からの観光客やビワイチサイクリ
ングの利用客を集めています。また村
落領主の屋敷跡として下坂氏館跡が残
り、戦国時代を思わせる屋敷構えから
国史跡に指定されています。

支店と地域のあゆみ ◯：地域事項
1978.	12	●倕支店開設
1987.	10	◯支店前の国道8号が県道へ変更
1990.	 5	◯ 	Է売市場が田村町へ移転。公営市場長

浜地方Է売市場として開場
1990.	−	◯大型分譲開発が進み周辺人口が急増
1995.	 1	◯ 	Է売市場楪に長浜市初の大型マンショ

ン竣工
2003.	 4	◯長浜バイオ大学が田村町に開校
2014.	−	◯ 	田村町の市街化۠域編入により壨地分

譲開発開始。10年間にわたる田村駅整
備計画が開始

2021.	−	◯ 	ドラッグストアなどが進出、商業化が進む

歴代支店長
岩낳뵠俊雄（1978.12〜）／川瀬平（1979.7〜）／古澤
善隆（1982.3〜）／山田敏美（1986.2〜）／中川夿雄
（1989.4〜）／中川孫彦（1992.4〜）／野中孝雄（1995.2
〜）／大谷隆（1999.2〜）／杉野榮一（2001.4〜）／伊
吹誠（2004.7〜）／清水孝一（2006.7〜）／伊藤義弘
（2008.7〜）／池田फ弘（2011.4〜）／宮川恒人（2013.5
〜）／井上豊治（2015.5〜）／安野重幸（2017.6〜）／
前田正隆（2019.7〜）／赤井靖（2021.7〜）／多賀昭弘
（2023.4〜）

心に響く支援をモットーに全員営業を推進
長浜市南部を営業エリアとして開設された当店は、移転前

の卸売市場やちりめん産業など個人取引を中心にスタート
しました。1990年代以降は新興住宅地が形成され、施設整
備や商業施設の出店も進み、アパートやマンションなども建

設され世帯・人口ともに増加傾向にあります。
当店では取引先の心に響く支援をモットーにきめ細かな

サービスの向上に努め、ネット取引の推進などにも取り組ん
でいきます。

下坂氏館跡
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神照支店 	 店舗コード：009　開設：1981（昭和56）年9月 
所在地：長浜市神照町696番地の3　TEL：0749-63-3833

エリア探訪
国友町は最盛期には70軒の鍛冶屋

と500人以上の職人で賑わった一大鉄
砲産地です。1987年に火縄銃専門の 
ミュージアム「国友鉄砲ミュージアム

（国友鉄砲の里資料館）」が開館、約
50挺の火縄銃が展示され、火縄銃の歴
史が学べます。火縄銃体感コーナーや
当時の鉄砲鍛冶の様子を知るミニシア
ターもあります。

支店と地域のあゆみ ◯：地域事項
1981.	 9	●神照支店開設
1987.	10	◯長浜バイパスが国道8号に指定
1996.	 3	●支店預金量100億円達成
2016.	−	●支店開設35周年感謝運動の実施
2023.	 3	●支店預金量200億円達成

歴代支店長
桂田全啓（1981.9〜）／富田進牟（1985.5〜）／堤
範夫（1987.4〜）／安賀正男（1990.4〜）／小西敏
一（1992.11〜）／清水重幸（1994.2〜）／藤居伝逸
（1997.5〜）／中山良雄（1999.2〜）／秋野喜낫먜夫
（2002.2〜）／堀田正和（2003.6〜）／伊藤義弘（2004.7
〜）／藤居正一（2006.7〜）／矢野三知夫（2007.6〜）
／宮川恒人（2010.7〜）／神谷正彦（2013.5〜）／三家
重人（2016.7〜）／田邉勇次（2018.7〜）／낫먜保俊文
（2019.7〜）／多賀昭弘（2021.7〜）／髙田光規（2023.4
〜）

課題解決を通じ地域金融機関の役割を果たす
当店は旧長浜市北部の10町を営業エリアとして開設され

ました。当初は農村地帯でしたが、長浜バイパスが国道8号
に指定されたこともあり、宅地開発が進むとともに飲食店や
小売業などの進出が盛んとなりました。

当店は個人取引が主体です。1人でも多くのお客様と会話
を重ね、課題解決に取り組むとともに、地域経済の発展と幸
せ豊かな生活の実現に向け地域金融機関としての役割を果
たしていきます。

国友鉄砲ミュージアム

高月支店 	 店舗コード：010　開設：1984（昭和59）年4月 
所在地：長浜市高月町高月598番地　TEL：0749-85-4141

エリア探訪
高月町など長浜市北部では観音像が

守り継がれ、国宝や国指定重要文化財
などに指定された著名な観音像も数多
くあり、｢観音の里｣ として多くの観光客
が拝観されています。毎年開催される
｢観音の里ふるさとまつり｣ には、当店で
も門前市に模擬店を出店するなどボラ
ンティア活動を展開し、地域との親睦を
深めています。

支店と地域のあゆみ ◯：地域事項
1984.	 4	●高月支店開設
1996.	10	●湖北町役場に店外ATM開設
1998.	３	●きたのキャンス（高月町）に店外ATM開設
2010.	１	◯高月町など長浜市と合併
2014.	 4	●支店開設30周年運動実施
2017.	 3	◯ 	北陸自動車道に小谷城スマートインター

開設

歴代支店長
中澤正実（1984.4〜）／山崎英士（1985.5〜）／横田
幸造（1989.4〜）／松村義美（1994.2〜）／山慗琸낫먜낫먜
（1997.5〜）／青井一彦（2000.4〜）／福永礎（2001.4
〜）／伊藤義弘（2006.6〜）／土田保夫（2008.7〜）／
尾木雄二（2010.7〜）／森秀行（2012.7〜）／宮川恒人
（2015.5〜）／三家重人（2018.7〜）／安野重幸（2019.7
〜）／東野孝（2020.7〜）／伏木貴英（2023.4〜）

“深度”ある対話を大切に、最も身近な金融機関に
営業エリアの中央にJR高月駅があり、国道8号と国道365

号が通るなど交通の便に恵まれた地域です。大手メーカー
の工場と関連企業が点在し、こうした会社に勤める方々や兼
業農家などの皆様との取引が主体です。

当店は最も身近な金融機関と認めていただけるように、お
取引先へ足を運ぶ機会を増やし、回数だけでなく深度ある対
話を大事にしながら、お客様の信頼を得ることを目標に取り
組んでいます。

渡岸寺観音堂
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高月支店 	 店舗コード：010　開設：1984（昭和59）年4月	
所在地：長浜市高月町高月598番地　TEL：0749-85-4141

エリア探訪
高月町など長浜市北部では観音像が

守り継がれ、国宝や国指定重要文化財
などに指定された著名な観音像も数多
くあり、｢観音の里｣ として多くの観光客
が拝観されています。毎年開催される
｢観音の里ふるさとまつり｣ には、当店で
も門前市に模擬店を出店するなどボラ
ンティア活動を展開し、地域との親睦を
深めています。

支店と地域のあゆみ ◯：地域事項
1984.	 4	●高月支店開設
1996.	10	●湖北町役場に店外ATM開設
1998.	３	●きたのキャンス（高月町）に店外ATM開設
2010.	１	◯高月町など長浜市と合併
2014.	 4	●支店開設30周年運動実施
2017.	 3	◯ 	北陸自動車道に小谷城スマートインター

開設

歴代支店長
中澤正実（1984.4〜）／山崎英士（1985.5〜）／横田
幸造（1989.4〜）／松村義美（1994.2〜）／山慗琸낫먜낫먜
（1997.5〜）／青井一彦（2000.4〜）／福永礎（2001.4
〜）／伊藤義弘（2006.6〜）／土田保夫（2008.7〜）／
尾木雄二（2010.7〜）／森秀行（2012.7〜）／宮川恒人
（2015.5〜）／三家重人（2018.7〜）／安野重幸（2019.7
〜）／東野孝（2020.7〜）／伏木貴英（2023.4〜）

“深度”ある対話を大切に、最も身近な金融機関に
営業エリアの中央にJR高月駅があり、国道8号と国道365

号が通るなど交通の便に恵まれた地域です。大手メーカー
の工場と関連企業が点在し、こうした会社に勤める方々や兼
業農家などの皆様との取引が主体です。

当店は最も身近な金融機関と認めていただけるように、お
取引先へ足を運ぶ機会を増やし、回数だけでなく深度ある対
話を大事にしながら、お客様の信頼を得ることを目標に取り
組んでいます。

渡岸寺観音堂
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宮司支店 	 店舗コード：011　開設：1984（昭和59）年10月 
所在地：長浜市宮司町字前田913番地1　TEL：0749-64-1200

エリア探訪
宮司町の「総持寺」は、国分寺の試寺

として開山され、姉川の合戦のころ焼失
しましたが豊臣秀吉の寄進で復興しま
した。重要文化財の仏像があり「ぼた
ん寺」としても有名です。加田町の「神
田山公園」からは伊吹山や琵琶湖が一
望でき、神田溜（豊島池）では桜や紫陽
花、蓮などが四季を通じ咲き誇ります。

支店と地域のあゆみ ◯：地域事項
1984.	10	●宮司支店開設
1984.	—	◯このࠒから壨地開発が進む
1987.	10	◯ 	長浜バイパスが国道8号に指定。以降、Ԋ

榑に商業施設が進出
1988.	 3	●西友長浜ָ市にATM設置
1996.	11	●アルプラザ長浜店にATM設置
2014.	10	●支店開設30周年

歴代支店長
松村義美（1984.10〜）／川村隆司（1987.4〜）／武
藤清和（1991.4〜）／中川夿雄（1995.2.〜）／青井一
彦（1998.4〜）／清水孝一（2000.4〜）／小倉伊左男
（2003.6〜）／土田保夫（2006.7〜）／尾木雄二（2008.7
〜）／森秀行（2010.7〜）／三家重人（2012.7〜）／田
邉勇次（2016.7〜）／田中৳一（2018.7〜）／伏木貴英
（2020.7〜）／吉田健太郎（2023.4〜）

対応スキルを向上させ、お客様と共に成長する
当店は南北に細長い地域を営業エリアとしています。かつ

ては農村田園地帯でしたが宅地開発が進み、近年も室町で
大型分譲住宅が生まれつつあります。また国道8号沿いには
様々な店舗が進出しています。

当店は幹線道路沿いという立地の良さから来店数が大変
多い店舗です。お客様のニーズは多様化し、求められるスキ
ルも年々高くなっています。必要なスキルを十分認識し、お
客様と共に成長できる店舗を目指します。

総持寺

びわ支店 	 店舗コード：012　開設：1991（平成3）年3月 
所在地：長浜市曽根町1284番地1　TEL：0749-72-2111

エリア探訪
神の島と呼ばれる「竹生島」には、日

本三大弁財天に数えられる宝厳寺な
どがあり信仰を集めています。富田町
の「冨田人形会館」では、伝統を誇る人
形浄瑠璃が定期公演されます。細江町
の「安楽寺」は足利尊氏とゆかりがある
寺で、また虎姫町の「五村別院」は五村
御坊とも呼ばれ湖北の真宗門徒ゆかり
の寺です。

支店と地域のあゆみ ◯：地域事項
1991.	 3	●びわ支店開設
2000.	 2	● 	神照支店よりچ虎姫町（宮部、三川除く）を

営業エリアに移管
2005.	 3	●支店預金量100億円達成
2006.	 2	◯びわ町が長浜市と合併
2010.	 1	◯虎姫町が長浜市と合併

歴代支店長
清水重幸（1991.3〜）／藤居伝逸（1994.2〜）／田辺
ӻ雄（1997.5〜）／藤居伝逸（2000.12〜）／髙ڮ利幸
（2001.4〜）／矢野三知夫（2002.2〜）／小倉伊左男
（2005.7〜）／伊吹康裕（2008.7〜）／֯田ๆ治（2011.4
〜）／安野重幸（2014.7〜）／広部正 （॔2017.6〜）／髙
田光規（2020.12〜）／小倉健一（2022.4〜）／梅本一
成（2023.4〜）

CS（顧客満足度）向上を通じ、愛され親しまれる店舗に
当店のエリアは東に伊吹山、西に琵琶湖と竹生島を望

み、姉川の清流と豊かな田園地帯から形成されます。古くか
ら農業が盛んで分譲地開発は少ない一方、2つの工業団地
があり大手企業の工場が進出しています。また観光ぶどう園

があり、直売所で地元農産物とともに販売されています。
当店はお客様との出会いを大切にし、職員全員が三配り

（目配り・気配り・心配り）で連携を深め、知恵を出し合い
切磋琢磨して邁進します。

竹生島
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やわた中山支店   店舗コード：013　開設：1992（平成4）年3月 
所在地：長浜市八幡中山町146番地　TEL：0749-65-1211

エリア探訪
かつては地場産業のちりめん製造が

盛んな地域でしたが、幹線道路の整備と
ともに大型スーパーや外食産業、家電
量販店、ホームセンターなどが出店する
商業地に変貌しました。北陸自動車道
長浜ICもあり他府県へのアクセスも便
利で、長浜市のもう一つの中心地となっ
ています。

支店と地域のあゆみ ◯：地域事項
1980.	 4	◯長浜市立長浜北小学校が移転し開校
1992.	 3	●やわた中山支店開設
2000.	11	●支店預金量50億円達成
2020.	 4	●支店預金量100億円達成
2022.	 3	●支店開設30周年

歴代支店長
野中孝雄（1992.3〜）／山慗琸낫먜낫먜（1995.2〜）／大谷隆
（1997.5〜）／杉野榮一（1999.2〜）／勝木一郎（2001.4
〜）／宮竹茂樹（2002.2〜）／赤堀美智雄（2004.7〜）
／尾木雄二（2007.6〜）／雨森則雄（2008.7〜）／井上
豊治（2009.5〜）／平居孝太郎（2012.7〜）／田邉勇次
（2015.5〜）／寺脇裕幸（2016.7〜）／東野孝（2017.6
〜）／多賀昭弘（2019.7〜）／梅本一成（2021.7〜）／中
居寛（2023.4〜）

皆様から頼りにされる店舗づくりに邁進
当店は各支店（三ツ矢・七条・神照・宮司）の営業区域

から一部を移管し、12番目の店舗として開設されました。当
金庫内で最も少人数で運営する支店ですが、八幡中山町を
始め6町にわたる営業エリアでは、風の街キャンスシティ2が

開業するなど、新たな商業地として発展を続けています。
当店では「face to face」の営業をモットーに、職員が一

丸となり地域の金融機関として皆様に頼りにされる店舗づく
りを目指しています。

川崎交差点から見た商業地の風景

浅井支店 	 店舗コード：014　開設：1993（平成5）年4月 
所在地：長浜市内保町732番地１  TEL：0749-74-1131

エリア探訪
９月に開催される「長浜あざいあっぱ

れ祭り」は、あざい文化スポーツ公園を
舞台としたよさこいスタイルのお祭です。
22回目となる2023年は、25のよさこい
チームが素晴らしい演舞を披露し3万
5,000人の観客を沸かせました。当店
職員も毎年ボランティア参加し、中学生
や商工会員と共に盛り上げています。

支店と地域のあゆみ ◯：地域事項
1993.	 4	●浅井支店開設
1996.	 9	◯五先賢の館開館（北野町）
2000.	 9	◯ 	第1回あざい（現・長浜あざい）あっぱれ祭り

開催
2004.	 4	◯健康パークあざいオープン（野瀬町）
2006.	 2	◯浅井町が長浜市と合併
2008.	12	●支店預金量100億円達成
2010.	 1	◯ 	虎姫町が長浜市と合併
2011.	 1	◯ 	江・浅井三姉妹博覧会で「江のドラマ館」

開催
2017.	 3	◯道の駅「浅井三姉妹の郷」開駅
2022.	 8	●当店底地購入
2023.	 4	●支店開設30周年、預金量200億円達成

歴代支店長
安賀正男（1993.4〜）／野村重喜（1996.3〜）／中川孫
彦（1998.4〜）／安藤暁（2000.4〜）／勝木一郎（2002.2
〜）／土田保夫（2003.6〜）／矢野三知夫（2005.7〜）
／池野弘和（2007.6〜）／宇治原隆（2009.5〜）／三家
重人（2011.4〜）／井上豊治（2012.7〜）／平居孝太郎
（2015.5〜）／伏木貴英（2018.7〜）／赤井靖（2020.7
〜）／富田進一朗（2021.7〜）

地域の繁栄に貢献していく使命と誇り
営業エリアは、旧浅井町全域と旧虎姫町の三川、宮部にま

たがり広域です。地域の主要産業であった製材や林業は衰
退し、もぐさ事業も大手2社に集中してきました。現在の地域
経済は、あらゆる業種で小規模企業や個人事業者が大半を

占め地域が支えられています。
他行が撤退・規模縮小するなか、当店の存在が地域の繁

栄に貢献するとの誇りを持ち、切磋琢磨しながら地域金融機
関の使命を果たしていきます。

長浜あざいあっぱれ祭り
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やわた中山支店 	 	店舗コード：013　開設：1992（平成4）年3月	
所在地：長浜市八幡中山町146番地　TEL：0749-65-1211

エリア探訪
かつては地場産業のちりめん製造が

盛んな地域でしたが、幹線道路の整備と
ともに大型スーパーや外食産業、家電
量販店、ホームセンターなどが出店する
商業地に変貌しました。北陸自動車道
長浜ICもあり他府県へのアクセスも便
利で、長浜市のもう一つの中心地となっ
ています。

支店と地域のあゆみ ◯：地域事項
1980.	 4	◯長浜市立長浜北小学校が移転し開校
1992.	 3	●やわた中山支店開設
2000.	11	●支店預金量50億円達成
2020.	 4	●支店預金量100億円達成
2022.	 3	●支店開設30周年

歴代支店長
野中孝雄（1992.3〜）／山慗琸낫먜낫먜（1995.2〜）／大谷隆
（1997.5〜）／杉野榮一（1999.2〜）／勝木一郎（2001.4
〜）／宮竹茂樹（2002.2〜）／赤堀美智雄（2004.7〜）
／尾木雄二（2007.6〜）／雨森則雄（2008.7〜）／井上
豊治（2009.5〜）／平居孝太郎（2012.7〜）／田邉勇次
（2015.5〜）／寺脇裕幸（2016.7〜）／東野孝（2017.6
〜）／多賀昭弘（2019.7〜）／梅本一成（2021.7〜）／中
居寛（2023.4〜）

皆様から頼りにされる店舗づくりに邁進
当店は各支店（三ツ矢・七条・神照・宮司）の営業区域

から一部を移管し、12番目の店舗として開設されました。当
金庫内で最も少人数で運営する支店ですが、八幡中山町を
始め6町にわたる営業エリアでは、風の街キャンスシティ2が

開業するなど、新たな商業地として発展を続けています。
当店では「face to face」の営業をモットーに、職員が一

丸となり地域の金融機関として皆様に頼りにされる店舗づく
りを目指しています。

川崎交差点から見た商業地の風景
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近江支店 	 店舗コード：016　開設：1998（平成10）年10月 
所在地：滋賀県米原市宇賀野21番地14　TEL：0749-52-8181

エリア探訪
琵琶湖岸の道の駅「近江母の郷」は、

野菜や花のほか地域の特産品が販売
され賑わっています。“母の郷”の命名は、
歴史に残る女性（山内一豊の妻千代な
ど）を輩出したことや、特産品の近江真
綿が女性の手で製造された伝統に由来
するとのこと。また公

く げ

家奴
やっこ

振
ふ

りで知られ
る福田寺（長沢御坊）などの名所もあり
ます。

支店と地域のあゆみ ◯：地域事項
1998.	10	●近江支店開設
2005.	10	◯近江町が米原市と合併
2008.	 3	●支店預金量100億円達成
2018.	10	●20周年記念感謝運動実施
2019.	 4	●支店預金量150億円達成
2022.	 6	●店舗外น改म工事によるリニューアル

歴代支店長
福永礎（1998.10〜）／北川直值（2001.4〜）／金森綉
（2003.6〜）／宮竹茂樹（2004.7〜）／伊吹誠（2006.6
〜）／日比野（〜2009.5）ܓ／神谷正彦（2010.7〜）
／広部正 （॔2013.5〜）／田中৳一（2016.7〜）／前田
正隆（2018.7〜）／山慗琸𥔎司（2019.7〜）／居林秀낫먜
（2021.7〜）

若さを源に成長する地域の未来に貢献
当店は旧近江町の全域を営業エリアとしています。店舗

周辺では近年、複数の商業施設が新規出店したほか宅地分
譲開発なども進み、若年世帯が増加するなど発展を続けて
います。また利便性の良さからATM利用者が非常に多いこ

とも特徴的です。
当店は職員の半数以上が20代以下という若さあふれる店

舗です。経験の浅い部分は先輩がフォローしながら、地域の
未来に貢献していきます。

福田寺

業
務
本
部

融
資
本
部

内
部
統
制
部
門

監査室リスク管理室

 111110 地域を語る「店舗のあゆみ」 	 	



資 料

資金運用部

総務部

管
理
本
部

経営企画部

112 地域を語る「店舗のあゆみ」 	 	



歴代組合長・理事長（2023年10月11日現在）

※支店、出張所の組織は、本店営業部に४じるものとする。

名　　称	 長浜信用金庫
所 在 地	 	˟ 526�8686 滋賀県長浜市元浜町3番3号 	

ᶼ.	0749Ȃ63Ȃ3321
創　　業	 1923（大正12）年10月11日
理 事 長	 田ᬑ　ޭ

会 　員 　数	 11,676人
出 　資 　金	 786ඦ万円
預 金 積 金	 3,968億円
貸 　出 　金	 1,441億円
店 　舗 　数	 15店舗
役 職 員 数	 205人	 （2024年3月31日現在）

（2023年10月11日現在）

概要／組織図

理事会

総代会
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監
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常勤役員会 吉田 ࡞平
初代

1923（大正12）年8月21日〜	
1925（大正14）年4月11日

日比 낫먜太郎
第2代

1925（大正14）年6月1日〜	
1936（昭和11）年3月5日

西島 ঙ五郎
第3代

1936（昭和11）年3月23日〜	
1967（昭和42）年8月8日

北村 常三
第4代

1967（昭和42）年9月8日〜	
1985（昭和60）年4月27日

森 夿雄
第5代

1985（昭和60）年4月27日〜	
1998（平成10）年6月19日

西島 喜紹
第6代

1998（平成10）年6月19日〜	
2014（平成26）年6月13日

横田 幸造
第7代

2014（平成26）年6月13日〜	
2018（平成30）年6月14日

田ᬑ ޭ
第8代

2018（平成30）年6月14日〜

理事長

専務理事

常務理事

常勤理事

会長
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 役　員（2023年10月11日現在）

理事会

監事会

理事長	

田ᬑ ޭ
専務理事	

池野 弘和

常勤理事	

村 進一ࠓ
常勤理事	

神谷 正彦
常勤理事	

田邉 勇次

常勤監事	
	森 秀行

監事（員外）	

竹内 寛
監事（員外）
	本ঙ 秀樹

常勤理事	

安野 重幸
常勤理事	

三家 重人
常勤理事
	宮川 恒人

常務理事	

藤居 正一
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役員任期一覧 相談役 █│会長 █│理事長・組合長 █│理事 █│監事 █

1900年代
	 年
名ࢯ �23 �24 �25 �26 �27 �28 �29 �30 �31 �32 �33 �34 �35 �36 �37 �38 �39 �40 �41 �42 �43 �44 �45 �46 �47 �48 �49 �50 �51 �52 �53 �54 �55 �56 �57 �58 �59 �60 �61 �62 �63 �64 �65 �66 �67 �68 �69 �70 �71 �72 �73 �74 �75 �76 �77 �78 �79 �80 �81 �82 �83 �84 �85 �86 �87 �88 �89 �90 �91

吉田	࡞平

日比	낫먜太郎

西島	ঙ五郎

中壬	安次郎

宇野	文平

中村	喜平

吉田	治平

司അ太郎	原

河緔	豊吉

横田	立次郎

中川	幸平

村瀬	Յ平

富Ԭ	ঙ治郎

重吉	西ࠓ

藤居	太一郎

村瀬	夿平

吉田	清吉

伊藤	半平

吉田	長蔵

清水	治平

西川	℄左衛門

富田	豊次郎

藤居	太次郎

松居	孝太郎

河緔	精一

栄造	原

富Ԭ	七郎平

北村	常三

岩根	岩太郎

山緔	清平

富田	佒夫

文ࣨ	恒三

大野	良一

吉田	ܟ次郎

北川	勘次

森	夿雄

西島	輝夫

山内	一好

൧田	ᢛ史雄

石居	良造

隆次	山ۅ

西島	喜紹

文ࣨ	定次郎

岩낳뵠 俊雄

吉田	精一

田中	達雄

清水	善值

�23 �24 �25 �26 �27 �28 �29 �30 �31 �32 �33 �34 �35 �36 �37 �38 �39 �40 �41 �42 �43 �44 �45 �46 �47 �48 �49 �50 �51 �52 �53 �54 �55 �56 �57 �58 �59 �60 �61 �62 �63 �64 �65 �66 �67 �68 �69 �70 �71 �72 �73 �74 �75 �76 �77 �78 �79 �80 �81 �82 �83 �84 �85 �86 �87 �88 �89 �90 �91

年
	 名ࢯ

吉田	࡞平

日比	낫먜太郎

西島	ঙ五郎

中壬	安次郎

宇野	文平

中村	喜平

吉田	治平

司അ太郎	原

河緔	豊吉

横田	立次郎

中川	幸平

村瀬	Յ平

富Ԭ	ঙ治郎

重吉	西ࠓ

藤居	太一郎

村瀬	夿平

吉田	清吉

伊藤	半平

吉田	長蔵

清水	治平

西川	℄左衛門

富田	豊次郎

藤居	太次郎

松居	孝太郎

河緔	精一

栄造	原

富Ԭ	七郎平

北村	常三

岩根	岩太郎

山緔	清平

富田	佒夫

文ࣨ	恒三

大野	良一

吉田	ܟ次郎

北川	勘次

森	夿雄

西島	輝夫

山内	一好

൧田	ᢛ史雄

石居	良造

隆次	山ۅ

西島	喜紹

文ࣨ	定次郎

岩낳뵠 俊雄

吉田	精一

田中	達雄

清水	善值
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8.21	 4.11

8.21	 6.1 3.5

8.21 3.23	 8.8

8.21	 4.3

8.21	 1.13

8.21	 8.12

8.21 10.25

8.21	 8.21

8.21	 8.4

8.21	 9.10

1.20	 1.23 1.26	 2.24

6.7	 1.23

1.23	 5.20 12.8

1.23	 1.13

1.23	 12.31

1.23	 1.29

1.26	 9.21

1.24	 8.21

1.22	 8.18

1.24	 4.28

1.24	 4.28

1.24	 8.21

1.24	 4.17

4.22	 9.3

8.21	 3.23

8.21	 3.8

8.21	 5.20

5.20	 9.8 4.27	 4.27

4.28	 3.4

4.26	 4.4

9.26	 4.24 4.28	 1.9

4.28	 4.28 1.11
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4.25
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4.27 4.27
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4.27

4.27
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役員任期一覧 預金積金・貸出金の推移

年月 預金・積金（楼円） 貸出金（楼円）
	 1923（大	12）年	12月 67 38
	 1924（大	13）年	12月 232 158
	 1925（大	14）年	12月 452 236
	 1926（昭	元）年	12月 748 316
	 1927（昭	 2）年	12月 599 354
	 1928（昭	 3）年	12月 850 504
	 1929（昭	 4）年	12月 960 608
	 1930（昭	 5）年	12月 1,098 657
	 1931（昭	 6）年	12月 1,165 693
	 1932（昭	 7）年	12月 1,205 712
	 1933（昭	 8）年	12月 1,364 726
	 1934（昭	 9）年	12月 1,452 674
	 1935（昭	10）年	12月 1,591 660
	 1936（昭	11）年	12月 1,579 596
	 1937（昭	12）年	12月 1,703 552
	 1938（昭	13）年	12月 2,055 531
	 1939（昭	14）年	12月 2,635 550
	 1940（昭	15）年	12月 3,204 500
	 1941（昭	16）年	12月 3,675 394
	 1942（昭	17）年	12月 4,469 409
	 1943（昭	18）年	 3月 4,799 384
	 1944（昭	19）年	 3月 6,208 450
	 1945（昭	20）年	 3月 8,592 526
	 1946（昭	21）年	 8月 12,654 449
	 1947（昭	22）年	 3月 11,225 216
	 1948（昭	23）年	 3月 18,546 4,385
	 1949（昭	24）年	 3月 34,939 18,136
	 1950（昭	25）年	 3月 50,751 26,635
	 1951（昭	26）年	 3月 66,634 43,386
	 1952（昭	27）年	 3月 115,144 64,588
	 1953（昭	28）年	 3月 180,395 107,741
	 1954（昭	29）年	 3月 225,223 153,310
	 1955（昭	30）年	 3月 301,378 186,698
	 1956（昭	31）年	 3月 374,545 221,416
	 1957（昭	32）年	 3月 507,018 269,181
	 1958（昭	33）年	 3月 634,763 372,406
	 1959（昭	34）年	 3月 794,557 471,423
	 1960（昭	35）年	 3月 1,005,730 633,995
	 1961（昭	36）年	 3月 1,315,848 864,775
	 1962（昭	37）年	 3月 1,713,878 1,175,055
	 1963（昭	38）年	 3月 2,348,620 1,623,472
	 1964（昭	39）年	 3月 3,066,803 2,375,400
	 1965（昭	40）年	 3月 3,804,148 2,808,688
	 1966（昭	41）年	 3月 4,655,488 3,564,519
	 1967（昭	42）年	 3月 5,708,458 4,413,862
	 1968（昭	43）年	 3月 7,005,108 5,559,457
	 1969（昭	44）年	 3月 8,374,311 6,483,662
	 1970（昭	45）年	 3月 10,341,120 8,447,941
	 1971（昭	46）年	 3月 11,717,901 9,971,307
	 1972（昭	47）年	 3月 14,008,433 10,935,840
	 1973（昭	48）年	 3月 18,026,902 13,954,364

年月 預金・積金（楼円） 貸出金（楼円）
	 1974（昭	49）年	 3月 25,141,374 19,774,237
	 1975（昭	50）年	 3月 29,036,564 21,804,753
	 1976（昭	51）年	 3月 33,514,607 25,312,957
	 1977（昭	52）年	 3月 38,152,519 29,769,780
	 1978（昭	53）年	 3月 42,730,070 32,275,688
	 1979（昭	54）年	 3月 50,341,953 36,231,592
	 1980（昭	55）年	 3月 56,235,608 40,320,997
	 1981（昭	56）年	 3月 62,527,315 43,874,360
	 1982（昭	57）年	 3月 68,195,383 44,977,261
	 1983（昭	58）年	 3月 73,355,828 48,701,162
	 1984（昭	59）年	 3月 82,017,694 54,357,532
	 1985（昭	60）年	 3月 87,123,224 55,810,514
	 1986（昭	61）年	 3月 92,615,967 58,470,146
	 1987（昭	62）年	 3月 100,538,701 60,599,481
	 1988（昭	63）年	 3月 105,856,681 62,678,786
	 1989（平	元）年	 3月 113,889,855 66,358,698
	 1990（平	 2）年	 3月 126,150,620 74,580,598
	 1991（平	 3）年	 3月 139,014,077 77,779,658
	 1992（平	 4）年	 3月 152,144,237 86,406,411
	 1993（平	 5）年	 3月 155,731,559 91,065,898
	 1994（平	 6）年	 3月 163,938,079 95,875,221
	 1995（平	 7）年	 3月 174,263,480 99,753,013
	 1996（平	 8）年	 3月 178,160,403 105,060,448
	 1997（平	 9）年	 3月 183,391,733 105,096,762
	 1998（平	10）年	 3月 186,305,625 105,990,392
	 1999（平	11）年	 3月 191,000,981 111,301,395
	 2000（平	12）年	 3月 195,062,110 110,012,660
	 2001（平	13）年	 3月 203,378,493 111,572,410
	 2002（平	14）年	 3月 206,996,289 113,163,001
	 2003（平	15）年	 3月 209,791,599 112,164,818
	 2004（平	16）年	 3月 212,141,676 108,626,594
	 2005（平	17）年	 3月 215,737,037 102,984,984
	 2006（平	18）年	 3月 219,566,001 102,304,111
	 2007（平	19）年	 3月 223,579,960 101,741,459
	 2008（平	20）年	 3月 225,028,224 103,464,311
	 2009（平	21）年	 3月 228,175,594 105,804,566
	 2010（平	22）年	 3月 231,191,216 105,978,124
	 2011（平	23）年	 3月 238,878,384 106,008,244
	 2012（平	24）年	 3月 244,702,965 106,706,866
	 2013（平	25）年	 3月 250,514,636 104,151,159
	 2014（平	26）年	 3月 258,301,163 107,220,994
	 2015（平	27）年	 3月 263,893,442 110,626,208
	 2016（平	28）年	 3月 273,573,838 113,700,432
	 2017（平	29）年	 3月 281,679,476 118,646,286
	 2018（平	30）年	 3月 292,295,061 121,378,471
	 2019（平	31）年	 3月 309,429,601 124,139,887
	 2020（令	 2）年	 3月 325,648,594 127,223,794
	 2021（令	 3）年	 3月 340,824,282 134,963,472
	 2022（令	 4）年	 3月 369,990,589 137,766,438
	 2023（令	 5）年	 3月 382,442,466 140,732,253
	 2024（令	 6）年	 3月 396,843,329 144,139,361

1900年代 2000年代
	 年
名ࢯ �92 �93 �94 �95 �96 �97 �98 �99 �00 �01 �02 �03 �04 �05 �06 �07 �08 �09 �10 �11 �12 �13 �14 �15 �16 �17 �18 �19 �20 �21 �22 �23

森 夿雄

൧田 ᢛ史雄

石居良造

西島 喜紹

文ࣨ 定次郎

岩낳뵠 俊雄

吉田 精一

田中 達雄

清水 善值

壬田佒三

伊夫貴 直জ

横田 幸造

川瀬 平

武田 充弘

西川ᯩ雄

山田 敏美

中澤	正実

平居 佒夫

ւ原 夌

浅山 ๕낫먜

山崎 英士

伊部 明

安賀 正男

野中 孝雄

田ᬑ ޭ

浅井 二ߒ

山㟒 낫먜낫먜

小西 敏一

竹内 寛

増永 賢一

山㟒 俊男

竹中 滋ↅ

青井 一彦

中島 宣夫

池野 弘和

北川直值

尾木 雄二

下村 裕彦

藤居 正一

村ࠓ 進一

神谷 正彦

田邉 勇次

安野 重幸

三家 重人

森 秀行

宮川恒人

�92 �93 �94 �95 �96 �97 �98 �99 �00 �01 �02 �03 �04 �05 �06 �07 �08 �09 �10 �11 �12 �13 �14 �15 �16 �17 �18 �19 �20 �21 �22 �23

相談役 █│会長 █│理事長・組合長 █│理事 █│監事 █
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当期利益・会員勘定の推移 会員数・役職員数の推移

年月 会員数（人） 役職員数（人）
	 1923（大	12）年	12月 1,522
	 1924（大	13）年	12月 1,514
	 1925（大	14）年	12月 1,469
	 1926（昭	元）年	12月 1,468
	 1927（昭	 2）年	12月 1,452
	 1928（昭	 3）年	12月 1,448
	 1929（昭	 4）年	12月 1,460
	 1930（昭	 5）年	12月 1,471
	 1931（昭	 6）年	12月 1,475
	 1932（昭	 7）年	12月 1,479
	 1933（昭	 8）年	12月 1,465
	 1934（昭	 9）年	12月 1,439 13
	 1935（昭	10）年	12月 1,437 13
	 1936（昭	11）年	12月 1,428 13
	 1937（昭	12）年	12月 1,422 13
	 1938（昭	13）年	12月 1,416 15
	 1939（昭	14）年	12月 1,401 16
	 1940（昭	15）年	12月 1,389 18
	 1941（昭	16）年	12月 1,377 18
	 1942（昭	17）年	12月 1,364 19
	 1943（昭	18）年	 3月 1,364 23
	 1944（昭	19）年	 3月 1,359 22
	 1945（昭	20）年	 3月 1,353 22
	 1946（昭	21）年	 3月 1,335 22
	 1946（昭	21）年	 8月 1,336 18
	 1948（昭	23）年	 3月 1,339 16
	 1949（昭	24）年	 3月 690 14
	 1950（昭	25）年	 3月 1,017 15
	 1951（昭	26）年	 3月 1,120 18
	 1952（昭	27）年	 3月 1,149 21
	 1953（昭	28）年	 3月 1,246 27
	 1954（昭	29）年	 3月 1,474 31
	 1955（昭	30）年	 3月 1,560 37
	 1956（昭	31）年	 3月 1,603 39
	 1957（昭	32）年	 3月 1,683 44
	 1958（昭	33）年	 3月 1,757 45
	 1959（昭	34）年	 3月 2,063 57
	 1960（昭	35）年	 3月 2,200 63
	 1961（昭	36）年	 3月 2,298 76
	 1962（昭	37）年	 3月 2,432 86
	 1963（昭	38）年	 3月 2,511 96
	 1964（昭	39）年	 3月 2,715 113
	 1965（昭	40）年	 3月 2,854 117
	 1966（昭	41）年	 3月 3,038 133
	 1967（昭	42）年	 3月 3,308 142
	 1968（昭	43）年	 3月 3,576 157
	 1969（昭	44）年	 3月 3,804 169
	 1970（昭	45）年	 3月 4,129 183
	 1971（昭	46）年	 3月 4,315 185
	 1972（昭	47）年	 3月 4,581 205
	 1973（昭	48）年	 3月 4,921 209

年月 会員数（人） 役職員数（人）
	 1974（昭	49）年	 3月 5,279 220
	 1975（昭	50）年	 3月 6,010 227
	 1976（昭	51）年	 3月 6,509 243
	 1977（昭	52）年	 3月 7,020 251
	 1978（昭	53）年	 3月 7,503 272
	 1979（昭	54）年	 3月 7,900 288
	 1980（昭	55）年	 3月 8,303 301
	 1981（昭	56）年	 3月 8,638 307
	 1982（昭	57）年	 3月 8,941 313
	 1983（昭	58）年	 3月 9,201 317
	 1984（昭	59）年	 3月 9,508 325
	 1985（昭	60）年	 3月 9,731 338
	 1986（昭	61）年	 3月 10,000 324
	 1987（昭	62）年	 3月 10,234 326
	 1988（昭	63）年	 3月 10,410 323
	 1989（平	元）年	 3月 10,850 321
	 1990（平	 2）年	 3月 11,323 322
	 1991（平	 3）年	 3月 11,818 342
	 1992（平	 4）年	 3月 12,312 348
	 1993（平	 5）年	 3月 12,732 348
	 1994（平	 6）年	 3月 12,908 333
	 1995（平	 7）年	 3月 13,000 333
	 1996（平	 8）年	 3月 13,110 332
	 1997（平	 9）年	 3月 13,158 333
	 1998（平	10）年	 3月 13,147 319
	 1999（平	11）年	 3月 13,193 308
	 2000（平	12）年	 3月 13,197 294
	 2001（平	13）年	 3月 13,205 283
	 2002（平	14）年	 3月 13,222 277
	 2003（平	15）年	 3月 13,256 267
	 2004（平	16）年	 3月 13,287 260
	 2005（平	17）年	 3月 13,244 255
	 2006（平	18）年	 3月 13,159 244
	 2007（平	19）年	 3月 13,106 238
	 2008（平	20）年	 3月 13,037 238
	 2009（平	21）年	 3月 12,967 238
	 2010（平	22）年	 3月 12,850 236
	 2011（平	23）年	 3月 12,807 237
	 2012（平	24）年	 3月 12,780 231
	 2013（平	25）年	 3月 12,683 218
	 2014（平	26）年	 3月 12,613 226
	 2015（平	27）年	 3月 12,507 223
	 2016（平	28）年	 3月 12,458 228
	 2017（平	29）年	 3月 12,367 221
	 2018（平	30）年	 3月 12,358 214
	 2019（平	31）年	 3月 12,264 215
	 2020（令	 2）年	 3月 12,178 212
	 2021（令	 3）年	 3月 11,980 205
	 2022（令	 4）年	 3月 11,829 209
	 2023（令	 5）年	 3月 11,753 210
	 2024（令	 6）年	 3月 11,676 205

年月 当期利益（楼円） 会員勘定（楼円）
	 1923（大	12）年	12月 0 231
	 1924（大	13）年	12月 6 239
	 1925（大	14）年	12月 9 245
	 1926（昭	元）年	12月 11 249
	 1927（昭	 2）年	12月 0 239
	 1928（昭	 3）年	12月 �67 237
	 1929（昭	 4）年	12月 10 230
	 1930（昭	 5）年	12月 10 230
	 1931（昭	 6）年	12月 13 230
	 1932（昭	 7）年	12月 15 230
	 1933（昭	 8）年	12月 14 235
	 1934（昭	 9）年	12月 9 242
	 1935（昭	10）年	12月 7 243
	 1936（昭	11）年	12月 9 245
	 1937（昭	12）年	12月 7 246
	 1938（昭	13）年	12月 10 250
	 1939（昭	14）年	12月 9 253
	 1940（昭	15）年	12月 10 256
	 1941（昭	16）年	12月 13 263
	 1942（昭	17）年	12月 17 272
	 1943（昭	18）年	 3月 2 264
	 1944（昭	19）年	 3月 13 277
	 1945（昭	20）年	 3月 24 291
	 1946（昭	21）年	 3月 7 286
	 1946（昭	21）年	 8月 �81 273
	 1948（昭	23）年	 3月 50 231
	 1949（昭	24）年	 3月 91 559
	 1950（昭	25）年	 3月 410 2,660
	 1951（昭	26）年	 3月 903 3,882
	 1952（昭	27）年	 3月 1,092 8,363
	 1953（昭	28）年	 3月 2,595 10,563
	 1954（昭	29）年	 3月 3,398 18,103
	 1955（昭	30）年	 3月 5,382 23,991
	 1956（昭	31）年	 3月 7,515 28,603
	 1957（昭	32）年	 3月 6,026 30,831
	 1958（昭	33）年	 3月 9,882 30,215
	 1959（昭	34）年	 3月 12,621 53,395
	 1960（昭	35）年	 3月 18,020 61,028
	 1961（昭	36）年	 3月 26,047 71,598
	 1962（昭	37）年	 3月 49,224 86,366
	 1963（昭	38）年	 3月 67,667 114,813
	 1964（昭	39）年	 3月 69,911 157,649
	 1965（昭	40）年	 3月 74,303 275,912
	 1966（昭	41）年	 3月 47,213 320,196
	 1967（昭	42）年	 3月 77,817 396,675
	 1968（昭	43）年	 3月 87,748 488,960
	 1969（昭	44）年	 3月 131,293 629,580
	 1970（昭	45）年	 3月 151,005 798,558
	 1971（昭	46）年	 3月 180,532 981,602
	 1972（昭	47）年	 3月 186,530 1,170,276
	 1973（昭	48）年	 3月 136,382 1,309,393

年月 当期利益（楼円） 会員勘定（楼円）
	 1974（昭	49）年	 3月 153,088 1,468,178
	 1975（昭	50）年	 3月 309,895 1,808,919
	 1976（昭	51）年	 3月 349,367 2,182,276
	 1977（昭	52）年	 3月 472,352 2,680,495
	 1978（昭	53）年	 3月 501,818 3,184,124
	 1979（昭	54）年	 3月 466,433 3,640,153
	 1980（昭	55）年	 3月 373,683 4,001,734
	 1981（昭	56）年	 3月 476,569 4,465,857
	 1982（昭	57）年	 3月 324,380 4,775,831
	 1983（昭	58）年	 3月 332,360 5,091,743
	 1984（昭	59）年	 3月 526,743 5,604,591
	 1985（昭	60）年	 3月 486,079 6,055,207
	 1986（昭	61）年	 3月 438,663 6,464,701
	 1987（昭	62）年	 3月 475,464 6,910,639
	 1988（昭	63）年	 3月 425,209 7,298,402
	 1989（平	元）年	 3月 498,620 7,773,184
	 1990（平	 2）年	 3月 575,256 8,322,110
	 1991（平	 3）年	 3月 738,488 9,028,924
	 1992（平	 4）年	 3月 703,025 9,700,970
	 1993（平	 5）年	 3月 603,012 10,270,620
	 1994（平	 6）年	 3月 530,067 10,739,558
	 1995（平	 7）年	 3月 625,405 11,299,925
	 1996（平	 8）年	 3月 645,249 11,892,876
	 1997（平	 9）年	 3月 386,997 12,167,227
	 1998（平	10）年	 3月 382,845 12,340,362
	 1999（平	11）年	 3月 545,710 12,841,624
	 2000（平	12）年	 3月 628,131 14,056,634
	 2001（平	13）年	 3月 641,839 14,657,712
	 2002（平	14）年	 3月 643,477 16,172,257
	 2003（平	15）年	 3月 413,425 16,307,091
	 2004（平	16）年	 3月 507,678 15,861,912
	 2005（平	17）年	 3月 605,340 17,308,733
	 2006（平	18）年	 3月 538,627 15,739,113
	 2007（平	19）年	 3月 645,577 17,772,907
	 2008（平	20）年	 3月 641,984 18,386,168
	 2009（平	21）年	 3月 360,683 18,719,072
	 2010（平	22）年	 3月 677,922 19,368,094
	 2011（平	23）年	 3月 424,650 19,762,703
	 2012（平	24）年	 3月 397,235 20,128,872
	 2013（平	25）年	 3月 696,684 20,794,473
	 2014（平	26）年	 3月 1,114,619 21,879,996
	 2015（平	27）年	 3月 1,506,654 23,367,769
	 2016（平	28）年	 3月 1,568,580 24,906,162
	 2017（平	29）年	 3月 1,534,179 26,449,429
	 2018（平	30）年	 3月 1,449,780 27,869,974
	 2019（平	31）年	 3月 1,510,894 29,350,596
	 2020（令	 2）年	 3月 1,374,519 30,693,805
	 2021（令	 3）年	 3月 1,888,868 32,553,358
	 2022（令	 4）年	 3月 2,099,073 34,621,157
	 2023（令	 5）年	 3月 2,035,605 36,625,394
	 2024（令	 6）年	 3月 1,806,811 38,400,807
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年 当金庫の出来事 地域・社会・業界の出来事 年 当金庫の出来事 地域・社会・業界の出来事

年　表

1923（大12）	 8.21	 産業組合法による「有限責任長浜信用組合」として設立認可。	
初代組合長に吉田࡞平長浜町長がब任

	 9.28	 設立総会開催
	10.11	 長浜町64ۋ（現・長浜市大宮町7番14）にて事業開始

	 	 9	 関東大椁ࡂ発生
	 	 9	 東京の銀行一部営業再開

1924（大13）	 	 	 	 	 4	 長浜町開町350年記念祭が開かれる
1925（大14）	 6.15	 第2代組合長に日比낫먜太郎がब任

	 9. 9	 市街地信用組合の認可を受ける
	 	 1	 長浜町が市街地指定を受ける
	 	 5	 普通選挙法公

1926 	 	 	 	 	 	 1	 大正侀ߖ崩ޚ、昭和に改元
（大15�昭元）

1927（昭2） 	 5. 5	 事務所を長浜市西本町4（現・元浜町2番9号）に移転 	 	 4	 金融߄ڪ。近江銀行がٳ業し翌年5月に昭和銀
行へ営業引継ぎ

1928（昭3） 	この年	 近江銀行解ࢄにより預け金11万3,000円が切ࣺて。赤6ࣈ万7,000円計上 	 	 2	 第1回普通選挙実施
1929（昭4） 	10.11	 三ツ矢出張所を長浜町大ࣈ三ツ矢245番地に開設 	 	10	 ニューϤーク株式市場大絝、世界߄ڪへ。日本

へ偍及（昭和߄ڪ）
1930（昭5） 	 	 	 	 	 	10	 12月にかけ地方銀行12行がٳ業
1931（昭6） 	 	 	 	 	 	 9	 満भ事変ຄ発
1932（昭7） 	 	 	 	 	 	 5	 5・15事件起こる
1933（昭8） 	この年	 近江銀行預け金の切ࣺܽ墳金補てん完了、余金4,700円余計上 	 	 3	日本、国際連ໍを壼壘
1934（昭9） 	 	 	 	  この年	東北地方大࡞ڟ、身売りなど続出
1935（昭10）	 	 	 	 4	 青年学校令公
1936（昭11）	 3.23	 第3代組合長に西島ঙ五郎がब任  この年	商工組合中央金庫設立
1937（昭12）	 	 	 	 	 	 7	 ᚯڮߔ事件ຄ発、日中全面戦争に俴入
1938（昭13）	 	 	 	 	 	 4	 国家総動員法公。軍需産業への転換進む
1939（昭14）	 	 	 	 	 	 9	 第2次世界大戦始まる
1940（昭15）	 	 	 	 	 	 9	日独伊三国同ໍ調ҹ
1941（昭16）	 	 	 	 	 	12	 太平紽戦争ຄ発
1942（昭17）	この年	 金融߄ڪ以降のआ入金全ֹ返済 	 	 4	 金融俆制団体令公、施行
1943（昭18）	 7.25	 総代制の採用を決議、定変更

	 8.20	 市街地信用組合法による改組。名称を「長浜信用組合」に変更
	この年	 創立20周年を迎える。長浜ॐ後奉公会に寄付、長浜国民学校児童に教科書寄贈

	 	 4	 全国203番目の市制施行、長浜市誕生（人口41,655
人）

	 	 4	 市街地信用組合法施行
 この年	学徒出植。軍需会社への学徒動員開始

1944（昭19）	 6.〜	 国債貯金や国民貯夵組合貯金の獲得にᬏ進
	11.〜	 男子ब職制限ࢭې令の公、女子職員採用

	 	 8	 戦時非常金融対策要項発表
	 	 8	 B29東京空爆、本土への空襲始まる

1945（昭20）	 	 	 	 	 	 8	 戦争終結の奰書放送。終戦
1946（昭21）	この年	 福낫먜定期貯金や無記名定期貯金を主としたٹ国貯夵運動を展開 	 	10	 金融機関再建整備法公
1947（昭22）	 	 	 	 	 	 5	日本国ݑ法施行
1948（昭23）	 4. 1	 新勘定による経理スタート

	この年	 出資金が実質ゼロに。従来の1ロ	20円を50円として出資加入運動を展開
	 	12	 GH2が経済安定9原則発表

1949（昭24）	 	 	 	 	 	 7	 中小企業等協同組合法施行
1950（昭25）	 3. −	 綤時総代会開催、定変更（総代選挙規佣の制定）

	 4. 1	 中小企業等協同組合法による信用組合に改組
	 	 6	 奟榠戦争ຄ発、特需ܠ気起こる

1951（昭26）	 4. 1	 三ツ矢出張所が支店昇格
	10.20	 信用金庫法による信用金庫に改組。「長浜信用金庫」と改称
	10.22	 三ツ矢支店を長浜市東三ツ矢14番地に移転
	この年	 観ܶ定期預金や観光積金を主力に預金の増強に努める

	 	 1	 NHK、第1回ߚനՎ合戦ラジオ放送
	 	 6	 信用金庫法施行
	 	 9	 対日講和条約調ҹ

1952（昭27）	 3.31	 預金量1億円達成
	 8.21	 木值本支店を伊߳܊木值本町大ࣈ木值本966番地に開設
	この年	 西島ঙ五郎理事長が綝द๙章受章
	 	 地域の要楔により奸情書を侃え伊߳܊一円での営業を棲楔

	 	 4	 講和条約発ޮ、日本の独立回復
	 	 6	 第1回全国信用金庫大会開催
	 	 8	日本、IM'に加ໍ

1953（昭28）	 6.15	 営業地۠を長浜市、坂田܊（一部）、東浅井܊、伊߳܊へ拡大
	10.11	 創立30周年記念式典挙行、ॾ団体へ寄贈

	 	 2	 NHKがテレビ本放送開始
	 	 8	 金が15年Ϳりに自由ൢ売に

1954（昭29）	 4. 5	 三ツ矢支店を長浜市東三ツ矢倕町140番地に移転
	 7.17	 営業地۠が湖北地域1市3܊に拡大

	 	 6	 自衛壚発足
	 	10	 信用金庫振ڵ預金制度発足

1955（昭30）	 3.31	 預金量3億円俴破
	 4. −	 内部体制強化へ向け職員採用方針決定
	 8.22	 七条支店を長浜市七条町690番地に開設

	 	 6	 初のアルミ՟ฎ（1円）発行
 この年	神武ܠ気始まる。電気洗壭機・綱蔵庫など家庭

電化時代俇来

1956（昭31）	 4.28	 木值本支店資任者の岩根岩太郎参事が理事にब任
	12.24	 本店を現所在地の長浜市東本町9（現・元浜町3番3号）に移転

	 	 7	 経済ന書が「もはや戦後ではない」と発表
	 	12	日本の国連加ໍが実現

1957（昭32）	 	 	 	 	 	 4	 全国信用金庫協会「信用金庫拡充3ヵ年計画」実
施

1958（昭33）	 9. 6	 木值本支店を伊߳܊木值本町大ࣈ木值本924番地に移転 	 	12	 1万円ࡳ発行
1959（昭34）	 3.12	 米原支店を坂田܊米原町米原544番地に開設 	 	 4	 ご成ࠗ（ߖ現・上）太子ߖ
1960（昭35）	 3.31	 預金量10億円達成

	この年	 西島ঙ五郎理事長が絤द๙章受章
	 	 4	 全国信用金庫協会「拡充第2次3ヵ年計画」を実

施
	 	12	 政府、国民所得倍増計画発表

1961（昭36）	 	 	 	 	 	 6	 農業基本法公

1962（昭37）	 6. 1	 米原支店を坂田܊米原町549番地に移転
	この年	 事務合理化のためバローズ	'250、E1100、テラーズマシンなど導入

	 	10	 全国信用金庫協会「基本方向推進3ヵ年計画」を
実施

 この年	都市部で住壨難が深刻化
1963（昭38）	10.〜	 創立40周年記念式挙行。長浜市民会館建設備品費として100万円寄付

	12. −	 預金量30億円達成
	 	11	 新1,000円ࡳ発行
 この年	農村から都市への人口移動増加

1964（昭39）	 3. 3	 米原支店を店とする楖井出張所を国鉄楖έ井駅前に開設 	 	10	 東ւ道新װ榑開業、東京オリンピック開催
1965（昭40）	12.16	 滋賀湖北福祉奉仕会を設立  この年	いざなぎܠ気始まる。共Քぎ世帯増加
1966（昭41）	 9.30	 預金量50億円達成

	この年	 西島ঙ五郎理事長が܄五等槁光Ѵ日章受章
 この年	日本の総人口1億人俴破。3C（Χラーテレビ・Χー・

クーラー）が新三種の神ثに

1967（昭42）	 8. 8	 西島ঙ五郎理事長楕17。ڈ日に長浜市と合同槣
	 9. 8	 第4代理事長に北村常三がब任
	この年	 西島ঙ五郎理事長、長浜市ޭ労者に選れる

	 	 6	 国内の自動車保有台数1,000万台俴破
	 	 8	 公対策基本法公
 この年	農業ब業人口が20%を割る

1968（昭43）	 3.31	 預金量70億円達成
	11.25	 三ツ矢支店を現所在地の長浜市三ツ矢元町8番26号に移転

	 	 6	 金融二法の制定により信用金庫法一部改正
 この年	日本のGNP（国民総生産）が米国に次いで第2位と

なる
	

1969（昭44）	 3.17	 楖井出張所を坂田܊米原町大ࣈ楖井612番地の7に移転
	 4. 1	 躍進5ヵ年計画スタート
	12.31	 預金量100億円達成
	この年	 電ࢉ機導入ҕ員会発足、システム設計スタート

	 	 5	 東名高速道緔全面開通（名神と結び東京ʕ西宮間全
通）

	 	 7	 米アポロ11号、人維初の月面着陸

1970（昭45）	 6. −	 大ࡕ万博綆行実施（6日間で1,650名参加）
	10.23	 湖西榑開通を控え高島܊を営業地۠とする

	 	 3	 アジア初の万国博覧会、大ࡕで開ນ（入場者6,420
万人）

 この年	マイΧーが4世帯に1台に普及

1971（昭46）	 7. 2	 彦根市およびݘ上܊を営業地۠とする
	 	

	 	 8	 ドルショック、円が変動相場制へ移行
	 	10	 信用金庫20周年記念全国大会で「地域協調しん

きん運動」提唱
1972（昭47）	 2. 8	 コンピュータ始動式。各営業店に端末機TC700備

	 4. 1	 地域協調しんきん運動開始
	 4.10	 庫内報「雄ඈ」創刊
	 5. 1	 本店新築のためԾ店舗（چ本店）へ移転
	 8. 3	 本店新築起工式
	 9. 1	 楖井出張所が支店に昇格

	 	 2	 侨قオリンピックࡳຈ大会開ນ
	 	 5	 ԭ倓本土復ؼ、ԭ倓県発足
	 	 7	 信用金庫業界資金量10契円達成
	 	 9	 日中国交正常化
 この年	日本緀島改造論で土地ブーム

1973（昭48）	 4. 1	 躍進第2次3ヵ年計画実施
	 8. 1	 本店新築記念運動
	 8. −	 預金量200億円達成
	10.25	 創立50周年記念式典・本店新築൸緕式、物ނ役職員好侲Қ綻祭
	11. 1	 大ࡕガス料金ऩ納事務取扱開始
	11. 5	 新本店オープン、本店新築ごѪ顧感謝デー（〜7日）
	11.21	 湖北1市12町へ社会福祉事業金500万円寄贈
	12.24	 日本銀行との当座取引開始

	 	 2	 円が再び変動相場制に移行し急騰
	 	10	 第1次石油ショック
 この年	石油ショックで物不足、物価高騰

　
	

1974（昭49）	 2. −	 ドルTCൢ売開始、本店に自動両壐機導入
	 5. 1	 電気料金ऩ納事務取扱開始
	 6. −	 当座勘定のオンライン集中処理実施
	 9. −	 テレフΝックス導入による本支店勘定処理開始
	11.25	 日本銀行歳入代理店業務の取扱開始

	 	 3	 大蔵ল、信用金庫の墬業生金融の融資可能期
間をԆ長

	 	 4	 全信協、12万人ノーミス運動スタート
	 	10	 信用金庫に国家公務員、地方公務員の給与振込

の取扱認められる
 この年	戦後初のマイナス成長、消費者物価24.5%上昇

	

1975（昭50）	 3. −	 マイクロ	・システム導入、手形現物集中処理体制整備
	 9. −	 預金量300億円達成

	 	 4	 しんきんネットキャッシュサービス開始
	 	11	 全国しんきん保証株式会社設立	

1976（昭51）	 3. 1	 雇用保ݥ給付金口座振込の取扱開始
	 3.11	 国庫金振込（国家公務員の給与振込）取扱開始
	 	

	 	 4	 信用金庫安定成長3ヵ年計画スタート
	 	 6	 全国信用金庫の預金量20契円を俴破
	 	10	 全国信用金庫為壐オンライン、データ通信システ

ムՔ動
1977（昭52）	 8. 1	 庫内報「雄ඈ」復刊

	10. −	 信金共同事務センター加ໍ。納税・普通預金のオンライン事務処理開始
	11. 3	 北村常三理事長が܄五等椥ๅ章受章

 この年	日本人の平ۉण命世界一に
	

1978（昭53）	 3. −	 預金量400億円達成
	 5. 8	 木值本支店を現所在地の伊߳܊木值本町大ࣈ木值本（現・長浜市木值本町）1557番地に移転
	 9. −	 自営オンライン用電ࢉ機（バローズB2800）設置
	12.12	 倕支店を長浜市平方町892番地の3に開設
	12. −	 CD導入およびΧード発行の取扱開始

	 	 2	 全信協「しんきん教ҭローン」の取扱開始
	 	 5	 新東京国際空ߓ（成田空ߓ）開ߓ
	 	 8	 日中平和友好条約調ҹ
	 	12	 全信協「小口融資制度（応急ローン）」の取扱開始

1979（昭54）	 3. −	 預金量500億円達成
	 4. 1	 第2次安定成長3ヵ年計画スタート
	 8. −	 オンライン照会業務の取扱開始
	11.26	 支店に最初のCD設置
	12. 3	 楖井支店を坂田܊米原町楖井560番地に移転

	 	 1	 第2次石油ショック
	 	 6	 東京サミット（先進国ट偃会議）開催
	 	 8	 信用金庫給与振込システム導入

1980（昭55）	10.20	 七条支店を現所在地の長浜市七条町ࣈ東三田447番地の1に移転
	この年	 長浜城侀कֳ建設資金として長浜市へ滋賀湖北福祉奉仕会より1,000万円寄贈

	 	 4	 北陸自動車道 米原−俿賀間開通
	 	11	 158金庫でCD	・	ATMオンライン提携開始
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1993（平5） 	 4. 1	 創立70周年記念キャンペーン
	 4. 1	 スーパー積金「貯まる܅」発売
	 4.21	 浅井支店を東浅井܊浅井町大ࣈ内保（現・長浜市内保町）732番地1に開設
	 5.23	 経済講ԋ会開催（講ࢣ・加藤寛ࢯ）
	 6.13	 長浜信用金庫理事長杯争壻少年野ٿ大会協ࢍ（〜7月11日）
	10. 3	 文化講ԋ会開催（講ࢣ・ᓎ井よしこࢯ）
	11. 3	 創立70周年記念式典挙行
	この年	 びわこ長浜ツーデーマーチへの協ࢍ、湖北地۠親善ήートボール大会への協ࢍを開始。

以降、ຖ年継続

	 	 6	 낫먜椃ߖ太子例下・խ子さま（現・侀ߖߖ両ต下）ご
成ࠗ

	 	12	 全国信用金庫の預金量90契円達成
 この年	長浜市制50周年

1994（平6） 	 1.30	 ワボウ電子株式会社に店外ATM設置
	 4. 1	 社会福祉・ҩ綒事業団の業務取扱開始
	 4. 1	 3ヵ年計画「ながしんSTEP21」スタート
	 4. 1	 自動振壐元受システムՔ動
	 5. 2	 �アシストΧード」登場
	 5.28	 経済講ԋ会開催（講ࢣ・広瀬Յ夫ࢯ）
	11. 3	 森夿雄理事長がԫद๙章受章

	 	 2	しんきん信託銀行設立
	 	 3	 全信協、パソコン通信しんきんふれѪネットス

タート
	 	 6	 米N:外為市場で初の1ドル�100円俴破
	 	 7	 全国信用金庫の会員数8,000万人俴破
	 	 9	 関西国際空ߓ開ߓ
	 	11	 全国の信用金庫店舗数が8,500店達成

1995（平7） 	 2.13	 �ラッキーエンゼル」発売
	 6.10	 経済講ԋ会開催（講ࢣ・ඨ孝太郎ࢯ）
	10. 8	 文化講ԋ会開催（講ࢣ・石井බ子ࢯ）
	11. 1	 余ޖ町役場前に店外ATM設置
	11.20	 �ドリームエンゼル」発売
	11. −	 グランドウイング年金サークル発足

	 	 1	 発生ࡂ神・夎緔大椁ࡕ
	 	 3	 地下鉄サリン事件発生
	 	 4	 東京外為市場	1ドル�79.75円の戦後最高値
	 	 8	 戦後50年

1996（平8） 	 3.11	 懸賞金付定期預金「秀吉」発売
	 5. 1	 本店営業部 市立長浜病院出張所開設、店外ATM設置
	 6. 1	 経済講ԋ会開催（講ࢣ・高野ໞࢯ）
	10. 1	 �ほの΅のロμン」登場
	10. 8	 長浜キϠノン株式会社に店外ATM設置
	10.21	 湖北町役場に店外ATM設置
	11.15	 アル�プラザ長浜店に店外ATM設置
	11.16	 文化講ԋ会開催（講ࢣ・野際絊子ࢯ）

	 	 4	 携帯電話が1,000万台俴破
	 	 4	 北近江秀吉博覧会開催（〜11�30）
	 	 6	 信用金庫業界、「信用金庫の日」で初のキャン

ペーン展開
	 	11	 全信協、「信用金庫社会貢献賞」の創設決定

　

1997（平9） 	 4. 1	 3ヵ年計画「しんきんJUMP21」スタート
	 6. 7	 経済講ԋ会開催（講ࢣ・森田実ࢯ）
	 8. 1	 山東町役場に店外ATM設置
	11.15	 文化講ԋ会開催（講ࢣ・田侱絊子ࢯ）

	 	 4	 消費税率5%に引上げ
	 	12	 全国信用金庫預金量100契円俴破
 この年	北ւ道士৩銀行、山一ᨽ券など破たん

　

1998（平10）	 3.26	 きたのキャンスに店外ATM設置
	 6.19	 第6代理事長に西島喜紹がब任
	 6.27	 経済講ԋ会開催（講ࢣ・渡部昇一ࢯ）
	 9.19	 文化講ԋ会開催（講ࢣ・宮崎綝ࢯ）
	10.28	 近江支店を坂田܊近江町大ࣈ宇賀野（現・米原市宇賀野）21番地14に開設
	11. 8	 やわた中山支店にながしんサンデープラザ開設

	 	 2	 長野侨قオリンピック開ນ
	 	 3	 大手21行に公的資金を資本注入
	 	 6	 金融監督庁発足

1999（平11）	 1. −	 テレビCM開始
	 3.19	 お取引先従業員楯۰応対実践セミナー開催
	 3.29	 紨貯とのATM提携開始
	 4. 1	 CI導入
	 4.17	 経済講ԋ会開催（講ࢣ・২槡一秀ࢯ）
	 5.17	 �ながしんウイング」が県下信金の共通商品となる
	 7. 1	 本店営業部で投資信託の取扱開始
	 7.12	 インターネットバンキングのサービス開始
	 9.20	 Jモードによるモバイルバンキングサービス開始
	 9.30	 米原支店中町出張所ด（店外ATM）
	11. 6	 文化講ԋ会開催（講ࢣ・うつみ宮土理ࢯ）
	11.29	 高月・びわ両支店でๅくじ業務の取扱開始
	この年	 長浜曳山博物館建設資金として滋賀湖北福祉奉仕会より1,000万円、当庫より500万円を

寄贈

	 	 1	 EU通՟俆合、Ϣーロ発行
	 	 7	 信用金庫のイメージソング「সإの贈り物」を決

定
	 	12	 全信協、P3誌「'BDF	UP	'BDF」	（ق刊）創刊
	 	12	 全信協しんきんふれѪネッ卜中央情報を開設

1981（昭56）	 3. 7	 職員による交通ࢮ事ނ発生
	 3. 9	 市立長浜病院に初の店外CD設置
	 4. −	 ϕスト預金の取扱開始
	 6. 1	 しんきん7ISAΧードの取扱開始
	 6. −	 満期月指定預金の取扱開始
	 9.10	 神照支店を長浜市神照町696番地の3に開設
	10.27	 長浜市役所に店外ATM設置
	この年	 長浜城歴史博物館建設資金として長浜市へ滋賀湖北福祉奉仕会より500万円寄贈

	 	 3	 神ށポートアイランド博覧会（ポートピア`81）開ນ
 この年	壨便が紨便小แの取扱数をൈく

1982（昭57）	 1.12	 ながしん交通安全を推進する会設立
	 5. 9	 両壐商業務開始
	 7.15	 金売買業務の取扱開始
	 7. −	 七条支店、楖井支店にCD設置
	 9. −	 財形期日指定定期預金の取扱開始
	10. 1	 滋賀県年金住壨福祉協会業務の取扱開始
	11. −	 エール積金の取扱開始

	 	 3	 信用金庫法施行令改正
	 	 4	 信用金庫独自性発3شヵ年計画スタート
	 	 4	 500円ߗ՟発行
	 	10	しんきん保証基金、しんきんスピードローン保証

の取扱開始

1983（昭58）	 5. −	 両壐商業務の取扱開始
	 6. 1	 国債等槜ൢ業務の取扱開始
	 7. −	 米原支店にCD設置、全店CD設置完了
	10.22	 創立60周年記念式典挙行
	11. −	 日本銀行国債代理店業務の取扱開始

	 	 3	しんきんネットキャッシュサービス網完成
	 	 4	 長浜城（長浜市長浜城歴史博物館）オープン
	 	 4	 長浜出世まつり開催（〜5�8）
	 	 8	 金融機関、第2土紺日ٳ日を一楙実施

1984（昭59）	 2. 1	 フタバϠ長浜店に店外ATM設置
	 4.24	 高月支店を現所在地の長浜市高月町高月598番地に開設
	10.15	 宮司支店を現所在地の長浜市ࣈ前田宮司町913番地1に開設

	 	11	 15年Ϳりに1万円、	5,000円、1,000円の新ࡳ発行
 この年	生活佣度を「中流」と考える人が90％に　　

1985（昭60）	 3.20	 伊߳病院組合立湖北総合病院（現・長浜市立湖北病院）に店外ATM設置
	 3. −	 市場金利連動型預金の取扱開始
	 4. 1	 金融自由化対応3ヵ年計画スタート
	 4.27	 第5代理事長に森夿雄がब任
	 5. −	 職能資格制度導入専門ҕ員会発足
	 7. −	 勘定系事務処理を信金�大ࡕ共同事務センターへ移行

	 	 2	しんきん情報システムセンター設立
	 	 3	 科学万博つく`85開ນ
	 	 4	 信用金庫金融自由化対応3ヵ年計画を実施
	 	 4	 公社民営化によりNTT、JT（日本たこ産業）発足
	 	12	 全国信用金庫預金量50契円俴破

1986（昭61）	 6. −	 大口定期預金の取扱開始
	11.17	 米原支店を現所在地の坂田܊米原町（現・米原市）下多良一奐目100番地に移転、米原支

店 中町出張所開設（店外ATM）

	 	 4	 男女雇用機会ۉ等法施行
	 	11	 信金オンライン提携システムをしんきん情報シス

テムセンターに移管
 この年	都心の地価高騰、߫ 外へ偍及。急激な円高・ドル安

1987（昭62）	 3.31	 楼成運動で預金量1,000億円達成
	 6.15	 Χードローンの取扱開始
	10.31	 第1回ܳ術版ָ市ָ座（アート・イン・ナガハマ）に協ࢍ、ボランティア参加（以降、継続）

	 	 4	 国鉄分割民営化、J3発足
	 	10	 ニューϤーク株式市場大絝（ブラック・マンデー）

1988（昭63）	 3.31	 長浜ָ市に店外ATM設置
	 5. −	 第3次オンラインシステムՔ働
	 8. 8	 滋賀銀行とのCD相ޓ利用開始

	 	 1	 全信協、信用金庫のディスクロージャー俆一開示
基४を制定

	 	 3	 東京ドームٿ場開場
	 	 4	 信用金庫第2次金融自由化対応3ヵ年計画スター

ト
1989 	 3.29	 西島ঙ五郎ԧڳ像除ນ式

	 6. 5	 スーパーMMC	（市場金利連動型定期預金）発売
	 7. 1	 資本参加したࠇนスクエアオープン

	 	 1	 昭和侀ߖ崩ޚ、平成に改元
	 	 2	 金融機関、完全ि2ٳ日制実施
	 	 4	 3％の消費税導入

（昭64�平元）

1990（平2） 	 1. 4	 アンサーバンキングサービスの取扱開始
	 2. 1	 近7ـ労働金庫とのCD相ޓ利用開始
	 6. 1	 ATM振込サービスの取扱開始
	 7.16	 都銀・地銀とのCD相ޓ利用開始
	10. 1	 長浜地方Է売市場に店外ATM設置
	10. 1	 �スーパーウイングクラブ」発足

	 	 3	 大ࡕで国際Ֆと綝の博覧会開ນ
	 	 7	 信用金庫と都市銀行・地方銀行のCDオンライン

提携スタート

1991（平3） 	 3.25	 びわ支店を東浅井܊びわ町大ࣈ榮根（現・長浜市榯根町）1284番地1に開設
	 4. 1	 新3ヵ年計画ながしんHOP21スタート
	10. 1	 米原・高月支店で両壐商業務の取扱開始
	10. 5	 ウイングイϕント「森高楼統元気ҹコンサート」（以降、イϕントを各年開催）
	12. −	 預金量1,500億円達成

	 	 1	 緼؛戦争ຄ発
	 	 4	 全信協「長期経営計画しんきんHOP21」実施
	 	 9	 経企庁、いざなぎܠ気を超えたと発表

1992（平4） 	 2.17	 サンデーバンキング開始
	 3.25	 やわた中山支店を長浜市ീ഼中山町146番地に開設
	 4. −	 新パッέージ商品「ザ・ウイング」発売
	11. −	 ハンディ端末機導入

	 	 6	 地ڥٿサミット初開催（リオ宣言採壪）
	 	 9	 学校ि5日制スタート
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2006（平18）	 1.19	 新春経営革新セミナー開催（講ࢣ・大竹美喜ࢯ）
	 4. 3	 セブン銀行とATM提携
	 7.11	 経済講ԋ会開催（講ࢣ・財部誠ʕࢯ）
	10.14	 ̧̟ 長浜駅にインフΥメーションディスプレイ寄贈（ながしん福祉奉仕会）
	12. −	 営業エリアを滋賀一円に拡張

	 	 1	 北近江一豊・楼代博覧会開催（〜12�4）
	 	 2	 長浜市と浅井町、びわ町の1市2町が合併

2007（平19）	 2.15	 経営革新セミナー開催
	 6. −	 金利優۰定期「ࢆ々」発売
	 7.20	 日本赤ेࣈ社より感謝ঢ়त与
	 7. −	 Χードローン「きΌっする」の取扱開始
	 7. −	 経済講ԋ会開催（講ࢣ・Ԙ川正े郎ࢯ）
	 7. −	 事業ローン「ָ縁ワイド」の取扱開始
	10. −	 新生活応援プランおめでとうキャンペーン
	11. −	 経営革新セミナーを開催
	11. −	 金利優۰定期預金「ຍ梅」発売

	 	 6	 米国でサブプライムローン問題が顕在化
	 	10	 紨政民営化

2008（平20）	 1. −	 ながしん経営क़開क़
	 2. −	 観光綆行預金・観光綆行積金「優խ」発売
	 2. −	 全店槜口に携帯助奤ث、؆қච談ث、「ࣖマーク」表示൘設置
	 3. −	 フリーローン「MZライフ」の取扱開始
	 3. −	 生体認証ICキャッシュΧードの取扱開始
	 3. −	 Χードローン「セットプラン」の取扱開始
	 3. −	 資産運用セミナー開催（本店）
	 3. −	 全店槜口にコミュニέーションポード設置
	 4. 1	 創業支援サポートローン「近江翔人」の取扱開始
	 6.16	 懸賞金付定期預金「GPチャレンジʂ」発売
	 6.29	 創立85周年記念講ԋ開催（講ࢣ・三壨낫먜值ࢯ）
	10. 4	 創立85周年記念文化講ԋ会開催（講ࢣ・住田裕子ࢯ）
	11.13	 西島喜紹理事長がѴ日槁光章受章
	11. −	 �おめでとうキャンペーン」で「ニュー教ҭプラン」「ニューΧーライフプラン」の金利優۰
	11. −	 金利優۰定期預金「ຍ梅」発売

	 	 4	 後期高齢者ҩ綒制度開始
	 	 9	 米国証券会社リーマン・ブラザーズ経営破たん、

世界金融߄ڪへ
 この年	非正規雇用の労働者数がաڈ最多に

2009（平21）	 2. −	 しんきん携帯電子マネーチャージサービスの取扱開始
	 2. −	 ネット口座振壐受付サービスの取扱開始
	 2. −	 金融庁の外国為壐ݕ査
	 2. −	 西日本建設業保証株式会社の業務調査（本店営業部・三ツ矢支店・七条支店）
	 4. −	 3ヵ年計画「ながしん『つなぐ力』発2009ش」
	 6.15	 金利上乗せ定期預金「きらめき」発売
	 7.22	 経営革新セミナー開催（講ࢣ・河合保弘ࢯ）
	10.10	 ながしん講ԋ会開催（講ࢣ・青山繁楅ࢯ）
	10.14	 金利優۰定期預金「お江」発売
	10. −	 エコΧーキャンペーン
	10. −	 教ҭ資金応援キャンペーン
	10.〜	 長浜まちづくり株式会社設立、出資

	 	 4	 業界の長期経営計画「しんきん『つなぐ力』発ش
2009」スタート

	 	 5	 員制度がスタートࡋ
	 	 9	 消費者庁発足

2010（平22）	 1. −	 長浜市がんݕ棼受棼率向上プロジェクト協定書調ҹ
	 1. −	 預金保ݥ機構ݕ査
	 2. −	 滋賀県ऩ納代理金融機関ݕ査
	 6. 1	 金利優۰定期預金「夹々」「初」「江」発売
	 6.15	 エコチャレンジ積金発売
	 7.17	 ながしん講ԋ会開催（講ࢣ・勝谷誠彦ࢯ）
	 9. 1	 子ҭて応援普通預金口座「のびのびフΥト通奖」発売
	11. 2	 経営革新セミナー開催（講ࢣ・平林都ࢯ）
	11.15	 金利優۰定期預金「江HP」発売
	この年	 全国信金P3コンクール入賞

	 	 1	 、長浜市、虎姫町、湖北町、高月町、木值本町چ
余ޖ町、西浅井町の1市6町が合併し新・長浜市
発足

	 	 1	日本年金機構発足

2011（平23）	 4. 1	 フリーローン「モア・プラス」の取扱開始
	 4.15	 江・浅井三姉妹博覧会記念定期預金「夹々」「初」「江」発売
	 7. 9	 ながしん講ԋ会開催（講ࢣ・岩見隆夫ࢯ）
	11.14	 金利優۰定期預金「ຍ梅」発売

	 	 1	 江・浅井三姉妹博覧会開催（〜12�4）
	 	 3	 東日本大椁ࡂ発生
	 	 7	 地上デジタル放送に完全移行

2012（平24）	 1.17	 経営革新セミナー開催（講ࢣ・木村ษࢯ）
	 6.15	 金利優۰定期預金「ひまわり」発売
	 6.ʵ	 預金量2,500億円達成
	 8. 4	 ながしん講ԋ会開催（講ࢣ・寺島実郎ࢯ）
	 9.ʵ	 認知症サポーター絋成講座実施
	 9.ʵ	 本店壉椁補強工事完成
	12. 3	 経営革新セミナー開催

	 	 2	 復ڵ庁発足
	 	 4	 業界の長期経営計画　第2次「しんきん『つなぐ

力』発3「شヵ年計画スタート
	 	 5	 東京スΧイツリーオープン

　

2000（平12）	 3. 6	 デビットΧード取扱開始
	 4. 1	 3ヵ年計画「ながしんフロンティア21」スタート
	 5.20	 経済講ԋ会開催（講ࢣ・中公平ࢯ）
	 6.19	 監査法人トーマツを会計監査人に選任
	 6. −	 預金量2,000億円達成
	 7.28	 HOT	SPA3山東井值口店・彦根奯居本店にマルチメディアキオスク（MMK）設置
	 9.27	 ジャスコ長浜店に店外ATM設置
	10. 2	 提携住壨ローン発売
	10.14	 文化講ԋ会開催（講ࢣ・福島俿子ࢯ）
	11. 3	 森夿雄相談役が܄五等椥ๅ章受章
	12. 4	 しんきんゼロネットサービス開始
	12. 8	 ながしんテレϗンバンキングサービス取扱開始

	 	 4	 介護保ݥ制度スタート
	 	 4	 長浜曳山博物館開館
	 	 7	 金融庁発足（金融監督庁と大蔵ল金融企画ہを俆合）
	 	12	 ̨̗ デジタル放送開始

2001（平13）	 4. 2	 長期Րࡂ保ݥ「しんきんグッドすまいる」取扱開始
	 4.21	 経済講ԋ会（講ࢣ・Ṥ口ኍ太郎ࢯ）
	 4.24	 お取引先従業員楯۰対応実践セミナー
	 6.25	 長浜赤ेࣈ病院に店外ATM設置
	 9. −	 スペシャル定期預金「セレクト」発売
	 9.22	 文化講ԋ会開催（講ࢣ・田村綉子ࢯ）
	10. 6	 വ館・北東北への観光綆実施
	12.17	 住壨ローン債務返済支援保ݥ「しんきんグッドサポート」取扱開始

	 	 1	 中央ল庁再編（1府22ল庁から1府12ল庁に再編）
	 	 3	 政府、戦後初めて「緩やかなデフレঢ়態」と表明
	 	 3	日本銀行、デフレ対策で量的金融緩和政策を導

入
	 	 9	 米国同時多発テロ発生

2002（平14）	 3. 1	 ながしん新福祉定期ゆとり発売
	 5.11	 経済講ԋ会（講ࢣ・妉信彦ࢯ）
	 5.22	 スマイ・るサークルの開設
	 9.21	 文化講ԋ会（講ࢣ・吉行和子ࢯ）
	 9. −	 庫内報「雄ඈ」100号発刊
	10. 1	 生命保ݥ槜口ൢ売取扱開始
	10. −	 個人年金保ݥの取扱開始
	11. 1	 スーパーウイングをリニューアル

	 	 4	 ペイオフ制度導入
	 	 5	 サッΧーW杯日ؖ大会開ນ
	 	 8	 住民基本台奖ネットワークՔ動

2003（平15）	 1.16	 きたのキャンスATMを大垣共立銀行と共同化
		2. −	 個人向け国債のื集開始
	 4. 1	 3ヵ年計画「ながしんチャレンジ21」
	 4. 1	 住壨ローンゼロ金利感覚体感キャンペーン開始
	 4. 1	 創立80周年感謝企画	「ザ・2倍��」発売
	 5.31	 創立80周年記念講ԋ会開催（講ࢣ・原田和明ࢯ）
	 7.24	 滋賀湖北福祉奉仕会を「ながしん福祉奉仕会」に名称変更
	 9. 1	 パーソナルローン「ָ々」発売
		9.20	 �ながしんスマイ・るセミナー」開催
	10. 1	 Jモード携帯電話向け「ウイングーアイ」サービス開始
	10.17	 文化講ԋ会開催（講ࢣ・市田ひろみࢯ）
	10.20	 事業ローン「ָ縁」発売
	11.12	 創立80周年記念「ドリームキャンペーン80」発売
	11.13	 西島喜紹理事長がԫद๙章受章
	11. −	 創立80周年記念事業として1市12町へ福祉車両15台寄贈
	12.24	 法人インターネットバンキングサービスの取扱開始

	 	 3	 新型ഏԌSA3Sがアジア中心に広まる
	 	 3	 金融庁、「リレーションシップバンキングの機能強

化に関するアクションプログラム」を公表
	 	 4	日本紨政公社発足
	 	 4	 長浜バイオ大学開学
	 	 4	日経平ۉ株価	7,607円88榝とバブル崩壊以降最

安値記緪
	 	 6	 信金中央金庫、自己資本比率6%を下回る信金に

資本の予防注入決定
 この年	大墬内定率աڈ最低、ब職ණ河期続く

2004（平16）	 1.23	 新春経営革新セミナー開催
	 4. −	 エコアクション21認証・登緪取得
	 5.29	 経済講ԋ会開催（講ࢣ・福Ԭ政行ࢯ）
	 6.26	 スマイ・るセミナー開催
	 7.15	 経営革新セミナー開催
	 9.18	 文化講ԋ会開催（講ࢣ・京Ӗ子ࢯ）
	10. −	 投資信託の取扱を全店に拡充
	12. −	 決済用普通預金の取扱開始

	 	 4	 国立大学が国立大学法人に
	 	 7	 彦根・近江ീ഼信金合併、滋賀中央信用金庫に

2005（平17）	 2. 8	 新春経営革新セミナー
	 4.23	 ながしん講ԋ会開催（講ࠤࢣ・ 々३行ࢯ）

	 8. 1	 長期ݻ定金利型住壨ローン「フラット35」の取扱開始
	 8.24	 インターネット24時間ローンԾ৹査棲込受付サービス開始
	10. 3	 ながしんプラザ（日紺相談コーナー）開設（やわた中山支店）
	11. 3	 文化講ԋ会開催（講ࢣ・渡辺えり子ࢯ）

	 	 2	 地ٿԹ夞化防ࢭの「京都議定書」発ޮ
	 	 3	「Ѫ・地ٿ博」がѪ知県で開ນ
	 	 4	 ペイオフ本格実施（普通預金にも拡大）
 この年	 2月に山東町、伊吹町、米原町の3町が合併し米

原市誕生。10月に近江町が合併し新たな米原市
に

 129128 資　料 	 年　表



年 当金庫の出来事 地域・社会・業界の出来事 年 当金庫の出来事 地域・社会・業界の出来事

年　表

2017（平29）	 2. 1	 JDFCP新規ご加入キャンペーン
	 2. 8	 ए手経営者の会「特別セミナー」開催
	 2.10	 教ҭΧードローン取扱開始
	 4.10	 バイオビジネス創出ڀݚ会と「小谷城スマートIC周辺6次産業化ڌ点構想策定支援に係

る覚書」佤結
	 5.13	 びわ湖長浜ツーデーマーチ第25回記念式典で長浜市より感謝ঢ়
	 5.22	 満70歳以上のお客様のATM振込制限開始
	 6. 1	 人型ロボットPFQQFSを活用した感謝キャンペーン
	 7. 3	 ながしん創業助成金制度創設
	 7. 3	 金榝信託商品の取扱開始（「こころのバトン」「こころのリボン」）
	 7. 3	 投資信託キャンペーン実施
	 8.23	 ए手経営者の会オープンセミナー開催
	10. 1	 滋賀県下3信用金庫合同消費者ローンキャンペーン
	10.14	 ながしん講ԋ会開催（講ࢣ・手侱綃一ࢯ）
	11.15	 遺言・相続全国一楙相談会開催
	11.21	 ながしん経営セミナー開催

	 	 3	 政府、働き方改革実行計画を決定
	 	 4	 総務লの総人口推計1億2,693万人余で6年連続

減少

2018（平30）	 1.15	 �つみたてNISA」対象商品のൢ売開始
	 2. 6	 ながしんए手経営者の会「第1回特別セミナー」開催
	 4. 2	 スーパー定期預金「ながしんW」発売
	 4. 2	 相続定期預金および子ҭて応援定期預金「わくわく」を通年商品化
	 5. 8	 滋賀県・滋賀労働ہと「働き方改革推進のためのแׅ連携協定」を佤結
	 6. 1	 貸金庫新規ごܖ約キャンペーン
	 6. 1	 後見支援預金の取扱開始
	 6. 1	 プレゼント付定期積金「ドキドキ」発売
	 6.14	 第8代理事長に田ᬑޭがब任
	 8.ʵ	 預金量3,000億円達成
	10.16	 グランドウイング年金サークル日ؼり綆行（名古）
	10.20	 ながしん講ԋ会開催（講ࢣ・έント・ギルバートࢯ）

	 	 4	 信金業界の長期経営計画「しんきん『共創力』発
3ヵ年計画」スタートش

	 	 6	 成人年齢	18歳に引き下げる改正民法成立

2019 	 2. 6	 ながしんए手経営者の会特別セミナー開催
	 2.ʵ	 信金キャピタル株式会社と「M�A夽介業務に関する協定書」佤結
	 4. 1	 スーパー定期預金「ながしんW」発売
	 4.14	 キャッシュΧード1日あたり出金限度ֹを50万円に引下げ
	 6. 1	 しんきん「地域応援」キャンペーンを実施
	 8. 1	 県下3信金合同消費者ローンキャンペーン
	 8. −	 �フリーローン（WEB完結型）」の取扱開始
	 9.20	 LINE公式アΧウント開設
	11. 8	 ながしんए手経営者の会「オープンセミナー」開催

	 	 1	 ๚日外国人綆行者3,000万人超（2018年俆計発表）
	 	 5	 侀ߖต下墠位。令和に改元
	 	 9	ラグビーW杯日本大会で8強入
	 	10	 消費税率8％から10％に引上げ

（平31�令元）

2020（令2） 	 2.13	 ながしんए手経営者の会「新春セミナー」開催
	 3.23	 �HJ�CP（ハイコ）通奖」の取扱開始
	 5. 2	 ΰールデンウィークٳ日融資相談槜口の設置（〜5�6）
	 5.27	 新型コロナウイルス感染症対策のため長浜市に寄付
	 5.29	 新型コロナウイルス感染症対策のため米原市に寄付
	 7.13	 生活資金支援ローンの取扱開始
	 9.27	 長浜市の次世代を担う人材ҭ成講ԋ会に協ࢍ（講ࢣ・坂口ࢤ文ࢯ）
	10. 1	 リバースモーήージローン「おうみのくらし」取扱開始
	11.ʵ	 横田幸造理事相談役がѴ日槁光章受章

	 	 3	 WHO、新型コロナウイルス感染症でパンデミック
（世界的流行）宣言

	 	 3	 東京オリンピック・パラリンピックの1年Ԇ期決定
	 	 4	 新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言

（以降、計4回発出）
 この年	春Նのߕ子Ԃ（高校野ٿ大会）中ࢭ、各地で行事等

の中ࢭ相次ぐ

2021（令3） 	 3.25	 ながしんSDGs宣言
	 4. −	 �遺言信託・遺産整理業務」ܖ約に伴うഔ介開始
	 4. −	 ローソン銀行とATM直楯提携
	 5.ʵ	 米原市役所新庁舎に木奚「石ڮのࢰ子」寄贈
	 6.24	 第24回信用金庫社会貢献賞を受賞
	11.11	 滋賀県と県内3信金が事業承継促進に関する協定佤結

	 	 2	 新型コロナワクチン楯種開始
	 	 7	 東京オリンピック開ນ（原則無観客）
	 	 9	デジタル庁発足
	 	11	 大谷翔平が米メジャーリーグでM7P

2022（令4） 	 5.ʵ	 民事信託取扱に伴う顧客紹介業務開始
	この年	 第1回ながしんCVQ	U�10少年サッΧー大会開催

	 	 9	 安倍৾三元ट相国槣
	 	10	 円安1ドル150円俴破

2023（令5） 	 3. −	 バンキングアプリサービス取扱開始
	 4. 1	 業務本部改編、3本部制へ移行
	11.22	 創立100周年記念講ԋ会（講ࢣ・モーリー・ロバートソンࢯ）、総代会開催
	12. −	 預金量4,000億円達成

	 	 3	 WBCで日本が14年Ϳり優勝
	 	 5	 新型コロナウイルス感染症が5維移行
	 	 9	 Ն（6〜8月）の平ۉ気Թաڈ最高（気象庁発表）
 この年	ガソリン価格աڈ最高、物価高続く

2013（平25）	 2.ʵ	 電子債権記緪サービスの取扱開始
	 3.26	 本店・本部でAED講श会
	 3.ʵ	 経営革新等支援機関の資格取得
	 4.ʵ	 日本銀行考査
	 6.15	 ながしん講ԋ会開催（講ࢣ・山太郎ࢯ）
	 7. 1	 壘職金特別定期預金「輝プラチナ」発売
	 8.19	 資産運用「ペアプラン」発売
	 8.ʵ	 滋賀県ܯとサイバー൜ࡑに対する対処協定佤結
	 8.ʵ	 NISA口座開設キャンペーンを実施
	 9.25	 経営革新セミナー開催
	 9. 2	 教ҭ資金一ׅ贈与専用普通預金「まごころ」発売
	10.ʵ	 役職員物ނ者好奘法要
	11. 1	 創立90周年記念定期預金「ຍ梅」発売
	11.ʵ	 滋賀県内3信金、日本政策金融公庫と創業分野での連携開始
	11.ʵ	 綤時総代会開催
	この年	 本店壉椁改म工事完成
	 	 創立90周年記念事業として、長浜市へࠇน製น時計、米原市へ福祉車両購入資金など寄

贈・寄付
	 	 オリジナルキャラクター「ながたん」誕生

	 	 4	 日本銀行「大規模な金融緩和（量的・質的金融緩
和）」に転換

	 	 6	 富士山が世界文化遺産に登緪決定
	 	 9	 初の特別ܯ報を京都・滋賀・福井で発表（台෩18

号に伴う大雨）

2014（平26）	 1.20	 無担保住壨ローン、シニアライフローンの取扱開始
	 2. −	 ϗームページリニューアル。スマートフΥン専用ϗームページ開設
	 6. 2	 金利優۰定期預金「官ฌ衛」発売
	 6.13	 第7代理事長に横田幸造がब任
	11.14	 経営革新セミナー開催
	11.17	 相続定期預金発売
	11.27	 ながしん講ԋ会開催（講ࢣ・ᓎ井よしこࢯ）
	12.ʵ	 長浜市役所新庁舎に店外ATMオープン

	 	 4	 消費税率5％から8％に引上げ
	 	 4	 総人口の4人に1人が65歳以上に（総務ল発表人口

推計）
	 	 6	 全国信用金庫預金量130契円俴破

2015（平27）	 1. 5	 フΝミリーサポート定期積金「たのしみプラス」発売
	 1.15	 納税顕ޭ法人知事感謝ঢ়の贈体式および三日月知事との対談会
	 2. 2	 ATM入出金手数料の終日無料化実施
	 5.30	 ながしん講ԋ会開催（講ࢣ・金美齢ࢯ）
	 6. 1	 ই保ݥ付定期預金「おकりプラス」発売
	 6. 1	 金利優۰定期預金「ながたん」発売
	 7. 1	 �長浜町家応援ローン」「長浜まちなか応援ローン」の取扱開始
	 7. 1	 投資信託キャッシュバックキャンペーン
	 8. 3	 �資産活用応援ローン」の取扱開始
	 8. 3	 �職域サポートローン」「職域サポートΧードローン」の取扱開始
	 8.25	 女性防൜セミナー開催
	 8.27	 �えきちか住促ローン」「えきちかにぎわいローン」の取扱開始
	11. 2	 滋賀県ҩࢣ共同組合会員向け融資「ドクタープラチナムフリー」の取扱開始
	11. 5	 経営革新セミナー開催
	11.16	 東日本大椁ࡂ復ڵ応援定期預金「しんきんのឺ」発売

	 	 3	 北陸新װ榑 長野ʕ金壬間開業
	 	 4	 業界の長期経営計画「しんきんスクラム強化3ヵ

年計画」スタート
	 	10	マイナンバー法施行

2016（平28）	 1.18	 日本政策金融公庫とのパッέージ商品「近江翔人・W」取扱開始
	 1.27	 ながしんए手経営者の会「新春セミナー」開催
	 2. 1	 �Χーライフプラン	GPS	LBEJFs」「女性向けΧードローン」取扱開始
	 3. 6	 �滋賀どこでもATMネット」の取扱開始
	 3. 7	 日本政策金融公庫とのパッέージ商品「農業応援ローン」取扱開始
	 4. 1	 子ҭて応援定期預金「わくわく」取扱開始
	 4.21	 地域クラウドフΝンディングサービス「'AA7O滋賀」とパートナーシップܖ約佤結
	 5. 2	 個人型確定ڌ出年金（JDFCP）の取扱開始
	 6. 1	 Ϣネスコ無形文化遺産登緪応援定期預金「曳山〜湖北から世界へ〜」発売
	 7.20	 滋賀県と県内3信用金庫および信金中央金庫との産業振ڵに関する協定佤結
	 8. −	 自動車事ނ費用共済の取扱開始
	10. 8	 ながしん講ԋ会開催（講ࢣ・田㟒史郎ࢯ）
	11.16	 ए手経営者の会「オープンセミナー」開催

	 	 1	 田官ฌ衛博覧会開催（〜12�28）ࠇ
	 	 1	日本銀行、マイナス金利導入を決定
	 	 4	 本地椁発生۽
	 	 9	 金融庁、金融機関の営業時間規制を弾力化。奁

みのด店や半日営業可能にٳ
	 	12	 長浜曳山祭がϢネスコ無形文化遺産に登緪決

定
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あとがき

　当金庫創立100周年の記念事業の一として、湖北と息づくながしんのあゆみを
妊った「長浜信用金庫100周年記念誌」がこのたび刊行の運びとなりました。
　50年史80年史に続く本誌は、「あゆみ」をキーワードに100年の様々なہ面を、
l見やすく俰みやすい年史zを目指して、2022年7月より編ࢊに取り組んで参りました。
　本誌の構成は、歴史を語る「ながしん100年のあゆみ」使命を語る「まちのあゆみ」
地域を語る「店舗のあゆみ」の3部構成と資料編としております。ר俓にしました、
観音開きのビジュアル年表につきましては、特に時代と当金庫の関わりを文ࣈ通り
l見やすくz展開することを旨といたしました。
ബになりがちな、金庫や地域の先人رの業務の中では認ࣝがࠒ業を通じ、日࡞　
の皆さんの、当金庫へのࢥいやئいの強さを奿感いたしました。ࢲどもがࠓある࢟に
は、100年の歴史が礎となっている点を、つͿさに感じとることができたことは、編ࢊ
。業に関わることができたๅ物であります࡞
　むすびにあたり、本誌制࡞にあたりご協力いただいた各位をはじめ、とりわけ企画
立案の夠֊から終始参画いただきました、TOPPAN株式会社ならびに株式会社	
エトレの皆様には深椈なる謝意を表します。

	 創立100周年記念誌編ࢊҕ員会事務ہ
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